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第二十六章　青年期　決着編







第一話「闘神の脅威」




★ シャンドル視点 ★




　我が名はアレックス・カールマン・ライバック。

　北神カールマンの実子であり、その技と北神の称号を受け継ぐ者なり。

　北神カールマン一世……いやまぁ、我々は北神カールマンのことを一世と呼ばず、ただ北神カールマンと呼ぶのだが、とにかく私は北神カールマン一世の息子。北神カールマン二世、カールマンの名に恥じぬよう、真の英雄になるべく世界中を旅をした。

　ドラゴンを倒し、超巨大ベヒーモスを倒し、国を牛耳る悪の神官を倒し、中央大陸の奥地に巣くう巨大人食い猿も倒し、圧政を敷く愚王を倒し、中央大陸有数のクランを壊滅させた迷宮の守護者を倒した……。

　およそ、英雄譚たんとなりそうなものは、全てやった。

　世界最強の魔剣と、母親譲りの頑丈な身体、そして父の編み出した最強の剣術を以もって、あらゆる者を打倒した。

　そうして手に入れたのは、最強の称号と名声だ。

　人々からは感謝され、褒めちぎられた。

　不死魔族の血が流れる身体は、長い年月を経てなお健在で、英雄としてあり続けることができた。

　有頂天だった。

　誰にも負ける気がしなかった。

　自分の強さに酔いながら、あらゆる敵に圧勝した。

　私はあの時、まさに自分を英雄と確信していた。




　ある日、路上で暮らす年端も行かぬ少年に魔剣を盗まれた。

　少年が魔剣を持ち込んだ先は、ならず者の集まる場末の酒場だった。

　魔剣を手にしたのは、ならず者のリーダーで、剣神流の高弟……剣聖だった。

　普段の私ならば、剣聖なんて赤子の手をひねるようなものだ。たとえ素手であったとしてもだ。

　……それが、驚くほどに苦戦した。

　魔剣の力は凄すさまじく、ならず者を剣帝かそれ以上の存在へと昇華させていた。初めて手にしたにもかかわらず、だ。

　なんとか勝利した時、私の中に大きなショックと、そして疑問が残った。

『自分は本当に強いのか？』

　そんなショックに打ちのめされている中、ならず者が言った。

「お前のせいでこのあたりはめちゃくちゃだ」

　その言葉で、私は気づいた。ああそうだ、この国だ。

　国を牛耳っていた悪の神官を倒したのも、圧政を強いる愚王を倒したのも、この国だった。

　神官は悪だったが、宗教によって国は回っていた。

　王は圧政を敷いていたが、強い支配によって国はまとまっていた。

　人々は不幸を感じていたかもしれないが、確かに平和ではあったのだ。

　今は違う。

　今ここは、紛争地帯と呼ばれている。

　一つの大国が分裂し、数多くの小国が争いを続けている。国が滅んでは生まれるを繰り返しており、勝者にとっても容赦のない泥沼の戦争が続いている。

　他の大国の餌になりつづけ、人は死に続けている。

　私のせいだ。

　私が一方的な見方で支配者を悪と断じ、打倒した結果、人々は平和を失った。

　その事実を認識した時、私の中に疑問が残った。

『私は本当に英雄なのか？』

　二つの疑問を持ってしばらくして後、私は魔剣を手放し、英雄をやめた。

　つまり私は『違う』という答えを出したというわけだ。




　勘違いしないでほしいが、私は『英雄』が好きだ。

　数多あまたの輝かしき英雄譚を聞くのは好きだし、自分自身、そうなりたいと未いまだに願っている。

　あいにくと英雄としての才能はなかったようだが、いざとなれば、あわよくば、という気持ちは持っている。わかるだろう、人というのはそう簡単なものじゃないんだ。

　ただ、英雄になろうと無理に背伸びをするのはやめた。

　そしていろいろ考えた末、武器を棒へと変え、人材育成を中心にやっていこうと決めた。

　武器を棒にしたのは、これが一番いいと思ったからだ。シンプルだし、こういう感じの棒であればどこでも手に入る。盗まれても問題はなく、単純に自分の実力が出る。だからこれが、一番いい。戦術的な観点からも、剣よりもう少し長い武器の方がいいというのもあった。まぁ、魔剣でなければなんでもよかったが。

　人材育成に関しては、なんというか、罪滅ぼしという意識が大きいかもしれない。

　それまでの私は、あまりにも他人を軽視しすぎていたように思う。

　そういうと、他人を蔑ないがしろにしてきたように聞こえるが、要するに自分と他人を主役と脇役に分けて考え、自分を主役だと思い込んでいたというわけだ。だから他人を簡単に悪と断じ、その先まで考えずに断罪できたのだ。

　恥ずかしい限りだ。誰もが自分の人生においては主役であり、欲は誰にでもあるものだ。私自身がそうであったように。私は英雄という存在に憧れたから、その行いが正義のように思えていたが、なんのことはない。私が倒してきた支配者となんら変わらない。

　要するに、英雄になりたいという私の願望は、欲でしかなかったのだ。

　そのように考えた時、私自身が英雄となるより、本当の英雄の物語に登場する脇役でもいいかと思えるようになった。

　父である北神カールマンもそうだった。

　龍神ウルペン、甲龍王ペルギウスに並んで『魔神殺しの三英雄』と呼ばれてはいるものの、物語として見れば、主役ではなかった。

　私にとっては主役だし、本当に素晴らしい英雄だとは思うのだけどね、うん。

　ともあれ、だからこそ、私自身もそのポジションに自分を置いてみようと思ったというわけだ。

　人材育成の目的の中に「英雄の師匠というポジションってカッコイイ」という理由が含まれていなかったと言えば嘘うそになるが……。

　実際に弟子をたくさん取ってみると、案外面白いというか、自分のよく知らなかった北神流という流派の奥深さのようなものを垣間見ることとなった。

　体格に恵まれぬ剣士が、両腕を失った剣士が、生まれつき目の見えぬ剣士が、それぞれがそれぞれで工夫し、勝つ方法を模索する。

　私の学んだ北神流は、父が母に教えたものだ。不死魔族が、その不死性を十二分に発揮しつつ戦うことを目的とした、強引な剣術だ。

　だからそれが北神流だと思っていたが、本来は力のない者、あるいは何かを失った者が、それでも戦場で生き延びるために編み出されたのが、北神流だ。

　それが、多くの弟子を取ったことによってわかった。

　それ以外にも、今まで、わかっていた気になっていたことが、次々ときちんとわかり、ものの見方が広くなり、多くの者に尊敬されるようになった。

　それは英雄と持ち上げられていた時とは、また少し違う尊敬のされ方だったが、なぜだか英雄をやっていた時よりも、嬉うれしい気持ちになれた。

　同時に、偶然とはいえ、自分が武器として棒を選択したことを誇りに思った。

　偉大な父の理念が、自分の奥底にきちんと根付いていたのだと知ったからだ。

　それに気づいた時、感涙したのを憶おぼえている。

　その頃から、自分自身が英雄になろうという意思は、薄くなっていたと思う。




　その後、いろいろあってアリエル陛下の配下となった。

　彼女に、かのガウニス王のような英雄王としての素質があると思ったからだ。

　それは間違ってはいなかったと思う。

　私がアリエルの配下となってすぐ、あれよあれよという間に傑物が集まり、アスラ王国は盤石の体制を整えた。

　世が世なら、歴史に名を残すであろう傑物たちだ。

　それだけの傑物を集めたアリエルは、しかし戦争を起こすでもなく、富国の政策を進めた。

　特に魔法技術に対しては多額の資産を投入し、大臣たちが苦い顔をしていた。

　なぜ反対されてまでそんなことをしているのかと聞けば、なんと、何十年も後に復活するラプラスへの対策を自分の代からしているという。

　素晴らしい、なんという傑物だ！　まさに自分は最高の主あるじを見つけることができた！

　と、思っていたのだが、よくよく調べてみると、陛下の後ろにチラチラと不審な影がうろついているのに気づいた。

　それがルーデウス・グレイラットだ。

　この男が龍神の配下であるとわかるのに、そう時間はかからなかった。なんなら陛下があっさり打ち明けてくれた。自分は龍神オルステッドの支援を受けている、と。

　龍神オルステッドの悪名の高さは聞き及んでいる。

　曰いわく、仲間がいきなり胸を刺し貫かれた。

　曰く、いきなり崖から突き落とされた。

　曰く、狙っていた獲物を横取りされた。

　曰く、手に入れたばかりの魔力付与品マジックアイテムを奪われた。

　普段あまり目撃情報を聞かないが、たまに聞く話はそんなものばかりだ。

　私も一度だけ、かの御仁を目の当たりにしたことはあるが……一目見ただけで、恐怖を覚えた。

　我ら北神と龍神は盟友だ。

　北神カールマンと龍神ウルペンの友情は、決して色いろ褪あせることはない。

　龍神の名を冠する相手に、感謝はすれど、恐怖を覚えるなど、あってはならんことだ。

　むしろ、私としては今代の龍神とも友情を育はぐくめたらな、と思っているぐらいだ。

　だというのに恐怖するのだ。

　案外、そういう呪いなのかもしれない。見る者全てが恐怖する呪いだ……と、その推測は後に正解だとわかるのだが、それは置いておこう。

　そんな呪いを持った人物であるがゆえ、配下を見るのは初めてだった。

　ルーデウス・グレイラット。

　彼を最初に見た時の印象？

　ふむ、そうだな、まぁ、弱そうな男だと思ったよ。賢そうな印象も受けたが、賢者というよりはずる賢さが先行するタイプ。言うなれば小者だ。

　アリエル陛下やギレーヌから聞いた話からは、もっと偉大な人物であるという印象を受けたが、実物はかなり違った。

　とはいえ、よくいる強者や権力者に媚こびへつらうタイプとも違うように見えた。

　そんな不思議な印象だった。

　だから、案外こういうのが英雄の類たぐいに化けるのかもしれないとも思った。

　ゆえにアリエル陛下がルーデウスに援軍を送るという話を聞いた時は、二つ返事で了解した。

　そして実際、心躍る戦いに参加した。

　冥王、鬼神、剣神、そして我が息子である北神カールマン三世……。

　渦巻く策略に始まり、激突する武力……。

　さながら、私が英雄を目指していた時のような戦いだった。

　いやはや、昨今ではなかなか体験できないような、熱い戦いだったと言えよう。

　とはいえ、逆に言えば、私が過去に体験したことがある戦いだったとも言えた。

　そう思っていたのだが……まさかその先があるとは思わなかった。

　闘神。

　ラプラス戦役の遥はるか昔、第二次人魔大戦を終わらせた、最強の存在。

　その正体がまさか叔父おじであるバーディガーディだとは思ってもみなかったが、思えばかの筋肉ダルマは、ずっと思わせぶりな態度だったから、さもありなん。

　思えば母も、「バーディは賢いふりをしているが本当は馬鹿だ」と評していた。

　それを聞いた私は、逆じゃないか？　馬鹿のふりをしているのではないか？　そういうところを間違えるから母は馬鹿にされるんじゃないか？　と思ったものだが、答えを知ってしまえば、なんとなくわかるものだ。賢いふりをしている馬鹿。なるほど確かに、と。

　さて、ともあれ闘神バーディガーディ。

　逸話が本当であれば、まさに第二次人魔大戦で猛威を奮った最強の存在。

　不動の七大列強第三位。

　そんな相手を前にして、私は思うのだ。

　やはり私に、英雄の才能はなかった、と。

　なぜなら私の物語に、こんな伝説の存在は現れなかったからだ。

　無論、苦戦する相手はいた、強かったと記憶する者もいた。そんな相手には敬意を払っている。

　だがそれでも、魔剣を手に入れて後、私は自分より格上の相手とは出会えなかった。

　それが剣を捨て、名を捨て、称号を捨て、主役という立場を捨て、脇役として誰かの戦いに身を投じて、ようやく出会えたのだ。

　そう考えれば、やはりルーデウス・グレイラットには英雄の才能があるのかもしれない。

　当人は嫌そうな顔をするかもしれないが、英雄とはそういうものなのだ。

　倒すべき敵に、出会えるものなのだ。

　私と違って。

「……ままならないものですね」

　手にあるのは魔剣ではなく、何の変哲もない棒。

　闘神とやりあうには、あまりにも頼りない得物だ。後に英雄譚にされた時に、格好もつかない。

「フハハハハ！　人生などそんなものである！」

「あなたが言っても説得力はありませんね」

「なんと！　我輩の人生こそままならないことの連続であるのだがな！」

「そうなんですか？　では、聞かせてください、興味があります」

　私が英雄を目指していた頃は、こんな問答はしなかった。

　だが今の私は脇役。目的が時間稼ぎとあらば、それに徹するのも、歴戦の戦士たる者の務めよ。

　バーディガーディは知の魔王。

　見た目とは裏腹に、案外なんでも知っていて、それを人に教えたがる傾向がある。

　興味があると言えば、多少なりともペラペラと喋しゃべってくれるだろう。大事なところだけはボカすだろうが。

「そんな暇はねえ。旦那、さっさとこいつをどかしてセンパイを追うぜ」

　だが、そうはいかなかった。

　脇にいた猿顔の魔族が、我々の会話に割って入ってきた。

　どこかで見た顔な気もするが、まるで思い出せない。物腰を見ても、さして脅威に感じることもない。大した人物ではないのだろう。

　しかし、その表情からは、並々ならぬ覚悟のようなものを感じ取れた。

　この場に闘神と共に現れたのだから、当然だろう。

「フハハハハ！　了解した！　しかし、こやつはこれでもかつて英雄と呼ばれ、世界中に熱狂的なファンを持つ男よ。そこらの有う象ぞう無む象ぞうのように扱ってやるな」

「んなこたぁ知ってる。けどな旦那、俺はもう一つ知ってんだ。今の北神カールマン二世じゃあ、闘神バーディガーディに勝ち目は……万に一つぐれぇしかないってことをよ」

「ほほう、万に一つはあると？」

「ああ、口達者な北神に、あんたが丸め込まれるってパターンがな」

「フハハハハ！　我輩がアレックス程度にほだされるなどと、甚はなはだ心外よ！」

「俺程度にほだされた奴が、よく言うぜ」

「程度などと言うものではない。貴様の覚悟は、英雄を目指して散々暴れた挙げ句、なれないと悟るやあっさり諦め、脇役でいいと日和ひよっている腑ふ抜ぬけより、何倍も好ましいわ」

「ヘッ、照れるねそいつは」

　闘神がこちらへと向き直る。

　どうやら作戦は失敗のようだ……それにしても、叔父に腑抜けなどと思われていたとは、少し心が痛い。これでも私なりに考えて今の状態になったつもりなのだが。

　いや、それ以上に、この猿顔の魔族が真しん摯しに叔父を口説き落としたということなのかもしれない。

　確かギースと言ったか。侮るのはよそう。

　この男こそ、ルーデウス・グレイラットが追いかけていた相手なのだから。

「フハハハ！　では参る！」

　唐突に黄金の鎧よろいが迫る。凄まじい圧力だ。

　これほどの圧力を感じたのは、かの王竜王カジャクトと相対した時だったろうか。まだ魔剣も手にしていない時のことだ。

　何にせよ、これが私の最後の戦いになるかもしれない。

　力不足かもしれないが、相手にとって不足はなし。

　腹を括くくって戦おうではないか。

「来い！　北神カールマン二世アレックス・ライバックが相手になろう！」

　私はそう言い放ち、バーディガーディと相対するのであった。





　　　　★　★　★






　ものの五分でボロ雑巾にされたことはあるだろうか。

　それも、結構歳がいって、それなりに人に教える立場になった後にだ。

　私はある。まさに今だ。

　闘神バーディガーディは強かった。

　時折、思わせぶりな態度で深いことを言う叔父が、まさかこんなに強いとは思わなかった。かつて何度か手合わせさせていただいた時は、魔王といっても母ほどではないなと思ったぐらいだった。

　それが、ほんの数度打ち合っただけで棒を叩たたき折られ、全身を打ちのめされた。

　棒術も、素手での戦いもそれなりに自信があったが、打ち砕かれた。

　ここ百年で磨いてきた技はまるで通用しなかった。

　これが闘とう神しん鎧がいか。

　一見すると、ただ力と速度が増加しているだけにも思える。

　だが、実際に打ち合ってみると、鎧によって受けの技術は圧倒的に向上していた。

　少なくとも、バーディガーディの技術が多少増加したところで、私に届くものではない。

　素手だろうがなんだろうが崩せるし、崩されることもない。

　それが、まったく崩せず、気づけばこちらが崩されていた。

　思えば当たり前か。鎧とは身を守るためのもの。受けの技術もまた身を守るためのものだ。

　能力が向上する鎧を身につけて、その技術が向上しないなどありえまい。

　その上で、根本的な力と速度に圧倒的な差があるとなれば、もはやどうにもならない。

　鼠ねずみが一匹でドラゴンを倒せないのと同じだ。

　鼠の持っている毒や病気でドラゴンが死ぬこともあるが、あいにくとあの鎧の中身は世界で誰よりもそういったものに強い。

　不死魔族は死なない。

　毒も効くし病気にもなるが、不死魔族を死に至らしめるものではない。

　つまり、私に闘神鎧に通用する手段はなかった。打つ手なし、だ。

　魔剣があれば……かの王竜剣カジャクトがあれば、なんとかなっただろう。

　かの剣には、それだけの力が秘められている。

　でも力が足りない時は知恵で補ってこそ、真の英雄だと思うのだ。

　とはいえ、私はあまり賢いほうではない。

　なにせ、かの悪名高い不死魔王アトーフェラトーフェの血を引く男なのだから。

　工夫はすれども、いざという時はいつも力押しだった。だから魔剣に頼って平和を奪うことになったのだ。

　今はそれも通用しない。どうにかしなければならないが……何も思いつかない。

　天にまします我が父よ、私に知恵を与えてください。

「アァァァァァル！」

　と、そこで聞き慣れた女の声が聞こえた。

　母だ。不死魔王アトーフェラトーフェが、ちょっと高い所に立っていた。

　それだけではない。遠目には、鬼神の巨体も見える。なんとなくだが、気配で他の面々も駆けつけようとしているのもわかった。

「馬鹿な、今は一度引くべきだと……」

　言いかけて止まる。

　少なくとも、敵襲と聞いて母が止まるわけがない。

　また、ここら一帯の守護を生業なりわいとしている鬼神も来るだろう。

　アトーフェと鬼神。

　二人が戦いを開始するのであれば、自分が加勢しないほうがまずい。

　自分で言うのもなんだが、私を含め、三人とも戦力としては大きいほうだからだ。

「とうっ！」

　と、目の前に重量のあるものが落ちてきた。

　女だ。

　いや、なんかこの人を女と呼ぶのは少しこっ恥ぱずかしいな。女性ではあるのだけれどもね。

「アーッハッハッハッハッハ！」

　母だ。不死魔王アトーフェラトーフェが参上していた。

　高い所から、わざわざ飛び降りてきた。

「オレも加勢してやる」

　母のすることにいちいち理由を求めてはならない。

　不死魔族というのはノリと勢いと、あと独自のルールで動く生き物だからだ。

「フハハハ！　姉君よ、先ほどこやつは一騎打ちと言ったぞ！　魔王と勇者の一騎打ちに横よこ槍やりを入れるつもりか!?」

　そして、その独自のルールに、「一騎打ちは静かに見守るもの」というのがあった。

「うん？　そうなのか？」

「いえ、言ってませんけど？」

　しれっと嘘をつくのも北神流の嗜たしなみである。

「こう言ってるぞ！」

「フハハハハハ！　姉君はやはり馬鹿であるな！」

「うるせぇ！　オレは馬鹿じゃねえ！」

　仮に一騎打ちじゃなかったとしても、母が誰かに加勢するというのは珍しい。

　相手は魔王、だからこちらは勇者パーティという感じでいるのだろうか。

　だとすると、本当に珍しいことだ。母は魔王という存在に誇りとこだわりを持っている。

　これまで、自分が魔王であるという立ち位置を変えることは滅多になかった。

　ルーデウスの使い魔じみた行動をしていることで、何か心境に変化があったのかもしれない。

　それともあるいは、あの闘神鎧に何か因縁でもあるのかな。

「シャンドルさん！」

　と、そこで他の面々も追いついてきた。

　ルーデウス殿に、エリス殿、ルイジェルド殿、クリフ殿にエリナリーゼ殿、親衛隊長のムーア殿もおられるとは、これは頼もしい。

　頼もしいが、しかしながら、さて、それでも勝機はあるかどうか……。

　とはいえ、やるしかないといったところか。

「ルーデウス殿……」

「下がって治癒魔術を受けてください！　ここで仕留めます！」

　いかんな、と思った。

　入れ込みすぎている。

　追い続けていた宿敵がいきなり現れ、一見すると戦力も整っているように見える、奇襲を受けたが、なんとか立て直しはできた。そう思っているのかもしれない。

　大きな間違いだ。

　とはいえ、今さら撤退を進言したところで聞いてくれないだろう。

　なぜなら、撤退したところで、何か策がなければ手詰まりだからだ。

　そしてその策について、私に心当たりはない。

　なら、やはり今、やらなければならないのだろう。

　決してルーデウス殿の考えが悪いというわけではない。

　ただ、今しがた戦った私にはわかるだけだ。

　今のこの戦力では、闘神バーディガーディには勝てない、と。





　　　　★　★　★






　腰のあたりまで海に浸つかりつつ、バーディガーディと私たちは戦いを始めた。

　接近戦を仕掛けているのは、母と鬼神と、エリス殿とルイジェルド殿の四人。

　私はクリフ殿から治癒魔術を受けた後、やや離れた位置からそれを援護していた。

　圧倒的な敵を前に、俯ふ瞰かん的な判断が必要だった。

　バーディガーディはギースを肩車したまま四人を相手取っている。

　力の差は歴然。ギースを肩に乗せたままだというのに、バーディガーディは敵を子供のようにあしらっている。

「ウガアアァァァ！」

　母が苛いら立だっているのが遠目にもわかる。

　母はあれでいて、北神流の免許皆伝だ。技術の方はこの数百年でかなり進歩している。

　その上、不死魔王だ。

　何千年もの間、人族を恐怖に陥おとしいれてきた魔王で、その強さは折り紙付き。

　かつての母を知る魔王なら、名前を出しただけで震え上がるほどだ。

　それでも、バーディガーディには通用しない。

　他の三人の攻めも同様だ。

　エリス殿の斬撃は目にも留まらぬ速度を持っているが闘神鎧を斬り裂くには至らず、ルイジェルド殿の的確な攻めも全ていなされている。鬼神のパワーも通用しない。

　圧倒的だ。

　アトーフェ親衛隊も、バーディガーディを遠巻きに囲み、魔術を放っている。

　氷の矢が、炎の矢が、岩の砲弾が、雨のようにバーディガーディへと降り注いでいる。

　だが、寸前で掻かき消えているように見える。

　親衛隊の放つ魔術は、ギースに届いていない。

　あれは闘神鎧の能力か、それとも、ギースが何らかの魔力付与品マジックアイテムを使っているのか……。

　恐らく後者だろう。

　ギースについて詳しくは知らないが、ルーデウス殿のことをよく調べているはずだ。ヒトガミが関係しているのなら、我々に対する対策も、当然のように練ってきていると見たほうがいい。

　つまり、あの肩の上にいるギースを早い段階で仕留めなければならないということ。

　とはいえ、そう易やす々やすと近づけないのは、母が苦戦している様を見れば一目瞭然だ。

「俺が先に魔術を叩き込みます！　援護を！」

　ルーデウス殿は、しばらく戦いの様子を見ていたが、やがて覚悟を決めたようにそう言った。

　どこか腰が引けている印象だったが、さすがにこの期に及んで逃げ腰はないか。

「すぅー」

　ルーデウス殿の手に魔力が集まっていくのが感じられる。

　一瞬の躊ちゅう躇ちょは、母と鬼神を巻き込まないかというものか。

　狙いは……やはりギースのようだ。

　私と同じ結論に至ったらしい。

　彼の魔術であれば、姿がはっきりと見えている相手に直撃させることは容易だろう。

　しかしながら、どんな魔術を使うつもりなのだろうか。

　ルーデウス殿の得意の魔術といえば岩砲弾ストーンキャノンに泥沼、濃霧あたりだが……。少なくとも岩砲弾ストーンキャノンに関しては、親衛隊が撃っては消されている。

「よし」

　ルーデウス殿が、左手を頭上に上げる。

　その途端、周囲に突風が吹き荒れ始めた。荒れ狂う魔力が周囲に充満しているのが、肌で感じられる。

　空を見上げれば、暗い空の中に暗雲が立ち込めているのがありありとわかった。

　雲が大きくなっていく。

　周囲に、雨が降り始める。

　遠方では、雷も鳴り始める。

　風が吹き、海が荒れ始める。

　水聖級魔術『豪雷積層雲キュムロニンバス』か。

　しかしながら、この術はあくまで対軍用。闘神に通用するのだとしても、味方への被害が大きくなろう。

　現に、水かさが増し、波が大きくなり始めたことで、母たちも若干ながら動きにくそうにしている。本当に若干だが。

　だから、ルーデウス殿はさらにその先を撃つのだろう。

　水王級魔術『雷光ライトニング』を。

　とはいえそれは、本来なら、『豪雷積層雲キュムロニンバス』が完成する前に、圧縮し、落とすものだ。

　だが、雲はさらに広がっていく。いくつもの竜巻が巻き起こり、暴風と雨が顔に叩きつけられる。

　魔術に詳しくない私にはわかりかねるが、戦いに詳しい私にはわかる。

　奥義だ。

　ルーデウス殿は、今まさに奥義を放とうとしている。

　強風でエリス殿が髪を押さえつけている。

　波がさらに高くなり、戦いを続ける三人の周囲による衝撃波で、いくつもの水柱が立つ。

　空は一面の雲に覆われていた。周囲は暗く、雨のせいで五十メートル先も見通せない。

　私ならわかるが、そこらの剣士であれば敵を見失っていてもおかしくはない。

　だが、彼には千里眼がある。
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　魔眼は、あいも変わらず、戦い続ける三人を捉えていることだろう。

　バーディガーディは魔眼殺しの魔王だ。その肩にいるギースも含め、よく見えまい。

　だがアトーフェと鬼神のことは、確実に見えているはずだ。

「……ッ！」

　ルーデウス殿が掲げた左手を握りしめた。

　背筋がぞっとするほどの膨大な魔力が、空へと上がった。

　雲が一気に収縮する。世界全てを覆っているのではないかという規模の雲が、一瞬でなくなった。

　月が見えた。

「……」

　タイミングを計っている。

　私は何も言わない。今だ、とも、私の声に合わせろ、とも。

　なぜなら、ルーデウス殿はわかっているからだ。きっと外さないと、そんな確信があった。

　と、母と鬼神が同時に仕掛け、同時に吹き飛ばされた。

　ほんの一瞬、二人と闘神の間に距離ができる。

　その瞬間。

　ルーデウス殿が右手を振り下ろした。

「『雷光ライトニング』」

　それは私が今までに見たどの『雷光ライトニング』よりも凄まじいものだった。

　雷光ライトニングは雷雲を圧縮させ、稲妻を落とす魔術だ。

　だが、今落ちたのは稲妻ではなかった。

　一本の光の柱だった。

　それが出現した瞬間、周囲から音が消えた。

　雨が一瞬にして途切れ、静寂と光が世界を覆った。

　光の柱の下に巨大な水柱ができた。

　轟ごう音おん。

　落雷音にも似た響きが、鼓膜を叩いた。

「……て、……を……土の……」

　その轟音の中、クリフ殿の呪文がとぎれとぎれに聞こえてくる。

　ルーデウス殿はそれに反応し、次なる魔術の用意を始める。

　視界には、押し寄せる水の塊が迫ってきていた。彼の雷光ライトニングの衝撃は、天災とも言えるレベルの津波を作り出したのだ。

　全てを押し流さんと迫る水の塊は、みるみるうちにこちらへと迫ってきて──。

「『砂嵐サンドスウォーム』」

　砂の塊とかちあい、相殺した。

　ルーデウス殿とクリフ殿の魔術によって、水の塊は茶色の雨となって海と浜辺を汚した。

　私はそれを見届け、闘神の方をみやる。

　目を凝らし、黄金を探す。

「…………」

　目には、何も映らない。

　姿形も見当たらない。

「やったか？」

　ルーデウス殿が、思わずだろう、そう呟つぶやいた。

　呟いてしまった。

　呟いたところで何が変わるわけでもないが、縁起の悪い一言だ。

　私も経験があるが、「やったか？」と呟いた時は、大体やってない時だ。

「！」

　気配を感じ、上を見た。

　エリス殿もルイジェルド殿も気づいているだろう。

　次の瞬間、目の前で、砂柱が立った。

　何かが、空中から落ちてきていた。それは、泥の雨を浴びてなお、キラキラと輝いていた。

　金色に。

「うっ」

　ルーデウス殿のうめき声が聞こえる。

　そいつは、ルーデウス殿の目の前に着地していた。

　魔導鎧マジックアーマーを身につけたルーデウス殿よりも、さらに一回り大きいか。

　黄金の鎧。兜かぶとの下には、本当に見知った顔があるのか、ないのか。

「死ぬかと思ったぜ」

　その声は鎧の肩。

　泥にまみれた猿顔の魔族が発したものだ。ギース・ヌーカディア。

　そして鎧が宣言する。

「我が名は闘神バーディガーディ！　ヒトガミの盟友にして闘神の名を受け継ぎし者！　ルーデウス・グレイラットに一騎打ちの決闘を申し込む！」

「こ、断る！」

「フハハハハ！　問答無用！」

　今度は止める間もなかった。

　ルーデウス殿は金色の鎧に殴られていた。

　一撃。

　たった一撃で魔導鎧マジックアーマーがバラバラになり、ルーデウス殿は空を飛んだ。

　どしゃりと地面に落ちる。

「ルーデウス！」

　エリス殿の叫びがこだまする。




　ボロ雑巾になった人を見たことがあるだろうか。

　私はある。今まで何度も見てきたし、私自身の手で相手をボロ雑巾に変えてやったこともある。

　今回は、私の手によるものではなかった。

　たった今、ルーデウス殿が、あのかっこいい魔導鎧マジックアーマーを木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕され、ボロ雑巾へと変わってみせた。

　地面にうつ伏せで倒れているため、その顔は窺うかがいしれないが、酒場に行けば「いい男になったじゃねえか」と笑われるほどのボロ雑巾なのは間違いない。

　その次の十数秒で、他の面々も散々だ。

　母は足首を残して爆散し、今は再生中。まぁすぐにアーッハッハッハと笑い出すだろう。

　鬼神殿は体中が痣あざだらけで、腕も折れている。口から流れ出ている血の量を鑑みるに、いかに生命力の強い鬼族といえど、治癒魔術を使わなければ死ぬだろう。

　そして、司令塔であるルーデウス殿が倒れ、全体の士気も著しく下がった。

　エリス殿はルーデウス殿に駆け寄り、その傍かたわらで剣を構えつつ、声をかけ続けている。

　ルイジェルド殿は司令官が倒れた程度で戦いをやめるほどヤワではないが、動揺が見て取れる。

　クリフ殿は完全に腰が引け、エリナリーゼ殿は盾を砕かれて前に出られなくなっている。

　ムーア殿は母の手前死ぬまで闘うだろうが、逃げるべきだと判断しているように見える。

　潮時だ。

　私は、落ちていた剣を拾い上げる。

　母の剣。

　魔王アトーフェラトーフェが愛剣、魔界の名工ユリアン・ハリスコが四八魔剣の一本。

　魔剣『顎ガク砕サイ』。

　あの頑固で偏屈な鍛か冶じ師しのおっさんが、父の名誉にと母に献上した逸品だ。

　それを受け取った時、母は珍しく神妙にしていたという。その後も肌身離さずこの剣を持ち続け、絶対に誰にも使わせなかった。

　少なくとも、これなら放てよう。

「ルイジェルド殿！　ムーア殿！」

　二人は一瞬だけこちらを見た。余裕はないが、聞きはする、といった感じだろう。

「私が闘神に隙すきを作ります！　撤退を！」

　英雄譚には終わりがある。

　大抵は悪の魔王を倒して大団円だが、真実はもっと厳しく、つまらない場合がほとんどだ。

　己より強大な敵に挑み、あるいは何者かの策にはまり、もしくは新たなる英雄に挑まれ、敗北し、死ぬ。

　私の父、北神カールマンがそうであったように、どれだけ素晴らしい英雄であっても、どれほど強い英雄であっても、戦いの隣にいる以上、敗北と死の可能性からは逃れられないのだ。

　それでも、英雄は英雄だ。最後に死ぬと知っていても、人々はその華々しい活躍に心を躍らせ、生き様を心に焼き付けるのだ。

　ここで死んでも、どこの記録にも残らないだろうが……。

　父、北神カールマンもそうだった。最後はどこの記録にも残らない死を迎えた。

　なら父に憧れる私も、同じことをしようじゃないか。

　勝てない相手に挑みかかり、見事に玉砕しようではないか。

　自分が思い描いていた自分の死に様とは違うが……なに、いつだってそんなもんだった。

　なにより、玉砕が無駄でないことは、言うまでもないのだから。

「右手に剣を」

　久しぶりの口上だ、詰まったり、噛かんだりしたら嫌だな……。

「左手に剣を」

　両手を握り込む。腹の底から全身へと力をみなぎらせ、暴れまわる黄金の鎧を見据える。

「両の腕かいなで齎もたらさん、有りと有らゆる命を失わせ、一意の死を齎さん」

　自分の人生で幾度となく、ここぞという時にだけ発していた言葉。

　この口上を発する以上、敗北は許されないと己に言い聞かせ、英雄をやめた後は一度も使わなかった。

　久しぶりの口上は、敗北に向かう時であっても、驚くほどにスラスラと出てきた。

「北神流アレックス・ライバック……参る！」

　これが私にとって最後の戦いだ。本気を出そうじゃないか。







★ ルーデウス視点 ★




　気づいた時には、いい匂いがした。

　ちょっと汗臭いけど、しかしいい匂い。嗅ぎ慣れた匂いだ。

　そして、視界の端で赤い髪の毛が揺れていた。

　同時に、頬ほおに温かさを感じる。俺の頬が、何かに触れているのだ。

「……気がついた!?」

　頬に触れている何かから声がした。

　エリスの声だ。

「！」

　そこで、急速に意識が戻った。

　俺は今、エリスに背負われている。

「……どうなってる？」

　俺はとっさに体を起こして、周囲を見た。

　周囲には、何人かが難民のように歩いている。

　クリフ、エリナリーゼ、そして、ルイジェルド。

「負けたわ」

　エリスはぽつりとそう言った。悔しそうだった。

　あの後、エリスたちは闘神に戦いを挑み、完膚なきまでに叩きのめされたらしい。

　エリスは一撃で気絶し、エリナリーゼの盾は砕かれた。

　アトーフェと鬼神は善戦したが、何度も何度も弾はじき飛ばされたそうだ。

　気絶した俺に代わって、ムーアが撤退を指示。

　ルイジェルドが俺やエリスを回収し、アトーフェと親衛隊、鬼神、そしてシャンドルが殿しんがりとなることで、撤退は成功した。

「そっか」

　ショックだった。

　あんなにあっさりと敗北したのが、ショックだった。

　別に、自分が最強だと思っていたわけではない。

　一式なんて、一番最初に戦った時ですら、オルステッドに敗北している。

　無敵じゃないのはわかっていた。

　でも最近、ちょっと勝利が続いていたのは確かだ。

　アトーフェにも、アレクにも勝った。アレクに関しては、一人ではなかったが、それでも勝ちは勝ちだ。

　でも、負けることは常に想定においていたはずだ。

　でも、ワンパンは初めてだ。

　一撃でバラバラにされて、意識まで刈り取られたのは、初めてだ。

　……俺は、バーディガーディをナメていたのだろうか。

　闘神といっても、あの魔王様はどこかで手を抜いてくれるとでも、思っていたのだろうか。

「次は、どうするの？」

　エリスに聞かれ、考える。

　次……次か、次は、どうしようか。

　万策尽きたとは言わないが、しかしあの闘神に、俺が考えたちょこざいな策で勝てるものだろうか。

　戦力は心もとない。

　見ればシャンドルも、鬼神も、アトーフェも親衛隊もいない。死んだ可能性もある。

　俺、エリス、ルイジェルド、クリフ、エリナリーゼ……あと、スペルド族の戦士の人か。

　といっても、俺は戦力に数えられまい、一式を失った俺は虫けらだ。

　俺ができることなんて、せいぜい川を作ったり、山を作ったり、山を火事にしたりという程度。

　『三枚のお札』の話と同じだ。

　闘神は川を飲み干し、山を飛び越え、飲み干した川の水で山火事を消火して、追ってくるはずだ。

　今の戦力で、勝ち目はない。

「逃げるほかないだろう」

「……ルイジェルドさん」

　ルイジェルドは、俺の目を見て、言った。

「あれは、本物の七大列強だ。俺たちが束になっても、勝てる相手ではない」

　逃げる、か。

　このまま、スペルド族の村まで逃げて、それで……どうするんだ。

　『三枚のお札』では、逃げ込んだ寺の和尚様が、とんちを使って山やま姥うばを退治した。

　スペルド族の村には、和尚様オルステッドがいる。

　でも……闘神バーディガーディと、ギース。

　奴らの目的は、俺の命とオルステッドの力を削そぐことだ。

　オルステッドも、闘神と戦えば、北神や剣神なんかと戦うのとは比べ物にならないレベルの魔力を消費するだろう。

　きっとそれは、実質的な敗北だ。

　そして、奴らは目的を達成するまで、どこまでも追ってくるだろう。

　世界中、どこにいったって、安全な場所などあるまい。

「……逃げても、勝てない」

「なら、玉砕覚悟で戦うしかあるまい」

　玉砕覚悟で戦っても、負けてしまえば負けだ。勝ちにはならない。

　死ねば、そこで終わりなんだ。

「……ルーデウス、しっかりなさい」

　ふと、エリスが俺の手を握っていた。

　温かく、力強い手だ。何度も、俺を助けてくれた手でもある。俺の子供を抱いた手でもある。

「ああ」

　少し、落ち着こう。

　考えるんだ。勝つ方法を。

　まずはそう、情報が必要だ。

　例えば闘神鎧の弱点とか。

　だが、闘神鎧は、ラプラスが作った最強の鎧だという話だ。作った本人ですら、相打ちになったのだ。弱点なんてないのではなかろうか。

　たとえ、弱点はなかったとしても、攻略法、戦いの方法はある。

　そうしたところから、何かしらのヒントは得られるかもしれない。

　それを知っているのは誰か。

　アトーフェ……は、いない。

　オルステッドか。そうだな、彼に聞かなければならない。

　もし、それで何もわからなかったら……。

「……」

　いや。たとえわからなくても、いつかは、戦わなければならない相手だ。

　今、戦おう。アトーフェも、鬼神も、シャンドルもいない。

　だが、勝てる術すべはあるはずだ。

　しかし、戦うにしても、被害は最小限に食い止めたい。

　スペルド族の村を戦火に巻き込みたくはない。

　あそこには、ノルンもいる。戦わせるわけにはいかない。

　勝ち目は、あるはずだ。一％未満かもしれないが、それでも。

　そうだ。

　考えてみれば、俺にはまだ、奥の手が残っているじゃないか。

　本来なら、もっと早い段階で使おうと思っていた、奥の手が。

「…………森まで撤退し、そこで時間稼ぎをします」

　それに、賭けることにした。

「わかった」

　全員が頷うなずいた。





　　　　★　★　★






　そして、俺はスペルド族の村に戻ってきた。

　俺の奥の手は、まだ来ていないようだ。

　予定ではもう来ていてもおかしくないはずなのだが……何か起きたのかもしれない。

　待ってていいものか……どうする……。

　そんな迷う心を抑えつけ、俺はオルステッドの前に正座をし、昨日までの出来事の報告を行った。

「以上です。鬼神とアトーフェ、シャンドルの行方は知れません」

「……」

　オルステッドは、厳しい表情をしていた。

「闘神バーディガーディか」

「攻略法は、ありますか？」

「……無い。俺は、闘神鎧のことは知っているが、闘神鎧を身につけたバーディガーディと戦ったことはない」

「そう、ですか」

　予想はしていたことだが、落胆は隠せない。

　しかし、表に出すことはない。

「では、闘神鎧の情報を教えてください」

「闘神鎧は、ラプラスが作った最強の鎧だ。リングス海の中央、魔神窟くつの最奥に沈んでいる。その表面は発する魔力で黄金に輝き、装着した者に最強の力を与える。しかし、そのあまりの魔力ゆえに自我を持ち、装着した者の意識を乗っ取る」

「バーディガーディは、意識を乗っ取られてはいないようでしたが？」

　少なくとも、バーディガーディは操られているようには見えなかった。

　俺の記憶の中にあるバーディそのものだった。

　もっとも、見えないだけで、実際は操られているのかもしれない。

　アトーフェに対しても、シャンドルに対しても、問答無用だったし。

「……完全に乗っ取られるまでは時間がかかる。装着してから時間が経たてば経つほど、意識を闘神鎧に支配され、善悪の判断がつかなくなり、戦いのみを求めるようになっていく。もっともバーディガーディは魔眼の通じない特殊な肉体の持ち主だ。あるいは闘神鎧に乗っ取られずに済むのかもしれん」

　バーディガーディはそれほど長い時間は着込んでいないということか。

　それにしても、どっかで聞いたような乗っ取られ方だな……。

「闘神鎧はお前の魔導鎧マジックアーマー同様、身につけた者の魔力を糧に動くが、お前のものと違い、装着者の生命力が完全に尽きるまで、脱ぐことはできない。バーディガーディが身につけているのなら、半永久的に動作するだろう。鎧は身につけた瞬間、着用者にとって最適な形に変形する。その際、最適な武器もつくられる。射程距離は武器次第だが、バーディガーディが装備したのであれば、遠距離で戦う武器ではあるまい。魔術は表面から発する黄金の光で、ほぼ無効化される……が、閾いき値ちはある。お前の全力で撃った岩砲弾ストーンキャノンなら、あるいは通用するかもしれん」

　詳しい。珍しくペラペラと喋ってくれる。

　だが、そうか、雷撃より岩砲弾ストーンキャノンの方が有効だったか。知らなかったとはいえ、失敗したな。

「以前、オルステッド様が戦った時は、誰が身につけていたんですか？」

「とある海人族だ。もっとも、すぐに魔力切れで死んだがな」

「他のケースは？」

「自分で身につけたことが数回、人族が身につけたことが一回、魔族が身につけたことが一回」

　何回も装備経験があるのか。

　まぁでも、何回も自分で使わないと、詳しいことはわからないか。

「で、具体的には、どうすれば倒せるでしょうか」

「……わからん」

「わかりませんか？」

「闘神鎧を身につけると、疲れも痛みも感じず、常に最高の力で戦うことが可能だ。だが、あくまで無理やり動かしているだけで、装着者の怪我を回復する機能はない。ゆえに、攻撃が通るのであれば、持久戦を仕掛けるのが効果的だが……」

　バーディガーディが相手では、それも無理か。

　闘神鎧は装着者が死ぬまで動き続ける。バーディガーディは不死身。

　永久機関だ。

「ラプラスは、どうやって倒したんですか？」

「闘神鎧の防御の閾値を超える大出力の魔力を当て、中身を一時的に消滅させ、分離した。その結果、大陸に大穴が開いて、リングス海となった」

「……なるほど」

　攻撃力次第では、ダメージを与えることは可能ということか。

　ただ、その後に回復されるだけで。

　でも、それなら一つ、策はある……。

「しかし、当時の装着者は死んだと聞いていたが、バーディガーディだったか」

「知らなかったのですか？」

「ラプラスも、当時の戦いで、誰が着込んでいたのかなど、知らなかったらしい。死んだと聞いて、俺もそれ以上興味は持たなかった。闘神が、こうして俺の前に敵として立ち塞ふさがったことなど今までになかったからな」

「それは……過去のループでラプラス本人に聞いたんですか？」

「そうだ。俺が初代龍神の息子であり、初代龍神が俺にこのような呪いを施したことも含めてな」

「でも、ラプラスは殺さなければならない、と」

「そうだ。ヒトガミの場所に至るために、五龍将は全て殺し、秘宝を取り出さなければならない」

「……」

　初めて、はっきりと、殺さなければならない、と聞いた気がする。

　やはり、そうか。

　じゃあ、やはりペルギウスの援軍は期待できないな。後で裏切るつもりの相手に助力を願うのは、俺だって嫌だ。

　ここで、そのへんの問答をしても仕方がない。

「お前には、不愉快な話だろうがな」

「……いえ」

　今は、目の前のことを考えよう。

　ひとまず、バーディガーディ。

　ヒトガミも、自分の未来を予知しながら行動しているなら、バーディガーディのような、自分勝手に動いてしまう駒は簡単には使わないだろう。

　あるいはもしかすると、これがヒトガミの持つ、本当の切り札かもしれない。

　先日ひさしぶりに見た時は、かなり切羽詰まっているようだったし。

　闘神バーディガーディ。

　バーディガーディは元々、ヒトガミの使徒だった。

　今までのループでヒトガミがバーディを使わなかった理由はわからないが、今回は引きずりだせた、と見よう。

　まぁ、今までのループでないなら、どうせ俺が原因なのだろうけど。

「それで、どうするつもりだ？」

「戦います。逃げ場はありません」

「わかった。俺が出よう。やったことはないが、勝てんことはないはずだ」

　オルステッドはそう言って、腰を上げた。

　だが、俺はそれを制した。

「いえ、待ってください」

　オルステッドは座り直した。

　仮面のせいで顔は見えないが、しかし憮ぶ然ぜんとした表情をしているのはわかる。

「ここでオルステッド様が魔力を消耗してしまうのは、結果的に負けです。なんの意味もありません」

「ここでお前が死んでも、負けだろう。なんの意味もない」

「……まあ、それもそうですが」

　今を取るか、後を取るか。

　けど、ここまで頑張ってきたのだ。せめて、本当にダメだと思えるところまで粘りたい。

「でも、オルステッド様が戦わなければいけないのだとしても、その前に、闘神の力を弱めることぐらいはできるはずです」

「……死ぬぞ」

「その時は、残った家族を頼みます」

　死にたくない、生きて帰りたい。

　けど、きっと、ここが正念場だろう。

　闘神はギースとヒトガミの最後の手だ。

　まだ手は残しているのかもしれないが、冥王、剣神、北神、鬼神、全部倒してこの状態。

　使徒も最後の一枚。伏せカードは全てオープンだ。

　ここで闘神を倒せば、向こうも相当に辛つらいはずだ。

　粘って、戦って、勝たなきゃいけないところだ。

「わかった。だが、勝てないとわかったら、すぐに撤退しろ。いいな」

「ありがとうございます」

　俺は頭を下げて、立ち上がった。

「それで……ロキシーからの連絡は？」

「まだだ」

「そうですか。もし来たら、すぐに、お願いします」

　オルステッドが頷くのを見て、俺は家屋の外に出た。

　そこでは戦士たちが待っていた。

　鋭い眼光で殺気をまき散らすエリス。

　玲れい瓏ろうとした佇たたずまいのルイジェルド。

　やや興奮し、緊張し、そして恐怖した面持ちのクリフ。

　そんなクリフを守ろうという表情のエリナリーゼ。

　シャンドルが倒されたと聞いて、泣きそうなドーガ。

　前回の戦いで身ぐるみが剥はがされたため、スペルド族の民族衣装に身を包んだザノバ。

　そして、スペルド族の村を守ろうという戦士たち。

　このメンツ。

　正直、心もとない。

　シャンドルとアトーフェ、鬼神が抜けてしまった穴は大きい。彼らはいわゆる準七大列強。ここにいるメンツよりも頭一つか二つ分、強い人たちだ。

　だが、鬼神と相性のよかったドーガとザノバが残っている。

　バーディガーディは接近戦タイプだ。相性は悪くない。鬼神相手に劣勢だった二人だ。相性が悪くないといっても、どれほどの意味があるのかわからないが。悪い材料ばかりではないということだ。

　このメンツでも、一日か二日ぐらいは、足止めをすることはできるかもしれない。

　でもそんな短期間で俺の切り札が戻ってくる可能性は少ない。

　そして、切り札を使って勝てる保証もない。いたずらに仲間を殺してしまうだけかもしれない。

「いこう」

　けれども俺は歩きだす。

　策はあるが、勝算はない。

　俺の判断が正しい保証もない。罠わなを仕掛ける暇だけはあるだろうが、それで勝てる相手でもない。

「……」

　誰も、何も意見を言わず、俺の後に続いた。

　俺は、闘神と戦う。







第二話「切り札」




　闘神が現れるまで、丸二日の時間があった。

　アトーフェたちが抑えてくれたお陰だろう。

　ただ、彼女らが戻ってこない。不死魔族がそう簡単に死ぬとは思えないが……しかし闘神を追えないほどのダメージを受けたのは間違いないだろう。

　ともあれ、お陰で、準備は万端だ。

　闘神はまっすぐ来た。姿を隠すわけでもなく、急ぐわけでもなく。

　悠然と、その姿を現した。

　ギースをその肩に乗せて。

　俺たちが何をしても止められないと言わんばかりに。
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　緒戦は森の入り口付近で行われた。

　俺の立つ位置は、森の入り口に作った巨大な壁の上だ。

　高さは十メートル程度、長さは二キロ程度。

　森を守るように作った壁の上から、魔術を浴びせかける。

　岩砲弾ストーンキャノンだ。

　せめて、ギースだけでも叩たたき落とせれば、と思って数を撃った。

　バーディガーディ相手に千里眼は使えない。

　理由はオルステッドも知らないそうだから、恐らく、バーディガーディはそういう神み子こか、あるいは過去に何かした結果、魔眼に対する耐性を手に入れたと見るべきだろう。

　距離は遠かったが、金色は目立つ。

　その上、俺だって、この世界に生まれ落ちてからこの方、岩砲弾ストーンキャノンばかりを使い続けてきた。

　命中弾は得られた。

　十発に一発は命中した。

　だが、大したダメージにもなっていないというのは、遠目に見てもわかった。

　直撃を得られれば黄金の鎧よろいに穴は開くものの、すぐに修復した。貫通すらしない。

　足止めにもなっていないようで、闘神は防御すらすることなく、歩いてきた。

　距離による威力減衰もあるだろう。

　やはり至近距離から撃ち込まなければいけないようだ。

　ちなみに、ギースにも一発当たった。

　遠目にはわかりにくかったが、当たった瞬間、肩から落ちたので、確かに当たったのだと思う。

　もっとも、何事もなかったかのように起き上がったので、ダメージはほとんどなかったようだ。

　ただ、ギースも警戒したのか、闘神の肩へは上がらず、その背後へと回っていた。

　もっと至近距離で撃ち込めばギースを即死させるダメージを与えられるかもしれないが、落雷で倒せなかったことを考えると、ギース自身も魔術に対する耐性をつけてきている、と見るべきだろう。

　結局、足止めらしいことはできなかった。

　俺は闘神が十分に接近してきたところで、火魔術で城壁の外側を焼き払い、森へと後退した。

　必要以上の接近をするつもりはなかった。

「が、ここまでは想定通り」

　城壁が破壊されるのを確認した時、俺の口から呟つぶやきが漏れる。

　うん。こうなることはわかっていた。あれで奴らを仕留められるわけがない。




　闘神が森に入ったあたりで、森全体を覆うような広範囲の濃霧を発生させた。

　さらに同じサイズの泥沼も併用する。

　偵察と撹かく乱らんはルイジェルド率いるスペルド族の戦士たちに任せた。

　魔眼は効果がないようだが、ルイジェルドたちの眼は、感覚は、確かに闘神を捉えていた。

　効果はあった。

　報告によると、スペルド族のゲリラ戦と濃霧のお陰で闘神は道に迷ったようで、数時間は濃霧の中をウロウロしていた。

　このまま迷い続けて、森の出口の方にでも行ってほしい。

　そう願いつつ、俺は濃霧と泥沼を広範囲にわたってかけ続けた。

「闘神が進行方向を定めた」

　が、あるタイミングで、ルイジェルドから報告が入った。

　闘神の足取りが、まっすぐに地竜谷を目指すようになった、と。

　恐らく、ギースの手際だろう。

　バーディガーディ一人ならまだしも、ギースは濃霧の森の中の歩き方を知っていそうだ。

　知っていても実際に歩けるのか、という疑問はあるが、何かしらの魔道具か魔力付与品マジックアイテムを使った、と考えればおかしくはない。

　いや、魔道具なら、数時間もウロウロと迷うわけがない。

　濃い霧と泥の中、アナクロな手段で時間をかけて位置と方向を定めたのだろう。ギースには、多分それができる。

　濃霧と泥沼、スペルド族のゲリラ戦。

　それによって足止めできた時間は、ほんの三時間といったところか。

　死者は三名。

　接近しすぎたスペルド族の戦士が、闘神にやられた。

　しかしながら、その死には意味はあった。

　彼らが止めてくれたお陰で、日が落ちたのだ。

　それと同時に、闘神は動きを止めた。太陽光発電というわけではないだろうが、夜の間に動くのはやめたらしい。

　でも、俺はやめない。

　俺は濃霧と泥沼を緩めることなく、またゲリラ戦を止めることもなく。

　爆裂岩砲弾ブラストキャノンにて遠距離攻撃を行った。

　ダメージを期待してのものではない。

　ただ、眠らせない、休ませないためのものだった。

　バーディガーディに効果は薄いだろうが、ギースには意味があるだろう。

　そう思いつつ、一日目は終わった。
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　二日目は、一日目の後半と同じことをしつつ、一日を目一杯使って、闘神を地竜谷へとおびき寄せた。

　三日目の明け方。

　俺は谷を越えた位置、崖際に作った城壁の上で薄暗い森を睨にらんでいた。

　すぐ隣では、ルイジェルドが俺と同じように、目を凝らしている。

　地竜谷という地形は、非常に防御に向いている。

　深さにして一キロ以上はあるであろう谷底。

　最初に渡った時は気づかなかったが、スペルド族の村側の崖がやや高くなっている。

　基本的に戦いというものは高い所を取ったほうが有利だ。高所からの方がよく見えるし、重力がある以上、下るより上がるほうが運動エネルギーを食う。

　そう考え、スペルド族の村側の崖の縁に、土魔術で城壁を作っておいたのだ。

　高さは二十メートル弱、森の入り口のものよりも長さは短いが、谷が狭いのはここだけだから、何ら問題はない。

　橋の架かっているところには入り口として穴を開けておいたが、橋を落とした時点で埋め立て済みだ。

　これなら、鬼神の時のようにダッシュで飛び越えていきなり接近戦が始まる、ということはない……はずだ。

　闘神の能力を侮るわけではないが、この城壁は短時間で用意できるだけの最高の高さと強度だ。

　これで飛び越えられるなら、諦めるほかない。

　仮に飛び越えられないとして、壁面にとりついても、真上から岩砲弾ストーンキャノンを喰くらわせることが可能だ。

　魔術は無効化されるというが、地形変化まで無効化できるわけではない、というのは今の戦いでわかった。

　また、緒戦で確かめたお陰で、岩砲弾ストーンキャノンに十分な効果があるのもわかった。

　壁面に取り付いた状態でギースに岩砲弾ストーンキャノンを当てれば、何の力も持たないギースは、谷底に落ちる。

　そうでなくとも、真上から大量の水を発生させるだけでも、滑らせて下に落とすことは可能かもしれない。

　ギースは役に立つ男だが、真正面からのぶつかり合いでは無力だ。

　しかし、策略の通用しそうなバーディと、知略に長たけるギース。

　相性としては最高だ。

　谷幅の短いここに誘導することはリスクもある。

　だが、俺の知らないところで勝手に谷を越えられて、真横から攻撃を受けるよりいいだろう。

　谷の上には、俺とクリフとルイジェルドに、スペルド族の戦士。

　残りのスペルド族は、城壁のない位置に等間隔で配置している。

　万が一、城壁以外のところを越えられた場合、すぐに察知できるように。

　城壁のすぐ背後には、エリスたちが待機している。

　ここを抜かれたら、総力戦だ。

　時間稼ぎはできた。

　本来なら直線で一日の行程を、三日。

　二日分は稼いだ。

　でもまだロキシーからの連絡はない。時間稼ぎは無駄なことだったのだろうか。

　それでも時間稼ぎを続けるというスタンスを変えるつもりはない。

　港町での戦いで、真正面からぶつかって勝てないことは、わかっているのだから。

　切り札に賭けたい。

「……」

　夜明けがきた。

　どのタイミングで仕掛けてくるのかわからない。

　俺と共に森を見ているスペルド族がいるものの、敵が野営しているのは、スペルド族の探知範囲の外だ。

　気は抜けない。

　そう思ったところ、ルイジェルドが声を上げた。

「……来たぞ！」

　俺は薄暗い森の中を、精一杯目を凝らして睨みつける。

　見えた。

　豆粒のようなサイズだが、森に誰かが立っている。

　しかし、金色ではない。白っぽいローブを羽織った誰か。あのローブの感じ、見覚えがある。

　ギースだ。別人という可能性もあるが、ギースに見える。

「あれは？」

「ギースだ」

　目を凝らしていたルイジェルドが、そう断言した。

　ここからあそこは、第三の眼の範囲内。

　なら高確率でギースだろう。

　谷の縁ギリギリではなく、森の奥、茂みの中からこちらを窺うかがっているようだ。

　まだ暗いためわかりにくいが、確かにギースに見える。

　そして、近くに、金色は見えない。

　ギース、一人だ。

「え？」

　一人。

　一人で偵察ということか？

　ギースだって、俺がどんな魔術を使うかって知ってるだろうに、千里眼を持っていることを知っているだろうに、スペルド族がいるとわかっているだろうに、一人で？

　自信があるのか？　それとも、すぐ近くでバーディガーディが待機している？

　いや、谷はせいぜい百メートル、そんなすぐに援護できる距離にいるなら、ルイジェルドには見えるはず。

　この状況なら、俺からの攻撃で倒せてしまうんじゃないか？

「！」

　思いつきに、心臓が早鐘を打った。

　岩砲弾ストーンキャノンは、届く。

　ギースはこっちを窺っているようだが、俺の姿は見えていない気がする。

　当たる。

　百メートル。

　高さと位置を加味しても、百二十メートルもないはず。

　よく狙えば、確実に当たる距離だ。

「……」

　やるのか？

　いや、でも別人だったらどうする？　白いローブを着た、ただ森に迷い込んだだけの冒険者とか。

　……いや。

　昨日は濃霧と泥沼で森の中はぐちゃぐちゃだった。ここまで来られるはずがない。

　昨日の段階ですでに谷の近くにいたのだとしても、それならスペルド族のレーダーに引っかかるはず。

　今、ギースを倒せる。

　どうする？

　確実に罠わなだ。だが、どういう罠だ？

　今、俺は攻撃できる。向こうにはどんな手がある？　俺に攻撃させることで、有利になるような何かが、あるのか？

　例えば、あそこに見えているのが、ギースのように見えて別人。

　俺の仲間や家族、という可能性はどうだ？

　いや、無い。無理だ。昨日までの時点で二人だった。

　いきなり連れてこられるはずがない。

　なら、チャンスじゃないのか？

　俺は今まで、時間稼ぎを主に、積極的に攻撃を仕掛けてはいかなかった。

　港町からこっち、向こうは快進撃だ。お気楽なバーディガーディと一緒の旅、楽勝ムードが漂っている可能性もある。油断して、つい顔を出してしまった可能性はありえないか？

　攻撃するのはとても簡単で、リスクが少ない。

　攻撃しない理由は、ないんじゃないのか？

　俺にとって死んでほしくないような相手を、何らかの方法であそこに立たせている可能性もある。

　けど、戦略的にそれをやる意味は？

　俺がここで、攻撃をしない意味は？

　……混乱する。

　罠のような気もするが、少なくとも、俺が攻撃するデメリットが思い浮かばない。

「……」

　よし。

　撃とう。罠かもしれないが、撃つだけなら、デメリットはない。

　対処されたら、対処されたでいい。

「……攻撃します」

「わかった」

　右手に魔力を集中させた。

　威力や速度より、精度を重視する。相変わらず千里眼には映らないが、千里眼で風景を映しつつ、予見眼の魔力をオンオフにしつつ、着弾点を予測。

　外した時のため、爆裂岩砲弾ブラストキャノンにする。

　撃つ寸前、一瞬迷った。

　だが、一瞬の迷いの直後には岩砲弾ストーンキャノンは俺の指から解き放たれ、ほぼ一直線とも言える軌道で谷の向こうへと吸い込まれた。

　音はない。

　谷の向こうの人影は着弾と同時に、糸が切れた人形のようにパタリと倒れた。

　それっきり、動かない。

　当たった。

　手応えがあった。

「……」

　何事もなかったかのように、時間だけが流れる。

　倒れた人影は動かない。

　朝焼けの中、静かな森がざわめく音しか聞こえない。

　十分。二十分。正確な時間なんてわからないが、淡々と時間だけが過ぎていく。

　そんな中、俺の中に、ある感覚が芽生えた。

（確認したい）

　俺が撃ち、あそこで倒れたのが何かを、確認したい。

　ギースなのか、それとも別の何かなのか。

　死んだのか、死んでいないのか。ちょっと跳んで、確認してすぐに戻る。それだけなら大丈夫なのでは。そんな思いが生まれる。

　だが、同時に悟った。

　これが罠だ。

　攻撃させることではなく、今のこの感覚に陥らすことがギースの作戦なのだと。

　もし、あそこに倒れているのがギース本人で、瀕死で、トドメをさせば勝てるという状況でも。

　もし、あそこに倒れているのがいつの間にか捕まっていたシルフィで、何らかの方法でルイジェルドの目をごまかしていて、今すぐ助けなければ死んでしまうという状況でも。

　見に行けば、闘神が出てきて、俺が死ぬ形になる。

　見に行っては、いけない。

「……」

　一時間が経過した。

　そわそわする。何か取り返しのつかないミスをしてしまったのではなかろうか。やはりあれは、撃ってはいけなかったのではなかろうか。あれを撃たせることで、俺をここに留とどめるのが目的だったのではなかろうか。

　今頃、谷を別の場所から渡っているのではなかろうか。

　いや、一応、他のスペルド族の戦士が谷の各所で見張りについてくれている。

　彼らを信じよう。




　そうして二時間が経過した。

　実は確認したほうがいいのではないだろうか。確認することで、次のギースの行動の予測ができるのではなかろうか。俺は何かを理由にして、確認することから逃げているだけではなかろうか。




　三時間が経過した。

　何も動きはない。いろんなパターンが思い浮かび、消えていく。そろそろ、考え疲れてきた。

　こうやって疲労させるのがギースの作戦なら、作戦成功だ。




　四時間が経過した頃、俺は確信していた。

　あれは、死体だ。

　四時間も動かないのだから、死体に違いない。

　だが、誰の死体だろうか。ギースが死んで、しかしバーディガーディが動かないというのはありえるのだろうか。

　こんな時にロキシーがいてくれたら、何か建設的な意見をくれるかもしれない。

　クリフに聞いても、難しい顔をして首を振るだけだ。




　六時間が経過した。

　軽く昼飯を入れて、さらに死体を見続ける。

　動かない。




　八時間が経過した。

　そろそろ昼下がりだ。日が段々と落ちてきている。気を張り続けたせいか、疲れが増している。

　もし、もし日が完全に落ちるまで何もなかったら、見に行こうと思う。




　十時間が経過した頃、ルイジェルドがぽつりと言った。

「ルーデウス、来たぞ」

　ハッと森の方を見た。

　金色に輝く鎧が、森から出てくるところだった。

　金色の鎧が近づくと、死体がむくりと起き上がった。

　そして、何か話しているのか、顔を突き合わせてしばらくした後、こちらを向いた。

　肩をすくめているのがわかった。

　あの仕草、間違いない、ギースだ。

　彼らはすぐに、森の奥へと戻っていった。

　しばらく、また沈黙が訪れた。

「…………ふぅー」

　やはり、罠だった。

　あれは、ギースだった。ギースは自らを囮おとりにして、俺をおびき寄せようとしたのだ。

　危ないところだった。

　ともあれ、もう少ししたらまた夜になる。

　スペルド族の方々に見張りを任せ、俺は少し眠ろう。精神的に疲れた。

　日没と同時に奴らが来るかもしれないが、仮眠でもいいから取っておこう。

「少し、休みます」

　そう思いつつ、俺は毛布にくるまった。

　こうして三日目が終わった。





　　　　★　★　★






　三日目夜。

　どうやら、向こうもこちらの城壁を見て、攻めあぐねているようだ。

　単純にこの城壁を飛び越せないと見た。

　そして、城壁を飛び越せなければ、ギースを守る術すべがない、という俺の考えも当たっているようだ。

　というのも、谷の向こうから砲弾が跳んできたからだ。

　最初は巨大な岩だった。

　それらは身の毛もよだつような速度で壁に着弾し、一部を破壊した。

　その後、丸太や岩などが、凄すさまじい速度で次々と飛んできたが、轟ごう音おんで飛び起きた俺により全て迎撃され、大きな被害には結びつかなかった。

　壁をなんとかしなければ突破できない。

　そう考えたからこその行動だろう。

　もっとも、闘神の今までの戦いっぷりを見ていれば、単体なら無理にでも突破はできただろう。

　やはり、ギースだ。

　ギースを置いて跳躍すれば、突破できる。

　だが、仮に後ろから追撃がくれば、ギースの命はない。

　無論、森の外から来る援軍なんてないのだが……いや、アトーフェなら、あるいは復活して追ってくる可能性もあるか。

　そういうことを、恐れているのかもしれない。

　そうでなくとも、森側にスペルド族の戦士を一人でも置いていれば、事足りる。

　……でも、それも昨日でバレたかもしれない。




　俺が行かなくても、見張りが行けば済む話だものな。

　……そろそろ、しびれを切らして、闘神が単体で飛び込んできてもおかしくない。

　そして……切り札は、まだ来ない。





　　　　★　★　★






　四日目。

　日の出と共に、闘神はやってきた。

　俺の予想通り、単体で。鬼神のように、走り幅跳びで。そして、城壁よりやや下のあたりに取り付いた。

　予想通り。

　そう、予想通りだった。

　闘神の背に、ギースはいなかった。

　俺はそれを確認した瞬間、谷の向こうに向けて魔術を放った。

　広範囲にわたる『閃光炎フラッシュオーバー』。

　森は一瞬にして炎に飲まれた。

　効果の程はわからない。確かめる暇もない。山火事のように燃える森を視界の端に収めつつも、目の前の敵に集中しなければいけないからだ。

　闘神は、六本の腕を駆使して、蜘く蛛ものように一瞬で壁を登ってきた。

　俺とクリフは叩き落とすべく、上から岩砲弾ストーンキャノンや大量の水弾を撃ち込んだものの、焼け石に水。

　闘神は圧倒的な速度で壁面を駆け上がってきた。

「クリフ！　ダメだ、後退する！　ルイジェルドさん！　頼みます！」

「わかった！」

　俺とクリフはルイジェルドに抱えられて城壁から飛び降りた。

　無論、闘神が城壁を越えてくる瞬間を待ちはしない。

　降り立った瞬間、俺は魔術を使い、城壁を倒した。

　巨大な城壁を、谷に向かって。

　──無駄だった。

　ゆっくりと倒れていく城壁は、ダイナマイトでも使ったかのように、爆散した。

　巨大な岩が中空に舞う中、金色の鎧が跳んでいた。

　降り注ぐ岩。

　俺はそれらを魔術で対処しつつ、闘神から目を離さない。

　俺のすぐ近く、五メートルも離れていない地点に、闘神は降り立った。

「ふむ」

　そして、ゆっくりとこちらを振り返る。

「では、改めて」

　上段の腕を組み、中段の腕で俺を指さし、下段の腕を腰に当て。

　バーディガーディは俺を見た。

「我が名は闘神バーディガーディ！　ヒトガミの盟友にして闘神の名を受け継ぎし者！　ルーデウス・グレイラット。貴様に決闘を申し込む！」

「その前に聞きたい！」

　咄とっ嗟さに俺は叫んでいた。

　問答無用と言われる可能性を頭の片隅に置きつつ、しかし叫ぶ。

「バーディ陛下！　あなたはなぜ、ヒトガミに加担するのですか！　盟友というのは何なのですか！　あなたは以前、ヒトガミに騙だまされたのではなかったのですか!?」

「確かに騙された！　我輩はラプラスに殺されんとしているキシリカを助けるためだと騙されてこの鎧を身につけ、ラプラスを殺し、キシリカをも殺あやめてしまった！」

「なら、なぜ！」

「ヒトガミはその時のことを頭を下げて謝った！　その上で協力してほしいと頼んできたのだ！　であれば、我輩は嫌とは言わん！」

　ヒトガミが謝った？

　嘘うそだろ。あいつが謝るとは思えない。仮に謝ったとしても、どうせニヤニヤしながら「あはは、あの時は悪かったねぇ」程度の謝罪だろう。

「また、騙されますよ！」

「構わん！　騙されても、その都度謝れば、その都度許してやればよいのだ！　我輩は不死身！　キシリカも復活した！　その上で謝罪されたのなら、もはや禍根はない！　これ以上になにを望むことがある！」

　寛大すぎる。

　とてもいいことを言ってる気もする。

　俺だって、些さ細さいな嘘なら、許してやればいいと思う。

　でも、俺は身内が死んだりすることを、些細なことだと割り切れない。

　俺は不死魔族ではない。常識が違うのだ。大体キシリカは復活するじゃないか。

「寝返ってくれたりすることは、ないんですかね？」

「無駄だ！　元々、我輩は龍神側ではないのだ。だが、この戦いに貴様が勝ったなら、考えてやろう！」

　戦って、そして欲求を満たせ。

　このあたりは、アトーフェと似ている。

　思えば、この魔王様と最初に会ったのも、決闘の場だった。あの時は、勝ったのだったか、負けたのだったか。少なくとも、バーディガーディに一目置かれるような結果には終わった。

　だから、彼は俺によくしてくれたのだろう。

　きっと魔王にとって、戦いとはそういうものなのだろう。

「……わかりました。決闘をお受けします」

　しかし、今回の宣言。

　バーディガーディは「一騎打ちの」の一言を忘れていた。

「この場にいる全員で、お相手しましょう」

　エリス、エリナリーゼ、ザノバ、ドーガが俺の背後の茂みから姿を現す。

　さらに、谷の別の場所を見張っていたスペルド族も、続々と集結する。

　総力戦が始まった。





　　　　★　★　★






　前衛タンクには、ドーガとザノバ。

　前衛アタッカーには、エリスとルイジェルド。

　中衛サポートは、エリナリーゼとスペルド族の戦士団。

　後衛アタッカーに俺、後衛ヒーラーにクリフ。

　陣形はスタンダード。

　戦法もスタンダードだ。

　基本的にはドーガとザノバが攻撃を受け、エリスとルイジェルドが攻撃する。

　戦闘力に劣るエリナリーゼとスペルド族の戦士団は、時には後ろに回りこみ、撹乱する。

　ザノバとドーガ以外は一撃でも喰らえば即死しかねない。

　なんなら、あの二人であっても、直撃を喰らえば死にかねない。でもそこは、互いにカバーしあうことで、直撃を避ける。直撃を避けても骨折やら何やらあるだろうが、それは全て、俺かクリフが治す。

　クリフは治療に専念。

　俺は治療しながら、所々で岩砲弾ストーンキャノンを放ち、闘神にダメージを与えたり、攻撃を逸そらしたりする。

　予見眼にバーディガーディは映らない。

　それでも、千里眼の魔力を切り、周囲の味方の動きを予見眼で見て予測を立てることはできた。

　こんなことをするのは初めてだ。

　練習もしていないし、訓練もしていない。

　だが、なぜかできた。

　片目を瞑つぶりながら戦っているような感覚の中、ただ敵の動きも、味方の動きもわかった。

　むしろ、普段よりもスムーズに動けているようにすら思えた。

　あくまで味方のサポートが中心だからだろうか。それとも、バーディガーディの動きが素直だからだろうか。

　少なくとも、バーディガーディにアレクサンダーほどの技術はない。

　アレクサンダーはエリス、ルイジェルド、シャンドルの三人に囲まれつつも、ほぼ無傷で戦い続けていた。

　だが、バーディガーディは違う。人数差があるのもあるが、ほぼ全ての攻撃をその身に受けている。

　調子がいい。

　敵の動きはよく見える、予測もできる。

　でも、勝てるビジョンは浮かばない。

　バーディガーディは攻撃を全て受けている。一見すると、こちらが優勢に見える。一見すると調子よくダメージを与えているようにも見える。

　だが、それだけだ。

　エリスが斬り裂いても、ルイジェルドが貫いても、すぐに修復される。

　黄金の鎧が生き物のように蠢うごめき、瞬時に穴を塞ふさぐ。

　恐らく、鎧の中でも回復が行われていることだろう。

　ダメージは、無いのだ。

　そして、疲労も無い。

　アレクサンダーのように、一見すると楽勝に見えて実は疲労が蓄積しているということもない。

　ただ、戦い続ければ続けるだけ、こちらが不利になっていく。

　勝機は無い。

　ただ、粘れはする。

　この陣形でいる限り、唐突に誰かが崩れない限りは、粘れる。

　普通にぶつかり合うより、たった数時間だが、粘れる。

　粘って、その結果どうなるかはわからないが、ただ粘る。




　だが、やはり無理があった。




　最初に崩れたのはやはりスペルド族の戦士団だった。

　彼らは決して弱いわけではないが、ルイジェルドと比べると数段劣る。

　彼らはこの数百年、戦いらしい戦いをしてこなかったのだ。

　あるいは、ラプラス戦役の頃には生まれていなかった戦士もいただろう。

　生まれてから、透明狼インビジブル・ウルフばかりを狩り続けてきた戦士は、闘神との戦いにはついてこれなかった。

　櫛くしの歯が欠けるように、彼らは一人、また一人と戦闘不能に陥った。

　明らかに即死の者、重傷だがまだ戦える者、判別がつかない者。

　最初、十人以上いた戦士は、三人まで減った。

　次に欠けたのは、エリナリーゼだ。

　彼女も決して弱いわけではない。

　技術的には、冒険者の中でもトップクラスに入る。

　Ｓランクの迷宮で前衛ができるレベルだ。盾を使った防御技術は群を抜いている。

　だが、あくまでそれは、冒険者の中では、だ。

　彼女の特技は、盾をうまく使った攻撃の受け流しと、そこから小さなダメージを積み重ねることで行われるヘイト管理である。

　だが、すでに使い慣れた盾はない。

　俺が土魔術で作った予備の盾を使ってはいたものの、闘神バーディガーディの攻撃は、彼女の技術による受け流しを、簡単に突破した。

　エリナリーゼは、中空を舞い、大木に叩きつけられて気を失った。

　そこから、崩れた。

　エリナリーゼがやられると、クリフに動揺が走った。

　その一瞬の隙すきに、闘神の突進に巻き込まれた。

　クリフはトラックにはねられたかのように吹っ飛んで、茂みへと消えた。

　即死か重傷か、判別はつかないが、戻ってはこない。

　意識を失ったのは間違いなかった。

　クリフが気絶すると、彼から治癒魔術をもらっていたザノバとドーガが耐えられなくなった。

　俺の岩砲弾ストーンキャノンによるサポートや、エリナリーゼの援護で、数度に一度だけの攻撃を受ける形だった彼らは、ほぼ全ての攻撃を受ける形となった。

　それでも俺の治癒魔術で少しは持ちこたえたが、そこまでだ。

　一発食らうごとに吹っ飛ぶ彼らに走って追いつき、治癒魔術をかけて送り出すのは、俺一人では無理だった。

　せめて俺が魔導鎧マジックアーマー『二式改』を装備していればできたかもしれない。

　闘気とやらを纏まとえないこの体は、どれだけ風魔術で加速しても鈍重で、一手遅れた。

　次第にタイミングが合わなくなり、二人が同時にふっとばされた。

　そして、その時点でエリスが狙われ、彼女をルイジェルドが庇かばい、ルイジェルドが戦闘不能となった。

　慌ててドーガを治癒し、ザノバの元に走ったが、もう遅い。

　戦線は確実に崩壊しており、ドーガがふっとばされ、ザノバを治療している時に俺が見たのは、エリスが闘神の拳の直撃を食らうところだった。

　血ち反へ吐どを吐きながら転がるエリス。

　あれは致命傷だ、すぐに治療しなければ間に合わないと、俺の脳が叫んだ。

　しかし、遅い。

　俺とザノバの前に、闘神が肉薄していた。

「うおおおおぉぉぉ！」

　ザノバが吠ほえた。

　闘神の右上段の拳を受け止めた、左上段の拳を受け止めた。

　右下段の拳を腹にもらい、くの字に折れ曲がった。

　左中段の拳をこめかみに受けて、真横に吹っ飛んだ。

　そして、闘神が俺に肉薄した。

　やばいと思った時にはもう遅い。

　右手で衝撃波を放ち、反動で後ろに下がろうとした時には、すでに殴られていた。

　右中段の拳。

　咄嗟に腕でガードしようと思ったが、無駄だった。

　上半身が引きちぎれるんじゃないかという衝撃を受けて、俺は吹っ飛んだ。

　意識を消失しなかったのは、幸運だったのか。それとも、不幸だったのか。

　肩から肋ろっ骨こつにかけての骨が全て砕けている感覚。

　もしかすると背骨も折れたのか、下半身の感覚はない。

　動けない。

　あまりにも衝撃が大きすぎて脳が痛みをカットしたのか、ただただ感覚がない。

「……はぁっ……はぁ……」

　即座に治癒魔術をかけ、立ち上がった。

　そこには、地獄のような光景が広がっていた。

　誰一人として、立っていなかった。

　俺が倒れた時点で、闘神は残ったスペルド族の戦士を一掃していた。

　全滅だ。

　引き際を誤った。

　もう、撤退することすらできない。

　思えば、エリナリーゼがやられた時点で、すぐに撤退すべきだった。

　もう、これ以上は粘れないと判断し、スペルド族の村まで戻るべきだった。

　そして、オルステッドにあとを託すべきだった。

　後悔しても、もう遅い。

　最後に立つ俺の前には、闘神が立ち塞がっていた。

「……最後に言い残すことはあるか？」

「正直、命乞いをしたいです」

「聞いてもいいが、聞き届けることはあるまい。ヒトガミはお前の命を望んでいる」

　なんとか隙を見つけて、エリスだけでも治療したい。

　フラついた頭でそう考えるが、そんな暇は、もらえそうにない。

　何か、何か方法はないか。

　バーディガーディの気を引きつつ、ほんの五分、いや三分でいいからエリスの元に駆け寄れるだけの時間。

　クリフが気づいて、誰かを治癒するという形でもいい。

　なんとか、どうにか、できないか。

「じゃあ、俺の命はいいです。その代わり……俺の家族は助けてくれませんか？」

「ほう、家族か」

「陛下は知らないでしょうが、子供も生まれたんです。元気なのが、四人も」

「子は、よいものであるな。我輩も、いずれはキシリカとの間に作りたいものである」

　バーディガーディは、頷うなずいた。

「よいであろう。ただし、我輩も向かってくる者には容赦せんぞ」

「それは、もちろん」

　ヒトガミは俺が死んだ後、子供を狙うだろう。

　だが、そこにバーディガーディが加担しない。そんな約束を取り付けただけでも、ひとまず、よしとしよう。

　なんの意味も、ないかもしれないが……。

　俺の最後の仕事だ。

「フハハハハ、ハーッハハハハハハハ！」

　バーディガーディが大きく笑い、拳を振り上げた。

「では、さらばだ」

　その言葉に、俺は両手を前に向ける。

　せめて最後に、渾こん身しんの岩砲弾ストーンキャノンを叩き込まんと──。




「伏せろ！」




　その声に、俺は犬のように地面に這はいつくばった。

　そんな俺よりさらに低い姿勢で、何かが視界の端をよぎった。

　その何かは、闘神の股またをくぐるように走り抜けて、向こう側で止まった。

　浅黒い肌に、獣耳、猫のようなしっぽを持つ、一匹の黒こく狼ろう。

　闘神の膝のあたりが切り裂かれ、一瞬だけぐらりとバランスを崩すが、しかし一瞬。

　瞬時に鎧は修復され、何事もなかったかのように、拳が振り下ろされる。

　そこで、俺をまたぐように、ロングスカートが翻った。

「ぬぅお！」

　拳を振り下ろした闘神が、視界から消えた。

　中空、俺のやや後方へ、何か巨大なものが吹っ飛んでいくのを感じた。

　遅れて、ズズンと何かが落ちる音が聞こえる。

　何が起こったのか。

　俺に見えたのは、ロングスカートの内側と、またぐように現れたために見えてしまった薄水色のパンツだけだ。

　そして、そのパンツの主は、何度か見たことがあるような、ないような。

　しかし、もう一人は知っている。

　見覚えがある。

　忘れるものか。

　あの動き、砂色の髪に、茶褐色の肌。揺れる尻尾に獣耳。

「ギレーヌ！」

　となると、この黒髪はイゾルテか！

　水帝イゾルテ！

　ギレーヌ、イゾルテ。この二人と行動を共にしていたのは！

「シルフィ！」

　シルフィは、鼠ねずみのようにすばしっこく、戦場を走っていた。

　倒れている者に近づき、手を当てるだけ。それだけで、倒れている者の怪我が治っている。彼女はまたたく間に、ドーガとザノバを治療した。

　無詠唱治癒魔術。

　今まで、あまりその優位性について考えたことはなかったし、そういう機会もなかったが、こうして見ると一目瞭然だ。速すぎる。俺とクリフを合わせたよりも。

　見れば、茂みの奥からエリスが、ルイジェルドが、ここへと戻ってくるところだった。

　いつしか、戦線が立て直されていた。

　イゾルテをメインの盾に、ドーガとザノバがサブの盾へ。

　エリスとギレーヌ、ルイジェルドがアタッカーへ。

　そして、ヒーラーに無詠唱治癒魔術のシルフィが加わった。

　戦線が立て直された。

[image: ]




　地獄が終わった。




「ルディ！　ここはボクらが食い止めるから、村の方に！　ロキシーが待ってる！」

「！　わかった！」

　俺はその言葉を受けて、スペルド族の村の方へと走った。

　全速力で走った。今までの人生の中で、一番力を入れて走った。

　シルフィが来た。

　谷の橋を落としたのに、来た。

　ということは、つまり、村の方から来た。

　なら、打っておいた手が、ようやく届いたということだ。

　木の根を飛び越え、林を突っ切り、俺はスペルド族の村へとたどり着いた。

　その瞬間見えたものに、俺は歓喜した。

　見えたのだ。

　村に飛び込んだ瞬間、奥に置いてあるものが。

　予あらかじめ、村の奥側に描いておいた転移魔法陣。

　その上に、待望のものが。

　そのまま走る。

　全速力で走る。

「兄さん！」

「グランドマスター！」

「あ、お兄ちゃ……」

　途中、ノルンとジュリとアイシャの姿が見えたが、無視。

　ただひたすらに走り、そこにたどり着いた。

　潰つぶれた転移魔法陣の近くには、一人の少女がぐったりと座り込んでいた。

「ロキシー！」

「…………あ、ルディ」

　俺が声をかけると、彼女は顔を上げた。

　目の下には、濃いクマがある。

　魔力切れなのか、それとも徹夜続きなのか。

「申し訳ありません。手順を間違えました、掘り出して、上に上げてから転移魔法陣にとりかかってしまいました。先に転移魔法陣を描いてから、ルディに掘り出してもらえばこんなに遅くは……」

「いいんです！　大丈夫！　間に合いましたから！」

　彼女の後ろにあるもの。

　それは、巨大な鎧だった。
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　身の丈三メートル。

　カラーリングは紺色。右手にはガトリング、左手にはショットガン。

　さらに、拳の先端には、防御無視の効果を持つ魔剣を装着。ずんぐりむっくりした、スモウレスラーのような鎧が、うつ伏せになっている。

　見た目は、一式とそう大きくは変わらない。

　だが、これは一式ではない。

　こんなこともあろうかと用意しておいた、正真正銘の切り札。

　消費魔力を数倍にすることで、機動力と装甲を大幅に上昇させた短期決戦兵器。

　コンセプトが『三式』と逆行したため、つけられた名前は──。




「魔導鎧マジックアーマー『零式』です」




　奥の手。

　切り札。

　これで勝てなかったら……いや、勝てるかどうかじゃない。勝率が低いのもわかっている。

「ロキシー！　行ってきます！」

「ルディ！　ご武運を！」

　俺は『零式』に乗り込んだ。

　大量の魔力が吸われる感覚にくらくらしつつ、立ち上げる。

　すると、村の中心にオルステッドの姿が見えた。

　彼は一本の巨大な剣を手に持っていた。

「ルーデウス！　使え！」

　オルステッドは、その巨剣を軽々と俺に投げ渡した。

　咄嗟に受け取る。

　三メートルの鎧に対して、ちょうどいいとも言えるサイズの巨大な剣。

　剣術がハンパな俺でも、手に持つだけで、凄まじい力を感じられる魔剣。

　王竜剣カジャクト。

「オルステッド様！　行ってきます！」

　オルステッドは答えなかった。

　ただ、頷いただけだった。

　『零式』を全力で動かし、俺は戦場へと戻った。







第三話「ターニングポイント五」




　俺が戻った時、エリスたちは十分に持ちこたえていた。

　俺が減り、スペルド族の戦士が減り、クリフとエリナリーゼがいないまま。

　だが、安定感は増していた。ギレーヌはほぼ四つん這ばいとなり、戦場を駆けまわっていた。

　背の高さゆえに打点の高い闘神の拳の暴風圏から逃れるように地表近くを駆け回り、前から、横から、後ろから、剣けん閃せんを飛ばして援護している。

　攻撃力は足りていないが、しかし闘神はやりにくそうに腕を振り回している。

　また、シルフィの存在も大きい。

　彼女の無詠唱治癒魔術は、より迅速な回復が求められるこの状況にマッチしていた。ザノバが、ドーガが闘神にふっとばされても、即座に走り寄り、回復する。彼女は現役から離れて久しく、体力的にも、そう長くもつわけではないだろうが、それでも俺とクリフ、二人分のヒーラーの動きができていた。

　そして特筆すべきは、イゾルテの存在だろう。

　最前衛に立った彼女は、自分に向けられた闘神の攻撃を全て受け流し、カウンターを叩たたき込んでいた。

　その動作は流麗で緻密。

　一撃で即死しかねない闘神の暴力が、子供の駄々のようにすら見える技術。

　無論、それでは倒せない。

　イゾルテがどれだけ流麗な技で闘神にカウンターを叩き込もうとも、腕や足に切りつけようとも、ダメージはない。

　もし、彼女が一対一で闘神と戦えば、善戦はするだろうが、最終的に勝つことはない。

　いずれ疲労し、敗北する。

　しかし、俺が戻ってくるまでの時間稼ぎに関してだけ言えば、彼女の存在は圧倒的だった。

「待たせた！」

「ルディ……！　全員後退！」

　シルフィの合図で、全員が距離を取った。

「ほう」

　闘神はそれを追うことはなかった。

　離れていく者たちには一いち瞥べつもくれず、俺を見ていた。

　大きさはさほど変わらない。

　闘とう神しん鎧がいは二メートル半。

　魔導鎧マジックアーマーは三メートル。

　その差は数十センチほどで、やや俺の方が高い。

　ただ、俺は十メートルほどの距離を取って立ち止まったため、見下すほどではない。

「それが、龍神に己が価値を認めさせ、我が姉上をも下した、魔導鎧マジックアーマーか！」

「…………一式の方は、港町で一回見たじゃないですか」

「ふむ、そうであったか？」

「一撃で粉々にされましたがね」

　思い返すと、あの一撃。

　防御を過信して直撃を喰くらってしまったとはいえ、あんなのを受けて、エリスとかルイジェルドは、よく生きていたものだ。

　これも、闘気の有無による防御の違いではあるだろうが……そうなると、クリフが心配だ。拳の直撃ではなかったとはいえ、彼は闘気を纏まとえてはいないだろうし。

「しかし、『一式は』ということは、それは、違うのだろう？」

「そいつは、見てのお楽しみということで」

　そう言いつつ、周囲を見る。

　皆が、遠巻きに俺たちを見ている。

　かなり距離は離れているが、しかし巻き込まれる可能性もありうる。

　あ、シルフィが残りの怪我人のところに駆け寄っているな。

　なら、ひとまず、クリフのこともシルフィに任せよう。

「じゃあ、始めましょうか」

　戦いが始まる。





　　　　★　★　★






　戦いのゴングは、俺の岩砲弾ストーンキャノンから始まった。

　俺が下がりながら岩砲弾ストーンキャノンを撃ち、バーディガーディがそれに追いすがる。

　オルステッド戦を踏襲した形だ。

　後退しつつの岩砲弾ストーンキャノンの乱射。

　正直、これだけでも厳しいかとも思ったが、王竜剣に魔力を込めると、鈍重なはずの零式はスムーズに動いた。

　これが重力を操るということか。

　剣の力のお陰か、何でもできそうな気持ちになってくる。

　もっとも、練習していない状態だ。今は自重を軽くする以上のことはしないでおこう。

「フハハハハハ！　蚊ほどにも効かん！」

　闘神は木々をへし折り、大地に穴を開けつつ、俺へと迫ってくる。

　効果が薄いのは見ればわかる。

　受け流すでも、弾はじくでもなく、これだけの近距離でも、ただ吸い込まれるように体に当たり、背中のあたりからポロポロと落ちていく。

　ダメージはないのだろう。

　オルステッドは通用するかもしれない、と言ったが、通用してなどいないのだ。

「逃げまわるだけか！」

　無論、そのつもりはない。

　俺は目的の位置へとたどり着いた後、ショットガンでバーディガーディの足元をえぐった。

　地面が大きく削られ、闘神が踏みだそうとしていた一歩を踏み外す。

　一瞬だけ、体勢が崩れる。

　そこに踏み込む。

「むぅっ!?」

　そして、ガトリングをパージ。

　右手の甲につけた剣にて、一いっ閃せん。

　剣は鎧をバターのように斬り裂き、その奥、黒い地肌を露出させる。

「『ショットガン・トリガー！』」

　そこに、さらにショットガンを撃ち込む。

　バーディガーディの腕の一本がちぎれ、吹っ飛んだ。

「フハハハハ！　お返しだ！」

　だが、同時に俺は四発の打撃を受けていた。

　魔導鎧マジックアーマー全体に衝撃が走り、十メートルほど後方へとふっとばされる。

　だが、大丈夫。

　直撃だが、なんとか耐えられている。

「くっ！」

　俺は即座に身を翻し、弾き飛ばしたバーディガーディの腕を回収した。

　金色の篭こ手てに包まれ、ビクビクと脈動する腕を、ぶん投げる。

「フハハハハ！　無駄だ無駄だ！」

　バーディガーディはそう言いつつ、腕を生やした。ズボッと、ナ○ック星人のように体から。

「むっ」

　だが、無駄ではないのは一目瞭然。

　生えた腕は裸だ。つまり鎧がついていない。

「ほう、そうなるか、考えたな！」

　腕を投げた先。

　そこには、一つの魔法陣が用意してあった。

　その中では、闘神鎧の腕とバーディガーディの腕が再生に動くことなく、取り残されていた。

　心なしか、バーディガーディのサイズも縮んでいるように見える。

　考えたわけではない。

　ただ、ヒントはあった。

　闘神バーディガーディ。

　彼は鎧の能力により、高いスピードとパワーを兼ね備えている。

　もっとも、スピードに関しては、これまで見てきた剣の達人連中に比べて、特別に速いということはない。

　オルステッドや、あるいはアレクの方が速いだろう。

　無論、俺よりも速いのは確かだが、魔導鎧マジックアーマーを着込んでいるので、対応できないというレベルでもない。

　これまで、オルステッドやエリスに稽古をつけてもらった経験が生きる。

　厄介なのは、非常に高い防御力と、非常に高い耐久性だ。

　闘神鎧は、硬い。魔導鎧マジックアーマー以上の硬度を誇るかもしれない。

　少なくとも、エリスらが渾こん身しんの一撃を放っても、傷はつけども、腕や首といった部位が離れることはない。

　鎧は瞬時に修復され、何事もなかったかのように動き続ける。

　本来なら、それでも内部にダメージが蓄積されていくものだろうが……不死身の魔王バーディガーディは、死なない。

　エリスの斬撃やルイジェルドの刺突は、本来なら鎧の奥にダメージを与えているが、バーディガーディに対しては、ダメージにならない。

　斬撃にしろ、刺突にしろ、打撃にしろ、すぐに回復されてしまう。

　やがて攻撃している側の方が疲れ、その六本の腕から繰り出される破壊力の餌食となる。

　では、どうやって倒せばいいのか。

　このヒントは、アトーフェにある。

　不死魔王アトーフェ。

　何度倒されても立ち上がり、敵へと向かっていく姿は、魔大陸の魔王連中を代表する恐怖の代名詞。

　彼女に勝つ方法は二つ。

　一つは四肢をバラバラにして、復活しないように封印する。

　これが最もスタンダードな方法で、アトーフェは過去二回、この方法で敗北を喫している。

　何百年も閉じ込めておきたければ、相応の結界術が必要だが、ひとまず上級の結界魔術で囲むだけでも、再生を防ぐ効果はある。

　もう一つは、負けを認めさせる。

　不死魔王アトーフェは、自分ルールに従って戦うことが多く、そのルールで自分が敗北したと理解した時、敗北を認める。

　もっとも、今のバーディガーディがそう簡単に敗北を認めるとは思えない。

　今回は、前者で行く。

　いざという時のため、クリフに言って、森の各所に封印用の魔法陣を用意してもらった。

　ここに、バーディガーディの手足を放り込んで起動させる。

　闘神鎧に効果があるのか不安だったが、効果はあった。

　防御無視の剣で鎧を斬り裂き、腕を引きちぎり、封印する。

　これを六回繰り返して、バーディガーディに負けを認めさせる。

　体ごと封印したいところだが……クリフがいない現状では、本体を封印する魔法陣が使えない。

「ああああぁぁぁ！」

　大声を上げて突撃する。

　もはやダメージは構わない。

　零式が全力稼働であと何分動くか、俺にもわからない。

　王竜剣のお陰で、少しは稼働時間が延びているかもしれないが、いつ停止してもおかしくない。

　短期決戦以外に道はない。

「来るか！　勇者よ！」

　腕を広げて待ち構える闘神に肉薄。

　同時に、右手を振るう。闘神が打ち出す拳に対応するように、剣を突き出し、カウンターを狙う。

　六本の腕は、俺の想像を超える動きを見せるが、それも先ほどの戦いで少しは慣れた。

　今日の俺は、冴さえている。

　回避できる。

　左下段の手の一本、切り込みをいれる。

　同時にショットガンを切り込みへとねじり込み、発射、ちぎり飛ばす。

　だが、どうしても、その瞬間には隙すきが出来る。

　腕をちぎり飛ばした瞬間、俺は拳打を喰らって背後へと飛ばされる。

「……っ！」

　魔導鎧マジックアーマーの表面にヒビが入った。

　やはり、闘神の拳には耐えられない。だが、鎧の付いていない腕は無視していい。

　あと四本。全てを飛ばすまで、魔導鎧マジックアーマーがもてばいい。

「！」

　その時、別のことに気づいた。

（結界が……）

　地面に描いておいた魔法陣が、今のやりとりで削れていた。

　戦いの余波で。

　なぜこんな簡単なことに気づかなかったのかと思えるぐらいあっけなく。

　無論、まだ無事の魔法陣はあるだろうが、どれが無事だかわからない。

「……くそ！」

　俺は咄とっ嗟さに、ちぎり飛ばした腕を、投げ捨てた。

　捨てた先は地竜の谷だ。

　アトーフェが、バラバラにされた直後、復活に時間がかかったように、バラしたものの距離を離してやれば、すぐには復活できない。

　いずれは復活されるだろうが、しかし意味はあるはずだ。

（……ん？）

　なぜか、鎧の方も復活しない。

　術者と切り離されれば、封印しなくともその効力を失うのか？

　再生というにはお粗末だが、闘神鎧も、長年使われなかったせいで、少し性能が落ちているのか？

　それともバーディガーディの策略か？

　いや、今は無駄なことは考えない。

　再生しないことを好機と捉え、ただ、全ての腕を斬り飛ばすことだけを考える。

「むぅ……」

　バーディガーディはうめきつつ、しかし新しい腕を生やさない。

　それどころか、先ほど再生させた腕を、亀のように鎧の中に閉じ込めた。

「！」

　なんということだろうか。

　次の瞬間、残りの四本の腕のうち、二本が消失した。

　腕が、篭手ごと、鎧の中に吸い込まれたのだ。

　そして、残った二本の腕が、太くなる。

　メシメシと音を立てて、太くなる。

　残り二本。

　太くなったが、斬れるのか……？　いや、斬れる。この剣は硬くなればなるほど、切れ味を増す。闘神が腕を強化し、防御を固めたのだとしても、意味はない。

　俺は咄嗟にそう判断し、地面を蹴って、闘神に肉薄した。

　脳のどこかが警鐘を鳴らしていた。

　しかし、相手が何をしたとしても、すでに俺は切り札を切っている。

　俺の魔力は刻一刻とゼロに近づいている。

　攻めなければ、勝てないんだ。

「ああああぁぁ！」

　叫ぶ。ただ、叫ぶ。

　そうすれば力が出る。

　恐怖と不安を打ち消し、勇気がほんの少し顔をだす。少しの勇気が踏み込みを深くする。

　エリスのように、勝ちにつながる突進を可能とする。

　闘神に体当たりする。

　受け止められるが、相手もよろめく。

　右手を振るう。闘神の左腕へと食い込み、斬り抜ける。

　左手を突き出す。ショットガンを斬ったところに押し当てる。

　叫ぶ。

「『ショットガン・トリガー』！」

　バーディガーディの腕が、闘神鎧ごと、飛ぶ。

　だが、同時に俺も飛んでいた。ぶっ飛ばされていた。

　バーディガーディの残った腕の一本。

　それにぶん殴られて。

　鎧の前面が、完璧に砕かれた。衝撃は内部へと伝わり、俺の体がぺしゃんこになりそうな圧力に襲われる。

　仰あお向むけに落ちた。

「ごぼっ……ごふぅ……」

　喉から血が流れる。

　まだだ、と叫ぶ心がむなしい。

　読み合いに負けた。思い至らなかった。

　バーディガーディが二本の腕をしまったのは、一撃を重くするためだった。

　腕を斬らせて、骨を断つ。

　ヒビの入った箇所に寸分たがわず打ち込まれた拳は、魔導鎧マジックアーマーを砕ききった。

　なんであの太い腕を見て思いつかなかったのか、俺は馬鹿か。いや、そうじゃない。いいんだこれで。思いついたところでやることは変わらないんだ。馬鹿みたいに突っ込んで一本斬った。それが結果だ。

　俺のダメージは大きいが……だが、まだ。

　まだだ。あと一本。

「！」

　動かない。

　魔導鎧マジックアーマーの動きが鈍い。傷も治らない。

　本体おれのいるところのすぐ近くには、魔導鎧マジックアーマーの核とも言える部分があった。

　そこを砕かれれば、魔導鎧マジックアーマーの動作は鈍る。動かないとは言わない。そんな単純な作りではない。

　だが、かろうじて動くだけになるだろう。この戦いにおいて致命的なほど、鈍い。

　焦りながら魔力を送る。

　そう、魔力はまだ残っている。

　まだ動くのだ。魔力枯渇ではない。俺はまだ戦える。

　なのに、なぜ動かん。

「いい策、いい気合……」

　動けない俺に、バーディガーディが迫る。

「そしていい勝負だった。さらばだ、ルーデウス。ラプラスも、ここまで緻密ではなかったぞ」

　バーディガーディが拳を振り上げる。

　大砲のような拳。それが振り落とされ──。

「ガァッ！」

　脇から突っ込んできた赤い何かが、腕に斬撃を放っていた。

　腕は根元から斬り飛ばされ、宙を飛ぶ。

「むっ！」

　この森で赤いものなど限られている。

　エリスだ。

　もしかして、ついてきていたのか？　ずっと俺のそばについていたのか？

　ついていてくれたのか？

　わからない。他に援護は来ない。

　ただエリスだけが突っ込んできた。

　だが、次の瞬間、俺は違和感に気づいた。

　剣だ。

　エリスの剣が折れていた。あの名高き『鳳ほう雅が龍りゅう剣けん』が、根元から折れていた。

　そうだろう、今まで、表面にダメージを与えられても、根元を斬り飛ばすに至らなかった。

　それを、無理やり根元から斬り飛ばせば、折れもする。

「ガアアァァァ！」

　それでもエリスは止まらない。

　剣が折れているのに気づいていないかのように、吠ほえながら闘神と相対している。

　見ると、彼女だけではなかった。

　森の奥からエリスを追いかけるように、シルフィが、ルイジェルドが、ギレーヌが、イゾルテが、次々と顔を出すところだった。

　だが、遅い。

「一人で立ち塞がるとは愚かなり！」

　バーディガーディがエリスに迫る。

　守る者はいない。

　そう思った瞬間、俺は脱出回路を作動させて、魔導鎧マジックアーマーから抜け出た。

　そして、魔導鎧マジックアーマーの背部。

　そこに収めておいた、一本の剣を取る。

　柄つかを握った瞬間、凄すさまじい全能感が体を駆け巡る。

　内包された圧倒的な魔力。人を英雄にするための剣だ。

　俺はそこに、さらに魔力を注ぐ。ありったけ、残った魔力を全て注ぎ込むようなつもりで。

　自分で使えるなんて思っちゃいない。

　ただ、目の前に剣の折れた家族がいる。俺を守るため、折れた剣を構えて牙を剥むいて吠えている。

　俺は彼女に向けて、魔力を込めた剣を、投げた。

「エリス！」

　緩やかな放物線を描いて、魔剣が飛ぶ。

　エリスは振り返り、それを受け取った。

　王竜剣カジャクト。

　世界最強とも名高き魔界の鍛か冶じ師しユリアンの鍛えし魔剣の最高峰。

　それを、エリスは大上段に構えた。

「ガアアアァァァァ！」

「むっ、それは……！」

　振り下ろす。

　寸前、一瞬だけ、闘神の体が浮いた。
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　闘神の体に剣が食い込んだ。

　同時に、閃光が視界をうめつくす。

　爆音が鼓膜を麻ま痺ひさせる。

　圧倒的な何かが、場を支配する。




　破壊が、広がった。




　爆風はない。

　衝撃もない。

　ただ静寂が訪れた。

　破壊は、内側へと向かった。打ち込まれた魔力が、球体となって、バーディガーディを包んでいる。

　エリスの力だけではない。俺が込めたありったけの魔力を、魔剣が放出したのだ。

　そして、魔力の球体の中。

　俺は見た。球体がゆっくりと空中に上がりながら、その中身を破壊していくのを。

　闘神鎧にヒビが入り、バラバラになっていくのを。バーディガーディが圧縮され、声もなく粉々に消失していくのを。

　バーディガーディはあがいていたように思う。

　だが、何もできなかった。

　闘神鎧は機能せず、バーディガーディは再生するそばから押し潰つぶされた。

　……。

　球体が消えた。

　中空に残った鎧の破片が、地竜谷の底へと落ちていく。

　カランとも、ガランとも言える音を立てて、崖にぶつかりながら、落ちていく。

　突き刺さった王竜剣と共に。

　鎧だけ。

　バーディガーディの黒い肉は、跡形もなく消え去っていた。

「……」

　俺はそれを眺めた。

　しばらく、眺めていた。

　音のなくなった谷と、消えた闘神鎧を。

　近くには、バーディガーディの腕が残っている。

　動かない。ぴくりとも動かない。

　再生する気配がまったくない。

　死んだのか。勝ったのか？

　まだなのか。もうすぐなのか。すぐにでも、フハハハと笑い声を上げて再登場するのではないか。

　そう思いつつ、ただ谷を見下ろす。

　何も起こらない。上がってくる気配はない。

　ただ、静寂だけが、その場に残っていた。

　ドッ、という音が背後から聞こえた。

　振り返ると、エリスが膝をついていた。

　真っ青な顔で。

「……」

　俺は慌てて駆け寄った。

　怪我か。カウンターでももらったのか。すぐに治癒魔術をかけなければと思って手を伸ばし、俺も膝をついた。

「……ああ」

　怪我ではない。

　俺は自分のこの感覚も、エリスのこの顔の感じも、見覚えがある。

　魔力枯渇。王竜剣カジャクトは、俺の魔力を吸い上げただけに飽き足らず、エリスの魔力をも使い切ったのだ。

　エリスは、恐らく幼少期以来、久しぶりの魔力枯渇なのだろう。目をパチクリさせながら、座り込んでいた。

「エリス」

「ルーデウス……あなた、髪がまた白くなってるわ」

　言われて頭を触る。自分ではわからない。

　だが、よく見ると、エリスの髪も、一房だけ、白くなっていた。

　メッシュを入れたような色合いだ。

「エリスもだよ」

「そう……じゃあ、おそろいね」

　エリスはそう言って、前のめりに倒れた。

　意識を失ったわけではない。ただ、全ての力を出し切って、脱力したのだ。

　俺もその上に倒れこみたかったが、ぐっと留とどまった。

「ルディ！」

　シルフィが心配そうな顔で俺たちの顔を覗のぞきこんでいた。

　シルフィだけではない。ルイジェルド、ギレーヌ、イゾルテ……みんないる。

「シルフィ、クリフは!?」

「えっと、他の人は怪我を治した後、ザノバとドーガに村まで運んでもらったよ。ボクらはすぐにルディを追いかけたんだけど、邪魔になりそうだからって二の足を踏んでて……でもエリスだけは飛び出して……あれ？」

　シルフィは倒れたエリスの体に触れ、首をかしげていた。

　恐らく、咄嗟に治癒魔術を使ったのだろう。

　だが、エリスは怪我をしているわけではなく、体を起こすことはない。

「魔力枯渇だと思う。あの剣、持ち主の魔力を吸うんだ」

「……あ、そうなんだ」

「とりあえず、シルフィ、そこに落ちている腕を、無事な魔法陣に。それから、エリスを連れて、村に戻って、オルステッド様に事の顛てん末まつを伝えて、クリフを連れてきてほしい」

　俺は立ち上がる。

　零式は破壊された。俺自身も魔力をかなり消耗した……が、まだ動ける。

　バーディガーディの復活までのタイムラグがどれほどあるのか。少なくとも、あれだけの魔力の圧縮を受け、消滅にも似た消え方をした。

　腕の方が再生する気配はないし、しばらく時間はかかると思いたい。

　希望的観測で、甘えた考えかもしれない。

　だが、零式も破壊された。一式もない。枯渇寸前の魔力に加え、結界魔術を扱えるクリフがいない状況では、谷に落ちたバーディガーディに封印を施すことはできない。

　現状で谷に降りて待ち構えられていた場合、勝利は遠い。

　その場合は、もうオルステッドに出陣を願うしかないかもしれない。

　オルステッドの魔力を最後まで使いたくはなかったが、仕方ない。

　俺の力不足だ。

　だが、だとしてもギリギリまで追い詰めはした。

　やれるだけのことはやった。

　谷の底でバーディガーディが活動しているか否いなかはわからないが、最小限まで抑えたはずだ。

　そんな気持ちが湧いてくる。

　我ながら、心が弱くて嫌気がさす。

「ルイジェルドと、ギレーヌ、それにイゾルテさんは、俺についてきてくれ」

「ルディはどうするの？」

　やれるだけのことはやった？

　いいや、まだ、やっておかなければならないことがある。この枯渇寸前の魔力で、やらなければならないことがある。

「ギースを追う」





　　　　★　★　★






　ギースは見つかった。

　すぐに、あっさりと。

　枯渇寸前の魔力を使うまでもなく、本当に、あっさりと、見つかってしまった。

　谷を越えてすぐ、黒く焦げた森に入ってすぐ。

　炭になった大木の陰。

　ギースはそこに倒れていた。

　全身に大おお火傷やけどを負って、真っ黒になって倒れていた。

　俺が放った『閃光炎フラッシュオーバー』が、森ごと彼を焼いたのだ。

　最初に見た時、死んでいると思った。ぴくりとも動かなかったし、黒い岩のようにも見えた。

　だが、発見したのはルイジェルドで、彼は第三の目を使って捜した。

　死体ではない。

「……ギース」

「よぉ、センパイ」

　死体ではないが、虫の息であることはわかった。

　そして、俺は彼を治療する気もなかった。

　このために来たのだから。

　だが、すぐにトドメを刺す気にもなれなかった。

「ヘヘッ、水魔術、土魔術、魔眼、魔導鎧マジックアーマー……どれも対策は取ってたんだが、最後はこのざまだ。先輩、火魔術も得意だったんだな。一度も見たことなかったんでわかんなかったぜ」

　ギースは様々なものを身につけていた。

　青色のベストに、茶色の腹巻きに、鎖くさり帷子かたびらのようなものまで。

　今はどれも焦げていてわかりにくいが、恐らく、あらゆる魔術を想定していたのだろう。

　第三都市ヘイレルルで落雷に耐えたのは、闘神鎧の能力によるものではなかったということだ。
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「センパイがここに来たってことは……最後の策も、不発に終わったか……」

　ギースは、焼け焦げた頬ほおを歪ゆがませた。

　最後の策。バーディガーディを一人で送り出すことを、策といっていいのかどうか。

「剣神か、北神か、鬼神か、冥王か、誰か一人でも残ってりゃ違ってたんだが……誰も俺の指示を聞きやがらねぇ」

「話を聞きそうな奴、いなかったもんな」

　うわ言のように喋しゃべるギースの言葉に、俺は反応する。

「ハッ、よく言うぜ。エリスに、アトーフェに、そこにいるのはギレーヌか？　そっちも人の話なんて聞かねぇ連中ばっかりだ」

「それは……運が良かったんだろう」

「いいや、違うね。センパイが、ちゃんとやったからさ。ちゃんと話をつけて、ちゃんと信頼を得て、まっとうに仲間になってもらうように努力したからさ。だから、ちゃあんと、いざって時に、話を聞いてくれる、指示を受けてくれる」

　確かに、それはあるかもしれない。

　アトーフェとか鬼神とか、そういった、とにかく必要だからと仲間に加えた面々は、ほとんど指示を聞いてくれなかった。

　シャンドルとドーガは例外だが、アリエルは例内だ。

　全員と信頼関係を築けていなかったら、もっと俺の指示を聞いてくれない人は増えていたはずだ。

「結局、戦う理由を無理やり用意して、かき集めて、焚たきつけて、裏でコソコソやって動かそうとするだけじゃ、無理ってことだなぁ……」

　剣神も、北神も、ギースの指示は聞かなかった。

　あくまで、自分の目的を優先した。

　その結果、俺は生きている。

「わかってたつもりだったが、わかってなかった。それでも、なんとかなるって思ってた。もっとも、一番わかってねえのは俺じゃあ、ない」

　ギースは笑った。

「ヒトガミさ。アイツは、さっきまで喚わめいてたぜ。なんでだ、なんでだ、お前のせいだ、お前がもっとうまく動いていればってな」

　ギースはヘラヘラと、小馬鹿にするような笑みを浮かべた。

「当たり前じゃねえか。なぁ？　てめえのために一生懸命働いてくれた奴を陥れて、あざ笑うような奴に、誰がまともに手なんて貸すかよ」

「じゃあ……ギース、お前も手抜きしてたってことか？」

「さぁな、そう思うか？　そんな楽勝だったか？　一応、俺は全力のつもりだったぜ？」

　ギースは、ケホッと咳せきをした。

　黒い、煤すすのような何かが口から漏れる。

「まぁ、俺とか、バーディガーディとかは、例外のお人ひと好よしだってこった。この期に及んで、自分の仲間に役立たずなんて喚く奴に手を貸す、お人好しだ」

　黒い煤は、まるでギースの魂のようだった。

　ギースから力が失われていくのがわかる。

「でもな、センパイ。俺は、それでも、ヒトガミに、救われたんだ。嫌なことはされたけど、トータルで見りゃあ、俺は救われたんだ」

「……」

「センパイにゃ、わかんねぇよな。なんでもできて、一人で世の中を歩いていけるセンパイには。俺みたいに、どうしてもできないことのある奴の気持ちなんて、わかんねぇよな……」

　わかる。

　わかる気がする。普通のことを、普通にできない奴の気持ちは、わかるつもりだ。

　ギースは、俺だ。昔の俺だ。ただ、俺と違うところがある。かつての俺は、やろうとしなかった。

　壁にぶち当たったら、そこで逃げた。逃げただけだ。

　だが、ギースは本当にできなかったのだ。この魔物と暴力の跋ばっ扈こする世界において、最も重要とまで言える『戦う力』を得られなかった。

　それ以外のことは何でもできるようになったけど、生きていくことができなかった。

「違う、ギース。違うんだ……」

　だから俺は、違うとしか言えない。

　わかるとは言えない。言いたくもない。ただ、否定するしかない。

「ヘッ、ルーデウスよ。否定すんなら、胸を張れよ。なにせ、お前は勝ったんだ。この俺に、勝ったんだ。世の中はな、勝った奴が正しくて、負けた奴が間違ってんだ。だから、お前は胸を張ってこう言うんだ『違うぜギース、そうじゃねえ』ってな。そんで、なんかこう、死にゆく俺のために、説教でもしてくれよ。お前はこうすべきだった、ヒトガミなんかにつかず、俺の側につくべきだった、とかな」

　ギースはそう言って、ふっと力を抜いた。

　そして、うつろな表情で言う。

「俺も、バーディガーディも、冥王もいない。もう、ヒトガミに、自分から、積極的に手を貸そうって奴なんて、いない」

「負けだよ。ルーデウス・グレイラットをどうにかできる奴は、もう、今の世にはいねぇ」

「実際、ヒトガミも言ってたしな。これでだめなら、ルーデウスはどうにもならない、って」

「だから、ヒトガミも、お前が死ぬまではおとなしくしてるだろうよ。裏でコソコソと動いてたりはするだろうけどな」

　そこで俺は思わず口を挟んだ。

「……それ、嘘うそだろ？」

　ギースは笑わない。

「そう思うんなら、そう思えばいいじゃねえか。おとなしくしてるなんてなぁ、あくまで俺の予想に過ぎねえんだ。これからも打倒ヒトガミを掲げて動けばいい。それはヒトガミにとって都合が悪いが、お前の都合が悪くなったりはしねぇだろ？」

　俺だって笑えない。

「おいおい、シケた顔してんなぁ。お前はパウロの息子だろ？　パウロなら、こんな時はもっと笑うぜ？　いや、でも死ぬ直前のパウロだったら、笑わねえか。あいつも、ちょっと見ない間に歳取ったからなぁ……。でもま、お前は、胸を張れよ。ぬか喜びでも、喜んどけよ」

「じゃねえと、あんまりじゃねえか。せっかく、世界中を駆け巡って、剣神と、北神と、鬼神を仲間に引き入れて、さぁ、ぶっ倒すぜと意気込んで、うまくいかなかった俺が、馬鹿みてぇじゃねえか」

「そりゃ、俺はうまいこと味方を操れなかった。最後もリスクを背負って、バーディを送り出して、このざまだ。けどせめて、強敵だったと思ってくれよ。そう、思われてぇんだ」

　ギースはいつしか泣いていた。

　煤で黒ずんだ頬を、涙が伝っていた。

　それを見て、俺はギースが、決して手抜きなんてしていなかったことを理解した。

「わかった。ギース、お前は、強かったよ。確かに、俺は今、こうして立ってる。けど、何か一つ歯車が狂っていれば、きっと立場は逆だった。今までで一番、辛つらくて厳しい戦いだったよ」

「ヘッ……ヘヘッ、ありがとうよ、ルーデウス」

　強かったのは、間違いない。俺は彼に勝つのに、一年かかった。一年かけて準備して……いや、もっと長い時間をかけて積み重ねてきたものをぶつけたんだ。

　強くないはずがない。

「ギース」

　そこで、ふと、ギレーヌが前に出た。

　ギレーヌがギースを見下ろす。その表情は、前髪に隠れて、よく見えない。

「よぉ、ギレーヌ。久しぶりだな」

「ああ」

「先逝いくぜ」

「ああ、パウロによろしく頼む」

「おう……もし、お前も来たら、その時は、飲もうや。酔っ払ったパウロがお前の胸に顔突っ込んで、ゼニスがむくれるところ、また見てぇや……」

「ゼニスは、まだしばらくは逝かん。あたしの方が先だろう」

「ヘッ、わかってるよ……ま、皆でまた、って、こと、だよ……」

　そこで、ギースの動きが止まった。

　スッと、ギースの何かが落ちた。

　話の途中だというのに、唐突に。

「……」

　ギレーヌの耳が、ピクリと動く。

　尻尾が、力なく垂れた。

「……死んだ」

　ギースが、死んだ。
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　ギースを倒した。

　そう考えてもいいはずだが、やはり心は晴れない。

　自分がショックを受けているのがわかる。

　やはり知り合いが目の前で死ぬというのは、割り切れないものがある。

　敵だし、倒さなければならないという意識はあった。

　でも、別にギースを心の底から憎んでいたわけじゃない。

　もっとも、もし今回の戦いで敗北し、エリスか誰かが死んでいたら、憎むことになったのかもしれないが。

　そうなっていたほうが、今の心境は、スッキリしていただろうか。

　憎きアイツを倒したと、やり返してやった、と。

　わからんな。

　ただ言えることは、こうしてぐだぐだと考えていられるのは、今回の戦いで俺の大切な人が誰一人としていなくならなかったからだ。

　俺は勝利条件を満たした。

　オルステッドの力を温存したまま使徒を全滅させた。

　苦戦もあったし失敗もあったが、俺にしては珍しい、完全勝利だ。

　ギースがあんな風に死んだことで、それにミソをつけたいだけかもしれない。

　もしかすると、うまくやればギースがこっちに寝返ってくれたかもとか、そんなことを、心のどこかで考えていたのかもしれない。

　言っても詮せん無ない話だ。

　まぁ、せめて、骨を持ち帰り、墓ぐらいは作ってやろう。

　パウロの隣で、いいよな。一緒にって言ってたもんな。

　そんなことを、俺はギースの死体を焼きながら考えた。

「……」

　ギレーヌは、俺たちがギースを荼だ毘びに付すのを、じっと見ていた。

　終わって、骨を回収した後も、心なしか、その耳と尻尾に、元気がないように見えた。

「帰りましょうか」

「ああ」

　谷を渡った。

　何にせよ、今度こそ、終わりだ。

　疲れた。魔力も、もう残り少ない。体力的にも、グッタリだ。

　横になれば、今すぐ意識が落ちるだろう。バーディガーディを封印するまで、眠るわけにはいかないが……。

　でも、早く、シャリーアに戻りたい。

　まずはベッドでぐっすりと眠りたい。

　起きたら、食事だ。

　米を食おう。そうだ、この国には醤油しょうゆがある。完璧な卵掛けご飯が食べられる。

　帰ったら、食べよう。

　腹いっぱい、食べよう。

　その後はやっぱり、エロいことだな。ギースと共に、禁欲のルーデウスは死んだ。

　シルフィと、ロキシーと、エリスと……誰にしようか。

　いっそ、三人同時はどうだろうか。エリスは嫌がるだろうけど、でも、一度ぐらい、頼んでみるのも、いいんじゃないだろうか。

　せっかくだし。そう、せっかくだしね。

　今回の戦いの反省会は後回しだ。

　ギースが言っていたことも、今はひとまず忘れよう。

　とにかく、休もう。

　疲れたよ。

「……ルーデウス」

　俺がぐったりとした体を引きずるように歩いていると、後ろから声がかかった。

　ルイジェルドだ。

　一番後ろを歩いていた彼は、後ろを振り返っていた。

　後ろ、谷の方を。

「どうしました？」

「敵だ」

「え？」

　谷の縁に、手がかかっていた。

　手。手だ。何かが、谷から上がってきた。

　何か？　いいや、何かなどと曖昧な言い方などするものか。

　あの手。手の色は、金色だ。金色の篭手だ。

「嘘だろ」

　バーディガーディ。早すぎるだろう。

　でも、そうか。考えてみれば、俺は腕を数本落とした後、体を谷へと落とした。

　体はほぼ消滅していたように見えたが、しかし、多少大きなパーツは残っていてもおかしくない。

　あるいは細かくとも残った部分を集結させれば、短期間での復活は可能だったということだろうか。

　不死身の魔王は、そこまで不死身なのか……？

「……」

　硬直する俺たちを尻目に、鎧が谷から上がってきた。

　だが、形が違った。

　腕は二本で、倒した時と同じだが、全体的なデザインが変わっていた。

　兜かぶとの形も違うし、背丈も小さい。

　二メートルもない。

　その上、剣を持っていた。巨大な剣だ。

　王竜王から作りだされた、世界最強の剣を。

　違う。

　こいつは違う。こいつは、バーディガーディではない。

「英雄は、どれだけ追い詰められても、復活し、逆転する。やっぱり、そういう風にできている」

　その声と、英雄という響き。

　忘れるはずもない。

「北神カールマン三世、アレクサンダー・ライバック……！」

　生きていたのか。

　死んだと思ったのに。あの時は、ピクリとも動かなかったのに。生きていたのか。

　でもそうか。

　考えてみれば、彼も不死魔族の血筋。時間さえかければ、復活できるということなのか。

　いや、違う。

　背筋がゾワッとする。理解してしまった。

　あれだ。ギースの言っていた、『最後の策』だ。

　これか。最初からそのつもりだったのか。それとも、途中から切り替えたのか。

　おかしいと思った。闘神鎧が再生しないのは、おかしいと思ったんだ。

　あれは、意図的に、再生させなかったのだ。そして、谷の下で、アレクが闘神鎧を身につけて、復活した。

　もしかすると、昨日、ギースが死んだふりをした時に、その下準備をしていたのかもしれない。

　谷の底に闘神鎧とバーディガーディの一部を落として、アレクを復活させるために……。

　くそっ。

　まだやらなければいけないのか。まだ戦わなきゃいけないのか。

　もうウンザリだ。もう終わりでいいだろう。いいかげんにしろよ、なぜ、一度倒した奴が今さら出てくるんだ。

　いや、俺のせいか。

　アレクの死体をきちんと確認しなかった。倒した、それがトドメだと思い込んで、そのまま放置した。

　焼いてでもいれば、また違ったかもしれないが、そのままにした。

　でも、どうすりゃよかったんだ、あの状況で。あれ以上。

　まあ……いい。

　過ぎたこと、やってしまったことだ。

　どうする。もう、零式はない。援軍もない。

　ギレーヌと、イゾルテと、ルイジェルド。そして、魔力が枯渇寸前の俺。

　武器も、防具もない。打つ手もない。勝てる気がしない。

　何をすればいい？

　何をすれば、闘神鎧を身につけた北神カールマン三世に勝てる？

　オルステッドに出張ってもらう？　馬鹿言え。なんのために俺はここにいる。

　ならせめて、力を削らないと……どうすれば？

「……」

　呆ぼう然ぜんと見続ける俺を、アレクは見ている。

　俺がそこにいることに、何の疑問も持たぬように。待っていたのが当然とでも言わんばかりに。

「ルーデウス・グレイラット……未熟者と言ったことは、謝ります。あなたは、立派な戦士だ。見た目と違い、僕にふさわしい敵でした。お陰で、僕はまた一段階、強くなれました。礼を言います」

　ぐったりとした体を、黄金の鎧へと向ける。

　どうせ、逃げても追いつかれる。時間稼ぎができるだけの戦力もない。

　なら、あがこう。残った全てを使って、あがこう。それだけ考えて足を踏み出し──。

「……あ？」

　気づけば地面に倒れていた。

「今の僕は、誰にでも勝てる」

　アレクにふっ飛ばされたのだと気づいたのは、周囲に三人、転がっていたからだ。

　ルイジェルドも、ギレーヌも、イゾルテも。

　一撃で転ばされたのだ、と。

「僕をさらに強くしてくれたお礼だルーデウス。命は助けてあげますよ」

　遅れて激痛が走る。足が折れていた。

　速すぎる。何もわからなかった。

　予見眼は開いていなかったとはいえ、何の反応もできなかった。

　いや、俺以外の三人が誰も反応できなかった。仮に予見眼を開いていたとしても、変わらないか。

　これが、本来の闘神鎧の力ということなのだろうか。

　中身が強くなれば、それを伸ばす……。

　いや、違うな。別にバーディガーディが弱かったわけじゃない。あれはあれで、強いのだ。

　ただ、中身が変われば、ガラリと性能が変わるだけ。中身に対応して、形を変える……。

　最強の、鎧。

「では、さようなら」

　歩み去るアレク。

　驚いている暇はない。俺はすぐに治癒魔術を唱え、周囲の三人を治療する。

　三人は気絶している。瀕死だが、まだ死んではいない。

　アレクの情けか。クソッ。まだナメてられてるのか。

　まあいい。悪いことじゃない。

　三人を治療した後、その体を土砦アースフォートレスで隠し、アレクを追う。

　追って、どうするか、プランなどない。シルフィはもう村にたどり着いているのか、オルステッドはどう動くつもりなのか。

　わからない。

　だが、彼の行く先には、守らなければならないものがある。

　エリスに、シルフィに、ノルンに。そしてスペルド族の面々もそうだ。

　蹂じゅう躙りんされるわけにはいかない。

　追いかけない理由がない。

　足はあまり動かない。ガクガクと意に反した反応を返してくる。

　しかし、それでも走れた。

　黄金の鎧を追って、前に進んだ。
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　スペルド族の村は、あまりにも静かだった。

　たどり着いた時、すでに終わっているものだと思ってしまうほどに。

「……なぜだ、なぜ誰もいない！」

　アレクが喚いていた。

　入り口の柵をくぐって中に入った時、そこには誰もいなかった。

　スペルド族がいない。ノルンもジュリもいない。怪我人として運び込まれたはずのクリフたちも。

　オルステッドに伝言を残してくれたはずのシルフィやエリスも。

　全く、気配がない。

　人間が、こつ然と、姿を消していた。

「どういうことだ！　ルーデウスはここを守っていたんじゃないのか!?」

　そうだよ。俺はここを守っていたんだよ。

　おかしいな。さっきまで、みんないたのに。

　時間にして……どんなもんだ？

　ここから谷までの時間が三時間ぐらいで。行きは零式に乗っていたし、かなり急いでいたから一時間程度として、それからバーディガーディと戦って、ギースを捜して、帰ってきて……五、六時間前か？

　その時は、確かに、みんないた。

　急いでいたからあまり周囲は見なかったが、みんないたはずだ。

　あれ？　いや、まて。なんか、いすぎなかったか？

　いないはずの奴がいなかったか？

「くそっ……まんまとお前に騙だまされたということか……ルーデウス・グレイラット！」

　アレクが振り返る。

　全身から怒りの気配を発しながら、振り返る。

　誤解だ。俺だって知らない。

　今、ここにオルステッドがいないなら、なんで俺はこんな危険な奴を追いかけてきたんだ。

　馬鹿じゃないか。生かしてもらえてラッキーとばかりに、森の外に逃げればよかったじゃないか。

「オルステッドもスペルド族も、最初からいなかった。そういうことなんだろう？」

「……いや、スペルド族は……ルイジェルドさんも、いたじゃないですか？」

　今にも襲われそうな気配を察知しつつ、後ろに下がる。

　もう、何がなんだかわからない。

　もしかして、これは俺が見ている夢なんじゃなかろうか。

　冥王あたりが生き残っていて、俺たちがバーディガーディを倒すあたりから夢を見せているのではなかろうか。

「生かしておいてやろうと思ったけど、やめです。そこまで僕と最後まで戦いたいというのなら、望み通りにしてあげますよ……」

　やばい。意味がわからない。

　逃げないと。戦う理由がない、逃げないと。

　そう思って踵きびすを返そうと思ったところで──。




　ぞくりと、背筋が凍った。




　足が止まる。

　アレクが何かをした？

　いいや違う。彼もまた、硬直している。

「な、なんだ、この寒気は」

　怯おびえたような声を出して、キョロキョロと周囲を見回している。闘神鎧を手に入れたというのに、なぜそんなに怯えるのか。




　なぜ？




　それは、呪いだからだ。人に恐怖を覚えさせる呪いだからだ。

　もっとも、俺には、その呪いは通用しない。ただ、その呪いを発している人物が、殺気をまき散らしているのは、わかる。

　俺は、この殺気に対して、ひどいトラウマを持っている。だから、怖い。

「……」

　殺気の塊が姿を現した。

　スペルド族の村の奥から。

　見慣れた黒ヘルメット姿ではない。

　銀髪で、ひどい三白眼。恐ろしい顔をした男は、ゆっくりとこちらに歩いてきていた。

「ルーデウス」

「オルステッド様……なんで……」

　オルステッド。

　彼は、片手に持ったヘルメットを、俺へと放り投げた。

　慌ててキャッチする。

「シルフィエットより話を聞いた時、すでにクリフ・グリモルの魔力は枯渇寸前だった。ゆえに、バーディガーディと闘神を封印するには不十分と判断し、ある男に頭を下げてきた。だから、少し遅れた、許せ」

　いや、そういうことじゃなくて。なんで遅れたかって理由を聞いてるんじゃなくて。

　誰もいない理由を……。

「だが、こうなっているとはな……」

　そう言って、オルステッドはアレクを見た。

　闘神鎧を身につけた、北神カールマン三世を。

「あとは任せろ」

　オルステッドはそう言って、一歩、踏み出した。

　アレクが怯えたように、一歩、後ろに下がる。

　何がなんだかわからない。俺はただ、オルステッドに聞いた。

「でも、オルステッド様、魔力が……」

「もういい。もう十分だ。俺も覚悟を決めた」

　オルステッドは頭を振った。

「覚悟って、何が……」

　彼は俺を見て、少しだけ微ほほ笑えみ、少しだけ顔を引き締める。

　世界で誰よりも恐ろしい顔をして、彼は言った。




「俺も一度ぐらい、仲間を信じて戦ってみたい」




　会話の前後が少しだけ、よくわからなかった。

　だが、なぜか心に残った。オルステッドが何かを決意してその言葉を発したのだとわかった。

「…………わかりました。じゃあ、あとは、お任せします」

　俺は下がった。

　もはや言うことはなかった。

　オルステッドに戦わせてはいけないと思っているはずなのに、口元が少しだけニヤけているのがわかった。

　俺は少しだけ、勘違いしていた。

　何をというわけではないが、オルステッドは思った以上に、俺に寄ってくれていた。

　打算ではなく感情で、味方だと思ってもらえていた。

　そして、オルステッドは、仲間を信じて戦いたいと言ってくれた。

　味方ではなく、仲間だ。

　ここから先、一人ではなく俺と。俺を使うのではなく、俺と並んで。

　だからきっと、これは負けじゃないんだと思う。

　俺は目的を達成できなかったと思ったけど、きっと、何か別の勝利条件を満たした。

　そう、思った。

「さて、『北神カールマン三世』アレクサンダー・ライバック」

「お前が、『龍神』オルステッド……か」

　名前を呼ばれて、アレクが剣を構えた。

　あれは、王竜剣カジャクト。

　そうか、あれで戦うのか。闘神鎧に王竜剣カジャクト。

　絶望的な最強装備だ。せめてどちらかだけでも、使わなくすることはできないのか。

　俺に何かすることはできないのか。

「ちょうどいい」

　そう思ったが、しかしオルステッドは違ったらしい。

　剣を構えるアレクに、ふっと余裕の笑みを向けた。全てを凍りつかせる、恐ろしい笑みを。

「闘神鎧に、王竜剣カジャクト。二つもあれば、負けた時の言い訳はできまい？」

「な！」

　アレクの殺気が膨れ上がった。

「馬鹿にしているのか!?」

「そうではない」

　オルステッドはそう言いながら、右手と左手を合わせた。

　そして、ゆっくりと離していく。

　左手から、何かが引き抜かれていく。

　一本の刀だ。

　俺はそれを見た瞬間、足が震えるのを感じた。

　あの刀、一度だけ見た。オルステッドはその刀を、ただ一言『神刀』と呼んでいた。

　多大な魔力を使う刀だと、俺はそれだけ知っている。

「ただ、完膚なきまでに打ち倒し、お前の心を叩き折りたいだけだ」

　オルステッドは神刀を正せい眼がんに構えた。

　アレクが怒りを顕あらわにする。ビリビリと震える殺気を放ち、王竜剣を構えた。

「やれるものなら、やってみろ！」

　『龍神』オルステッドと、『闘神鎧』を身にまとった『北神』アレクサンダー。

　正真正銘、最後の戦いが始まった。





　　　　★　★　★






　十数分後。

　地竜谷の森の四分の一が消失していた。

　焼け野原になった荒野、折れた大木が山積みになって転がる中、両腕を失った一人の少年が、跪ひざまずいていた。

　少年は、首に剣を当てられていた。

　呆然とした顔で剣を持つ相手の顔を見上げる少年。

　剣を持つのは、一人の男だ。

　銀髪に、三白眼。

　その体に一切の傷はない。戦いなどなかったかのように、無傷で立っていた。

　ただ、衣服が少し、汚れていた程度か。

「ここで死ぬか。俺の配下となるか、選べ」

「…………」

　龍神と闘神鎧を身につけた北神。
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　それは、あるいは伝説の戦いと呼んでも差し支えないカードだったかもしれない。

　後世に残るような組み合わせだったかもしれない。

　だが、その中身は、伝説の戦いと呼ぶには、あまりにもお粗末だった。

　あまりにも一方的で、圧倒的だった。

　正直、俺がその戦いを口で説明するのは難しい。

　俺は確かに見ていた。巻き込まれて死にかけつつ、それを見ていた。

　だが、速すぎて、ほとんど見えなかった。予見眼をもってしても、二人が何をしていたのか、わからなかった。

　ただ、戦いはオルステッドが常に優勢だったのはわかった。

　アレクがそれを覆そうとしても、その都度、全て完膚なきまでに叩き潰されていたのはわかった。

　完全に力の差があった。

　闘神鎧と王竜剣をもってしても、指一本、触れることすら叶かなわなかった。

　闘神鎧は完全に砕かれた。鎧自体の再生は始まっているが、アレクの身体からは分離された。

　王竜剣はアレクの腕ごと、すぐ近くに落ちている。

　すでにアレクに戦意はなかった。

　敗北者の目で、口を半開きにして、恐怖を顔に張り付かせ、涙を流しながらオルステッドを見上げていた。

　そこには、英雄になるなどと息巻いていた少年の顔はなかった。

　完全に心を叩き折られた一匹の負け犬がいるだけだった。

「…………配下に、なります」

　長い沈黙の末、アレクはそう言った。




　今度こそ、本当に、最後の戦いが終わった。







第四話「戦いの終わり」




　一ヶ月が経過した。

　俺は今、地竜谷の森の出口付近にいる。

　周囲には、簡易的に建てられた木造建築の家屋が並び、木々を切り開いた広場では、様々な人々がせわしなく歩き回っている。スペルド族とビヘイリル王国で雇った人族の大工や人夫、木こりに……ルード傭よう兵へい団。

「お兄ちゃん、東側の森も少し拓ひらいてもらっていい？」

　もちろんアイシャもいる。彼女は村を闊かっ歩ぽしつつ、各所に指示を出している。

　リニアとプルセナは、その指示を受けた団員を指揮している、という感じだ。

　これじゃあ、誰が本当の団長かわからんな。

「ああ、わかった」

　俺も彼らに交じり、スペルド族の村の復興にあたっていた。

　魔術で森を拓いたり、土魔術で家の土台を作ったり、地竜谷と村までの道を作ったり。

　やることはたくさんあった。




　さて。

　なぜ、ここにアイシャとルード傭兵団がいるのか。なぜ、アレクが来た時に、オルステッド以外に誰もいなかったのか。

　それを説明しなければなるまい。

　もっとも、説明といっても一言で済む。

　アイシャの仕業だ。仕業というと何かイタズラをしでかしたようだから、仕事と言い換えるか。

　アイシャの仕事だ。

　転移魔法陣と通信石版が停止した時、アイシャと傭兵団もまた、混乱の極地にあった。

　遠い異国の地で連絡と移動を封じられ、生まれる不安と焦り。

　そんな中、アイシャは冷静だった。

　冷静に状況を判断し、考えた。現場で戦いが始まったのであれば、国境付近にいる自分たちが現場に向かっても遅すぎるし、できることも少ないだろう、と。

　アイシャが出した結論は、ギースが脱出してくる可能性を考慮しつつ、転移魔法陣の回復に努めることだった。

　要するに、インフラの復旧である。

　とはいえ、転移魔法陣に加え、アイシャの持っていた予備の魔法陣に対応している事務所の魔法陣も全て破壊された。打つ手はない。

　と、俺なら諦めただろう。実際、諦めた。

　しかしアイシャは思いついた。

　彼女の天才的な頭脳は思い出したのだ。ある人物の秘術を。

　その秘術とは、片方が潰つぶれた転移魔法陣を把握して、それに対応する魔法陣を新たに描くことで、好きなところに移動する技術だ。

　ある人物とは誰か。

　そう、『甲龍王』ペルギウス・ドーラである。

　彼女はペルギウスに頼み込むべく、国境付近の七大列強の石碑を捜索。

　発見次第、ペルギウスの笛を使って空中城じょう塞さいへ。

　俺たちが魔族を助けようとしていると知って渋るペルギウスだったが、ある言葉をきっかけに「一つだけつなげてやる」と言い、アイシャは国境付近の魔法陣とスペルド族の村への転移魔法陣をつなげてもらうことを選択した。

　というわけだ。

「よくペルギウス様が了承してくれたよな」

「かなり渋ってたんだけどね、この戦いでオルステッドに貸しを作れるって言ったら、了承してくれたよ」

　その後、俺が戦っている最中にスペルド族の村へと移動。

　事情を聞いてすぐに転移魔法陣を用いて、住人その他を国境付近の町に避難させた……と。

　もしシャリーアに戻ったロキシーが魔導鎧マジックアーマー零式の召喚ではなく、普通の転移魔法陣を優先していたら、危うく無駄になるところだったが……。

　うまいこと、ロキシーのミスをアイシャがフォローした感じだ。

　仕方ないこととはいえ、そのへんはロキシーもかなり恐縮し、縮こまっていた。

「この辺？」

「うん、ばーっとやっちゃって。多少広めに作っておいたほうがいいでしょ？」

「そうだな、わかった」

「終わったらまた呼んでね、木材とか運ぶの、傭兵団にやらせるから」

「了解」

　そして、戦いから一ヶ月。

　警戒しつつ戦いに備えてはいたものの、次の戦いはなかった。

　もはや戦いはないだろう。

　ということで、ロキシー、シルフィ、ザノバといった面々は、シャリーアの方へと戻ってもらった。エリスも、彼女らを護衛するという名目で同行していただいた。

　零式の召喚魔法陣や、避難に使った魔法陣はオルステッドとアレクの戦いで消失したため、またペルギウスに送ってもらった形だ。

　シャリーアに戻ってもらった連中には、事務所の再建や、通信石版、転移魔法陣の復旧に当たってもらっている。

　シャリーアの方は何事もなかったそうだ。受付のエルフ子ちゃんも無事。事務所の地下に眠っていた武器防具類や、毎日オルステッドが書いていた書類が埋まってしまった程度だ。

　避難していたスペルド族の面々は国境付近から、第二都市イレルの魔法陣へと再接続して戻ってきた。

　その後、正式にビヘイリル王国へと迎えられた。

　ビヘイリル王国はスペルド族を国民として迎え入れることに、肯定的だった。

　第三都市と鬼神をも失った彼らはノーと言える状態ではない、ということもあるだろう。

　国内に迎え入れる措置として、村から最低でも三人は出向し、国のために従事すること、という条件を追加で出された。

　これは、鬼族と同様のものだそうだ。

　ひとまず、その三人の選定も終わり、現在は村の復興に向けて動き出した。

　このまま何事もなく復興が続けば、ビヘイリル王国の国内にスペルド族の居場所が出来るだろう。

　使徒を全て打ち倒し、スペルド族と鬼族、ビヘイリル王国を仲間に加えた。

　俺たちは、勝った。

　だが、果たして本当に勝利したと言えるのだろうか。

「ルーデウス殿」

「シャンドルさん」

　考えながら森林伐採を続けていると、いつしかシャンドルが背後に立っていた。

　シャンドルだけではない。ギレーヌにイゾルテ、ドーガの姿もある。

　シャンドルが戻ってきたのは、戦いから十日ほど経過した後だった。

　彼は闘神との戦いで瀕死の重傷を負った上、海に叩たたき落とされた。

　しかし、なんとか鬼ヶ島に漂着、そこで回復に努めていたそうだ。

　闘神と戦って、よくぞ生きて戻ってきたというべきか。

　ただ再会した時は、なんだかやけに気まずそうにしていた。

　やはり北神カールマンの名を冠するともなれば、敗北そのものが恥ずかしいのかもしれない。

　いや、そういうのと関係なく、普段から大物ぶっているから恥ずかしいのかもな……。

「お疲れ様です。どうしました？」

「いいえ、ただ、我らは、そろそろアスラに戻ろうかと思いまして。お別れの挨拶に」

「……ああ」

　シャンドルたちの仕事は終わった。

　彼らは、あくまでアリエルの配下なのだ。戦いがないのであれば、帰らなければならない。

「シャンドルさん。ありがとうございました。あなたがいなければ、この状況はなかった」

「お礼なら、アリエル陛下に」

「もちろんです。陛下には、この先、何かあったら真っ先に俺に知らせるように伝えてください。協力は惜しまない、と」

「わかりました」

　シャンドル、ドーガ、ギレーヌ、イゾルテ。

　どれも王級以上の強力な剣士だ。

　これほどの手駒を用意してくれたアリエルには、感謝してもしきれない。

「ギレーヌも、ありがとうございました」

「いや、礼はいい……ただ、今度、また墓参りに顔を出そうと思っている」

「わかりました。お待ちしてます」

　ギレーヌはそんな一言だけ。

「ドーガも、ありがとう。谷に落ちた時、お前がいなければ俺は死んでた」

「うす」

「もし、個人的に困ったことがあったら言ってくれ。俺も命の恩は返したい」

「うす！」

　ドーガは「うす」だけ。だが、若干寂しそうだ。

「イゾルテさんも、ありがとうございました。あそこで立ち塞ふさがってもらわなければ、俺は死んでいた」

「いいえ、いろいろと学ぶことの多い戦いでした。こちらこそ、ありがとうございます」

　イゾルテは優雅に一礼をして、にこやかに微ほほ笑えんだ。

　相変わらず顔も立ち居振る舞いも綺き麗れいな人だ。

　これで未婚だというのだから、アスラの男たちは何をやっているんだと言いたくなるな。

「医師団の方々にも、宜よろしくお伝えください」

「はい、では……失礼致します」

　シャンドルは一礼をして踵きびすを返す。

　が、その背中に、俺は言い忘れていたことを思い出し、呼び止めた。

「その、アトーフェ様に関しては、残念でした」

　シャンドルは帰ってきた。

　だが、帰ってきたのは、彼だけだった。

　アトーフェは、行方不明のままだ。

　どうやら海に流されてしまったらしい。あと数年は見つからないだろう。ムーアも同様である。

「……母上に関しては、心配はいらないでしょう。しばらくしたら、またひょっこり顔を出すかと思います。本当に残念だったのは、鬼神殿かと」

「そう……ですね」

　鬼神は死亡が確認された。

　彼は闘神相手に善戦したが、不死魔族ではない。最後には、力尽き、死亡した。

　せっかく、手打ちできたというのに。残念だ。

「もっとも、死者を悔やんでも仕方はありません」

「そうですね。先を見なくては」

　俺は彼と約束した。

　彼が死んだら、鬼族の生き残りを保護する、と。

　今のところ鬼族を脅かす存在はいないが、もし何かあった時には、約束だけでも、守りたいものだ。

「では、失礼します」

「はい。お疲れ様でした」

「ああそうだ……アレクを、よろしくお願いします」

「……はい」

　シャンドルはそう言って、立ち去った。

　と、彼らと入れ替わるように、クリフが歩いてくるのが見えた。

　エリナリーゼも一緒だ。

「ルーデウス」

「クリフ先輩」

「彼らも帰るのか」

「はい、クリフ先輩もですか？」

「ああ。ひと通り終わったようだし……結局、疫病の原因もわからなかったけど、一ヶ月経過しても再発もないし、住む場所も変えたし……ひとまず帰ることにするよ」

　クリフにも、世話になった。

　彼がいなければ、疫病は治療できなかっただろう。疫病というか、冥王の仕業だったのかもしれないが。

「クリフ先輩。ありがとうございました。あなたが来てくれなかったら、どうなっていたか……」

「まぁ、君のことだから、自力でなんとかしたと思うけどな。また疫病が再発するようだったら、連絡してくれ」

「はい……クリフ先輩には、お世話になってばかりで、なんとお礼を言えばいいのか」

「僕がリーゼとクライブを置いてミリスで頑張れるのは、君の家族がシャリーアで面倒を見てくれるからだ。お互い様だよ」

　そう言ってもらえると、ありがたいな。

「じゃあ、また……ああ、帰り際に君の家にも寄るつもりだけど、何か伝言はあるか？」

「もうすぐ帰る、と」

「わかった」

　クリフはそう言って、去っていった。

　最後に、エリナリーゼが俺にウインクしてきた。彼女にもお世話になったが、何も言えなかったな……。まぁ、近所づきあいだし、行動で示していこう。

　しかし、今回もいろんな人に助けられたな。

　まずはクリフ。彼がいなければ、スペルド族は疫病で滅んでいたかもしれない。

　シャンドルに、ドーガ。彼らがいなければ、俺はここに立ってはいないだろう。

　アトーフェのタイミングも神がかっていた。アトーフェハンドに、ジャストなタイミングでの鬼ヶ島への攻撃。こうして生きているのは、アトーフェのお陰とも言える。

　そのアトーフェが行方不明のままというのは、あまりにも恩知らずすぎるため、落ち着いたら海の方にも繰り出して、捜索したいところだ。

　戦いは終わり、皆が帰っていく。

　大きなイベントが終わり、解散する感じに似ている。

　なんとも寂しい。

「よし」

　なんて考えているうちに、森林伐採が終わった。

　目の前に広がる綺麗な大地。根こそぎ引っこ抜いた大木は、土魔術で綺麗に並べてある。

　我ながら、いい仕事をした。

「さて、アイシャは……と」

　振り返ると、ちょうど、ルイジェルドとノルンが歩いてくるところだった。

「あ、兄さん」

「ノルン！　いいところにきた。ちょっと、アイシャに伐採が終わったって伝えてきてくれないか？」

「はい、わかりました」

　ノルンはすぐに踵を返し、村の方へと走っていった。

　残されたルイジェルドは、俺の方へと歩いてきた。

「ルーデウス」

「ルイジェルドさん」

「すまんな。いろいろと、助かる」

「それは言わない約束ですよ、おとっつぁん」

「そんな約束はしていない」

「ですね」

　ルイジェルドは、村の復興に従事している。

　その後は、恐らく俺たちの事務所に出入りするようになるか、ビヘイリル王国との交渉役に収まるだろう。

　ノルンはそんなルイジェルドにくっついて回っている。

　彼女も、せめてこの村が出来上がるまでは、こっちで手伝いを続けるつもりのようだ。

「村が完成したら、またシャリーアの方にも来てください」

「ああ、俺もお前の子供が見たい」

「超カワイイですよ」

「自分の子供はそういうものだ」

　ルイジェルドは笑い、そして俺を見た。背の高さはもうさほど変わらない。

「……お前は、本当に強くなったな。七大列強にまでなるとは思ってもみなかった」

「今だったら、ルイジェルドさんも簡単になれますよ。ルイジェルドさんなら、俺なんてワンパンですよ、ワンパン」

「冗談を言うな」

「けど、俺がたった一人の力でなれたわけじゃないってのは、確かですから」

「それも、お前の力なのだろうな」

「どうでしょうね」

「……」

　ルイジェルドは少し俺を見て、フッと笑い、首にかけていたペンダントをはずし、俺にさしだした。

　ロキシーのペンダントだ。

「今こそ、これを返そう」

「でも、これは……」

「やはり、これはお前が持っていろ」

　最初にルイジェルドと別れた時、彼に渡したペンダント。

　ロキシーのペンダント。いつしか、俺のマークとなっていたらしい、ペンダント。

　俺が、この世界を歩き始めたきっかけとなったペンダントだ。

「わかりました」

　俺はペンダントを受け取った。

　かつて、コレを彼に渡した時は、些さ細さいな理由からだった。

　別れる時は、返してもらう必要はない、持っていてくれと願った。あるいは、彼とのつながりが欲しくて。

　だが、今は、返してもらった。

　もう、彼は同胞だから。もう、これからしばらく、別れはないのだから。

「ルイジェルドさん、これからもお願いします」

「ああ。力不足かもしれんがな」

「足りない分は、互いに補いましょう」

「フッ、そうだな」

　俺は笑い、ルイジェルドも微笑んだ。
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　ノルンが傭兵団を連れて戻ってきて、ルイジェルドも去った。

　俺は現場から離れ、魔法陣の方へと歩いていた。

　そろそろ、一度シャリーアに戻ろうと思ったのだ。

「！」

　そこで俺は、前方から近づいてくる人物に気づいた。

　オルステッドだ。いつも通りの、黒いヘルメット。

　一人ではない。彼の後ろには、黒髪の少年が忠臣のように付き従っていた。

　アレクサンダー・ライバックだ。

「……」

　あの日以来、彼はオルステッドに配下として付き従うようになった。

　まるで、アトーフェに対するムーアのように。ペルギウスに対するシルヴァリルのように。

　百年前からこのポジションにいました、と言わんばかりに。

　俺の方が古参だと主張したいところだが、喧けん嘩かしたら負けるので何も言わない。

　が、彼の姿を見ると、どうしても警戒してしまう。

「何か？」

「……いや」

「失礼があったのなら、おっしゃってください。すぐに直しますので」

　もっとも、俺の警戒をよそに、アレクはあの日以来、従順になった。

　何か裏があるんじゃないかと思えるぐらい、素直になった。オルステッドはもちろん、俺に対しても絶対服従だ。

「警戒なさるのはわかります。ですが、僕は先日の戦いで、身の程をわきまえました。自分がいかに未熟で、いかに矮わい小しょうだったのかを。しばらくはオルステッド様とルーデウス様の下で研けん鑽さんを積ませていただき、そして、その中で、改めて英雄とはなにか、北神とはなにかを探っていくつもりです。その証拠として、そして自らの戒めとして、こうして利き腕を封印してもらったのですから」

　そう言って、アレクは右手を上げてみせる。

　彼の右手は、手首のあたりでスッパリと斬り落とされ、切断面には文様が刻まれている。

　オルステッドが施した封印術である。

　不死魔族の血が流れるアレクは、バラバラにされても再生する。

　バーディガーディやアトーフェほどのスピードではないにしても、時間をかけて確実に再生する。

　なので、彼は利き手を切り落とし、再生しないようにオルステッドに封印を願い出たのだ。

　忠誠の証あかしとして。

　ちなみに、その封印魔法陣に魔力を込めたのは、俺である。

「左手だけなら、脅威ではないでしょう」

「……いや、君なら、両腕なくても俺をやれると思うよ。ヘッドバッドとかで」

「ご謙遜を……いえ、そうした謙虚さが大事なのでしょうね。これからも、ご指導ご鞭べん撻たつのほどをお願いします」

「う、うん……でも本当に、そう思ってるからね……」

　オルステッドはそんなアレクを信用しているようで、近くに侍はべらせて、何も言わない。

　だが、俺はいつかアレクに後ろから刺されそうな気がする。

　正直、怖い。そんな賢い奴じゃないとわかっていても、怖いものは怖い。

「……あの、列強の地位とか、また欲しいなーって思ったら、言ってね。すぐ返すから」

「いえ、それは自分がもう未熟ではない、と思えた時に改めてお願いします」

「ちゃんとお願いしてね？　後ろから不意打ちとかはダメだよ？」

「もしかすると、ルーデウス殿ではなく、剣神殿の方に挑むかもしれませんが、もちろん、やるとなれば真正面から堂々と！」

「みねうちでやろうね？　殺しあうのはやめようね？」

「はい！」

　現在、俺の列強の順位は七位。

　一位『技神』ラプラス。

　二位『龍神』オルステッド。

　三位『闘神』バーディガーディ。

　四位『魔神』ラプラス。

　五位『死神』ランドルフ。

　六位『剣神』ジノ・ブリッツ。

　七位『泥沼』ルーデウス・グレイラット。

　という形だ。

　俺だけ場違い感が凄すごくて、嫌になる。

　これから先、列強の順位を求めて襲い掛かってくる連中もいるのだろう。気が重い。

　もっとも、俺のマークはミグルド族のマークだ。

　今まで、俺自身がそのマークを見せびらかしたことは少ない。先ほどロキシーペンダントを返してもらったが、見せびらかすつもりはないので、誰が列強か、なんてのはわかるまい。

　知名度もそう高くないはずだし、そうそう挑戦者は来ないはずだ。うん。

　しばらくは、七位『正体不明』でいこうと思う。うん。

　ちなみに、あの戦いにおいて、闘神の順位は変わらなかった。

　オルステッド曰いわく、闘とう神しん鎧がいを完全に破壊しない限りは、変動しないということらしい。

　俺はやる気に満ちた表情のアレクから目をそらし、オルステッドを見た。

「オルステッド様……その、お加減の方は、いかがですか？」

　俺は会話を黙って聞いていたオルステッドに顔を向ける。

「悪くはない。別に、多少魔力を使った程度で、そうそう悪くなるものでもない」

　最後の闘いで、オルステッドは魔力を使った。

　大量の魔力だ。全体量の、半分ぐらいだという。

　俺の目からは楽勝に見えたし、実際にＨＰが満タンでＭＰを半分しか使わなかったというのだから、楽勝なのは間違いない。

　だが、このＭＰが回復しないとなると、話は別だ。

　オルステッドはこの戦いで、ラプラスとヒトガミのために温存しておいた魔力を使ってしまったのだ。

　俺たちは勝利した。

　だが、ヒトガミもまた、勝利条件を満たした。

　それを、勝利と言えるのだろうか。

「仲間は増え、敵は減った。これから先、魔力を使う機会は今以上に少なくなるだろう」

　もっとも、オルステッドは気にしていないようだった。

　開き直っているのかもしれない。

「だと、いいですが」

「そうではないとしても、今回はいつもと違う。なら、いつもと違う方向に進めばいいだけだ。もう、その覚悟はできている」

　オルステッドは俺に賭けてくれた。

　ラプラスとヒトガミに使う魔力を使ってでも、俺と共に戦えばと思ってくれた。

　今回は、完全に勝利だと思っているようだ。

　彼が勝ったと考えているのなら、勝ちなのだろう。

　実際、死人もほとんど出なかったしな。

　鬼神と、スペルド族が数名、アトーフェ親衛隊が数名。

　こっちの被害はそれだけだ。

　負けたと思える要素は、オルステッドの魔力だけだ。

「あ、それで、何のご用でしたか？」

「そろそろ、シャリーアに戻る」

「了解しました。俺も一度戻ろうと思っていたところです……あ、でも事務所はまだ建てなおされていないと思いますが？」

「構わん、寝るところぐらいはあるだろ」

　転移魔法陣用の地下室は、最低限、魔術で掘ったとはいえ、これから復旧作業を続けるのであれば、拡張作業も必要だろう。

　今回、鬼神に破壊されたことを受けて、対策も考えなきゃいけない。

　もっとも今のところ、いい案は浮かばない。いっそ、主要な国以外の魔法陣はないほうがいいかもしれない。今まで、敵に利用され、攻め入られるという可能性を、驚くほど考慮していなかったし。

「その前に、最後に奴の姿を見ていこうと思う」

「……」

　奴、か。

「お供します」
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　その日の夜、俺とオルステッドは、地竜谷へと赴いた。

　地竜谷の底。

　青いキノコと苔こけの生い茂る平へい坦たんな道。壁面に隠すように作られた、小さな穴。

　高さ一メートル程度の穴で、やや湾曲しているため、外から見ると、すぐに行き止まりになっているように見える。

　だが、十メートルほど奥に行くと、大きな空間があった。

　そこでは、一本の剣を中心とした巨大な魔法陣が光を放っていた。

　巨大といっても、せいぜい半径五メートル。

　その中で、一人の男が寝転んでいた。

「ふむ、来たか」

　魔王バーディガーディである。

　彼の肉体は五つに分けられ、それぞれ、この谷の別の場所に封印を施した。

　本体が、ここだ。

　この結界は、残り四つの封印を解かなければ、解けることはない。

　そして、結界はバーディガーディの肉体の魔力によって動作し、闘神鎧と王竜剣によって増幅され、維持される。

　半永久的に動作し続ける。

　ペルギウス謹製の結界魔法陣。

　魔神を封印するために作られた神級結界魔術である。

　媒体となる封印対象と、媒介となる魔道具が強ければ強いほど、結界の強度は増す。

　闘神鎧に加えて、王竜剣まで使ったこの結界は、オルステッドでも脱出手段がないほどに強力だそうだ。

　二つの神級装備を結界の一部に使ったのは少々もったいなかったかもしれない。

　しかし、両方とも自分たちで使うより、敵に使われたほうが恐ろしい武具である。

　最近も転移魔法陣を敵に使われたばかりだし、ここでこうして使ってしまうのも悪くない。

　この封印があるかぎり、バーディガーディだけでなく、闘神鎧も王竜剣も封印されているも同然なのだから。

　これを突破されるのであれば、諦めるほかない。

　という判断だ。

　オルステッドは、この結界の設置をペルギウスに願った。

　頭を下げて、力を貸してほしいと。そして、ペルギウスはそれに了承した。

　それは今回の結界の設置に限った話ではない。

　ペルギウスはオルステッドの同胞、仲間となったのだ。

　だが、ペルギウスは後に殺さなければいけない相手。オルステッドは、裏切りの道を選んだのだ。

　ペルギウスにも、オルステッドにも恩はある。

　個人的には、複雑な気持ちだ。

　だが、オルステッドがその道を選びたくなかったというのはわかる。その上でオルステッドが選んだのなら、俺がとやかく言えることではない。

　せめて、龍族の秘宝とやらを使わずにヒトガミの元にいく方法がわかればとは思うが、ちょっと研究した程度でそう簡単に見つからないだろうことは、わかる。

　まぁ、そのことについては、俺が考えるべきことでもないのかもしれない。

　今は、目の前の相手だ。

「申し訳ありませんね、陛下。ヒトガミの使徒ともなれば、こうするしかなかったもので」

「窮屈である。あともう少し、動けぬのか？」

　バーディガーディは、涅ね槃はん仏ぶつのポーズのまま尊大に言った。

　牢ろう獄ごくについて一家言持っている俺でも、この封印結界は窮屈だろうなと思う。

　だが、かといって殺すのは忍びない。

　殺さないでくれ、というのはキシリカの頼みでもある。

「申し訳ありませんが、これが精一杯です」

「ふむ、ならば仕方あるまい」

　バーディガーディはそう言って、フハハと笑った。

　腕は二本。体も以前に比べて小さくなっている。

　封印の結果だ。

「して、何をしに来た？　まさか、我輩の艶あで姿すがたを肴さかなに酒盛りに来たわけでもあるまい？」

「オルステッド様が、話があると」

　そう言って、俺はオルステッドに場を譲った。

「魔王バーディガーディよ」

「ふむ、こんばんは、龍神殿。本日はいかな用かな？」

「ヒトガミを捨て、俺に下れ」

　バーディガーディは一瞬、きょとんとした。

　しかし、すぐに大声で笑い出した。

「フハハハハハハハ！」

　洞どう窟くつ内に、バーディガーディの笑いがこだまする。

「嫌われ者の龍族が、不死魔族たる我輩に配下になれと言うか！」

「一時は敵となったが、貴様はルーデウスの友だ。アレックスも、アレクサンダーも、アトーフェもこちらについた、一考の余地はあろう？」

「ない！」

　ハッキリと、言い切った。

「なぜですか大おお叔父おじ様」

　入り口付近に立っていたアレクが前に出てきた。

「あなたは、敗北したのですよ？　不死魔族の掟おきてに則のっとり──」

「アレクよ、勘違いしてはいかん。それは不死魔族の掟ではない。アトーフェの俺様ルールだ」

「では、大叔父様は、ヒトガミとやらに忠誠を誓っていると？」

「違う」

　バーディガーディは身体を起こし、首を振った。

　そして、二本しかない腕を組んで、あぐらをかいた。

「我輩は元々、誰かと戦うのは好きではないのだ。旅をし、酒を飲んで笑い、行きずりの女を口説き、抱き、時に婚約者にどやされ、友を作って酒を飲み、笑い、歌い、疲れ果てた者たちが満足そうに眠る顔を見るのが好きなのだ。今回はヒトガミが頭を下げて願うので、出向いたに過ぎん。どうしても、ルーデウス・グレイラットと龍神オルステッドを殺してほしい。今、我輩とキシリカが同じ時代に生きているのは誰のお陰か。四千二百年前のことを思い出し、かつての恩を返してくれ、とな。それに対して、我輩は『一度だけだ』と了承した」

「……」

「そして、その一度は終わった。もはや我輩は誰の味方にもならん！　戦うか、ここに封印されるかというのであれば、我輩は封印されよう」

　そういうことなら、出してやってもいい、と思えてくる。

　もちろん、ヒトガミの使徒である以上、そんな口車に乗せられる感じでホイホイと野放しにはできないが。

　うーん……。

「どのみち、貴様とヒトガミの戦いが終われば、出してくれそうであろう？」

　悩む俺にバーディガーディはニヤリと笑ってそう言った。

「……ああ」

　頷うなずくオルステッドを見て、俺は悟った。

　そうだ。

　俺が生きている間は無理だろうが、オルステッドがヒトガミとの戦いに勝利すれば、バーディガーディを捕らえておく理由もなくなる。

「百年は後になる」

「すぐではないか。おとなしく待つとしよう」

　バーディガーディはそう言って、また寝転がった。

　オルステッドは頷き、踵を返した。

　これで話は終わりか。

　あっさりだな。

「陛下……今になってこんなことを言うのもなんですが、魔法大学では、いろいろと、ありがとうございました」

「うむ。ルーデウスよ、これが最後かわからんが、おめでとう、と言っておこう」

「おめでとう、ですか？」

「貴様は勝ったゆえ、おめでとうだ」

「本当に、勝ったのでしょうか……」

　悩みどころはそこだ。

　結局、オルステッドは魔力を使ってしまった。

　最後の最後に、ミソがついてしまった。

　だが、バーディガーディはそこには言及しなかった。

「うむ。貴様はヒトガミに、敗北感を与えた」

「敗北感、ですか？」

「貴様は、ヒトガミに『こいつは何をやっても殺せない』と、そう思わせた。ヒトガミは完全にやる気をなくしていた。最後に見たヒトガミの姿は口では説明しにくいが、まさに敗北者の姿であった。ならば、それと戦っている者が勝ちでなくて、なんだというのだ」

「……それ、本当ですか？」

「なんなら、その腕輪をはずし、一度、会ってみるがいい」

　指さされ、俺は思わず、腕輪を手で隠した。

「それは……遠慮しておきます」

「そうか、それもよかろう」

　その手はくわん。

　俺はもう、ヒトガミとは会いたくもないのだ。

　でも。確かに、谷底で見た時は、切羽詰まっている感じだった。

　今回の勝利で、ヒトガミが大きな敗北感を得てしまったというのは、本当かもしれない。

　それで、やる気をなくしてもう何もしてこない、ってのは信用できないが。

「話は終わりか？」

「俺からは、もう何も」

「そうか。では、達者でな」

　オルステッドに続き、俺も踵を返す。その時、いたたまれない表情のアレクが飛び込んでくる。

「大叔父様……僕は──」

「アレクサンダーよ。英雄になりたいのであれば、己の真の敵を見つけるがよい。貴様の父が、ついぞ見つけられなかったものだ。それを打ち倒した時、貴様は父を超える英雄となろう」

「……わかりました」

　アレクもまた、踵を返した。

　俺は多分、これでバーディガーディとの今生の別れになる。

　何年かに一度、顔を出しに来てもいいが、なんのかんのと言って、封印を解いてしまうかもしれない。

　なら、来ないほうがいい。

　魔法大学出身の他の面々にも、バーディガーディをここに封印したとは教えていない。

　この場所を知る者は、俺とオルステッド、ルイジェルド、アレク、そしてペルギウスの五人だけなのだ。

　ルイジェルドには、村の入り口で、この谷に訪れる者がいないように見張ってもらう手はずになっている。

　その上、この地竜谷の底は降りてこられる者も、登れる者も少ない。

　百年ぐらいなら、偶然にも封印が解かれるということは、ないだろう。

　そして、さらに──。

「ルーデウス、入り口を」

「はい」

　小さく作った入り口を埋める。わざわざ掘り返そうとしない限り、見つかることもない。

　さようならだ。

「若き龍神よ。願わくば、貴様の呪いが解けんことを」

　最後に、バーディガーディの声がかすかに聞こえたような気がした。
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　翌日。

　まだ朝の早い時間、日が昇る前にシャリーアへと戻った。

　建設途中の新しい事務所。瓦が礫れきの残る前事務所。

　そこでは、建設の指揮を執っていたらしいザノバたちが、簡易的な宿泊所の中で雑魚寝していた。

　ザノバにも、今回は世話になった。彼とはこれからも持ちつ持たれつの関係でいきたいものだ。

「では、ルーデウス。これからも頼む」

　そして、オルステッドとも、だな。

「はい」

　俺は町の外でオルステッドと別れ、朝もやの町を歩く。

　手にはビヘイリル王国のおみやげだ。特に、醤油しょうゆの存在は大きい。これから先、この醤油があれば、俺は一生、食生活に困らないだろう。醤油はなんにでも合うからな。いや、なんにでもは言い過ぎか。

　周囲を見渡すと、以前と変わらぬ、シャリーアの町。

　人の姿も変わらない。今から畑仕事に行く者、宿の庭でトレーニングに励む冒険者。大学の教師なのか、ローブ姿の男性の姿も見える。

　彼らとすれ違いつつ、俺は雪の残る帰路を行く。

　中央広場を経由し、居住区へ。

　その光景をなにやら懐かしく感じる。

　毎日のように歩いている道だが、なぜか、ようやく帰ってきたのだという気持ちが湧いてくる。

　俺は通りから裏路地へと入った。馬車も通れないような狭い道、ほんの少しだけショートカットできるこの道は、俺にとって歩き慣れた道だ。

　路地を抜けると、我が家が見えてきた。

　門柱に巻き付くビートは、俺が近づくと、扉を開けてくれた。

　庭には、少し手入れ不足になりつつある家庭菜園。

　アルマジロのジローが、俺の姿を見つけて、擦り寄ってきた。しゃがんで頭を撫なでてやると、コロンと転がって腹を見せた。腹を撫でてやると気持ち良さそうにキュルルと鳴いた。可か愛わいい奴だ。

　その時、家の玄関が大きな音を立てて開いた。

「パパ！」

　飛び出してきたのは、俺と同じ色の髪をした小さな女の子。

　ルーシーだ。

　ルーシーはそのまま、俺の膝あたりにタックルを仕掛けてくる勢いで走ってきたので、俺は腰を落として、それを迎えた。

　ドンと、結構な衝撃と同時に、温かく柔らかい存在が俺の胸に飛び込んできた。

　いつもはシルフィの後ろに隠れてたりするからか、珍しい感じがするな。

「ただいま、ルーシー」

「……おかえりなさい！」

「いい子にしてたか？」

「うん！　あのね、ちゃんとララとアルスとジークの面倒、見てたよ！」

「そうかそうか。ルーシーはもうすっかりお姉ちゃんだな！」

　俺がそう言うと、ルーシーはギュっと抱きつく腕に力を入れてきた。

　俺はルーシーを抱きかかえ、抱っこしたまま玄関をくぐった。

　家の中からは、なんというか、ほっとする匂いがした。

　嗅ぎ慣れた我が家の匂いだ。

　最初に家を買った時から、人が増え、生活をするに従って変わりつつ、しかし慣れて何の匂いもしなくなっていたが、長期間帰らなかったせいか、それとも死地を乗り越えてきたせいか、肩の力がスッと抜けていく。

　安心する。

　もう、ここが俺の実家なんだと、そう思える匂いだ。

「おかえりなさいませ、旦那様」

「リーリャさん、母さん」

　俺がそんな実家の香りを胸に吸い込んでいると、階段の前にリーリャとゼニスの姿があった。

　リーリャは俺の姿を認めると、深々と頭を下げた。

「リーリャさん、留守番、ご苦労様でした」

「いいえ。旦那様も、無事に戻られてなによりです」

「ノルンとアイシャは、もう少し向こうにとどまるようです」

「わかりました。それにしても、本当に、ご無事でよかった……シャリーア郊外の、龍神様の御所が襲撃された時は、気が気ではありませんでした……本当に、本当によく、ご無事で……」

　リーリャはしばらく平然と会話をしていたが、やがて口元に手を押さえ、こらえきれなくなったかのように、肩を震わせながら、泣き始めてしまった。

「ご心配を、おかけしました……」

　連絡する方法もなかったから、どうしようもなかったとはいえ、確かに俺が勤めている会社の事務所が敵会社に破壊されたとなれば、心配もするか。

　実際、その心配通りになってもおかしくはなかった。

　俺だけでなく、誰が欠けてもおかしくはない戦いだった。

　誰も欠けないように、精一杯頑張ったつもりだが、それでも身内から死者が出なかったのは、奇跡と言えるだろう。

　とはいえ、もう二度とこのようなことのないようにします、なんて言えないのも確かだ。

「しばらく、大きな戦いはないかと思いますから、安心してください」

「……はい。みっともないところをお見せしてしまい、申し訳ありません」

　ふと気づくと、リーリャの背中を、ゼニスがさすっていた。

　ゼニスにも心配をかけたのだろうな。ゼニスはどうにも、負の感情が欠落しているところがあるみたいだけど、心配ぐらいはしてくれているだろう。そういう人だからな。

　ともあれ、だ。

「ただいま」

　家に足を踏み入れたことで、ようやく俺は、ギースとの長い戦いが終わりを告げたことを、改めて実感するのだった。
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　戦いの終わりを実感した翌日。

　俺はそわそわしていた。

　ギースと戦いが終わったということは、すなわち俺の誓約も終わりを告げたということだ。

　うむ、つまりそういうことなのだ。

　戦いがあまりに長すぎて、もはやそれが自然になりつつあったが、早朝に第二世代のルーデウスが自己主張を始めたことで、俺も思い出した。

　そうだ、俺の名はルーデウス・グレイラット。

　パウロ・グレイラットの息子であり、下半身に信用のないところが遺伝した男だと。

　第二世代のルーデウスには、長い間苦労と我慢をさせてしまった。

　俺はそのお陰で頑張れたとも言える。

　第一世代としては、これに報いてやらなければならない。誓約は果たされたのだ。




　俺は、まだ太陽が昇る前だが、ベッドから抜け出し、階段を降り、玄関へと向かった。

　玄関にいたのは、聖獣レオと、エリスだ。

「あら、ルーデウス。今日は早いわね」

「おはようエリス。皆は？」

「無事よ」

「そうじゃなくて、何してる？」

「……リーリャとシルフィはご飯の用意、ロキシーと子供たちと義母おかあ様さまはまだ寝てるわ。私は素振りが終わったから、少し走ってくるところよ」

「そっか」

　俺は呟つぶやいて、エリスの手を取った。

　エリスはそれに応えるように、俺の手をギュっと握り返した。

　素振りをした後だったのか、やや温かい。

　みると、エリスの顔も、ちょっと赤い。

「な、なによ？」

「エリス。今日は休日にしよう」

「っ！　わ、わかったわ」

　何をやるかなんてお見通しとでも言わんばかりの「わかったわ」だ。

　顔に出ていたかもしれない。

　大正解だ。

「レオ、悪いけど、散歩はキャンセルだ」

「……わふ」

　レオは少し残念そうな顔をしたが、俺の手を少し舐なめてから、家の中へと戻っていった。

　エリスと手をつないだまま、家の中に入る。

　そして、そのまま厨ちゅう房ぼうの方に行く。

　厨房では、リーリャとシルフィが並んで料理をしているところだった。

「シルフィ」

「あ、おはようルディ。今日は早いね」

「おはようございます、旦那様」

　いつも通りの笑みを見せるシルフィとリーリャ。

　俺はシルフィに向き直ると、自分でも驚くほど自然な笑みで言った。

「シルフィ、今日は休日にしよう」

「え？　いいけど休日って……」

　首をかしげるシルフィ。

　しかし、リーリャはすぐに思い至ったようだ。

「わかりました。奥様、料理は私がやっておきますので」

「あ……そういうことか」

　シルフィは顔を赤くしつつはにかんで笑いつつ、エリスとは逆側の手を握ってきた。

　料理中、水仕事をしていたせいか、やや冷たい。

「なんかルディがそういうこと言うのに、やけに普通の顔してるから、気づかなかったよ。エリスはすぐに気づいたの？」

「なんとなくわかったわ！」

　そんな会話を横で聞きつつ、リーリャに向き直る。

「リーリャさん。お昼まで子供たちのことをお願いします。あ、そうだ。夜はみんなで外に食べにいきましょう」

「承知いたしました」

　全てお見通しとでも言わんばかりの笑みは、さすがに少し恥ずかしい。

　が、なに、今さらだ。

　シルフィとエリス、二人の手を握りながら、子供部屋に向かう。

　静かに扉を開けて中を見ると、四人の子供がすやすやと眠っている。

　ルーシー、ララ、アルス、ジーク。

　彼らを守るように、部屋の隅でレオが丸くなっていた。

　今回の戦い途中、家のことは何度も心配した。

　が、俺の心配をよそに、子供たちは平和であった。もしかすると、俺の知らないところで、何か戦いがあり、レオが守ってくれたのかもしれないが……。

　ともあれ、俺は子供たちが健すこやかであると確認した後、静かに扉を閉めた。

　続いて、階段を上り、ロキシーの部屋へと向かう。

　礼儀として、ノックをする。

「……はい」

　数秒して、返事がきた。

　扉を開けると、寝ぼけ眼のロキシーが目に飛び込んできた。

　髪には寝癖がつき、口元にはよだれの跡がある。

　寝巻の胸元がだるんとなっていて、中が見えそうだ。実にセクシーだね。

「あぁ……ルディ。おはようございます。どうしました、こんな朝から……」

「おはようロキシー。今日は休日にしようと思うんですが、どうでしょうか」

　ロキシーはきょとんとした後、休日の意味を理解したようだ。

　寝癖のついた前髪をくるくると指で弄もてあそびつつ、やや頬ほおを染めて、

「わたしは構いませんが……」

　俺の右手と左手、その先にいる二人の女性のうち、片方を見た。

「エリスは、了承したのですか？」

　エリスを見る。

　彼女はややきょとんとした顔で、顔を赤くしていた。

「これから聞くところ」

　俺はエリスに向き直る。

「エリス、これから四人で寝室に行きたいんだけど、いいかな？」

　聞くと、エリスは意味がわかったらしい。

　顔をさらに赤くして、唇を尖とがらせた。もし両手が空いていたら、いつものポーズを取ったことだろう。

「ルーデウスが、どうしてもって言うなら…………」

　ごめんねエリス。

　今日はちょっと、自分にご褒美をあげたいんだ。禁欲のルーデウスにさよならをしたいんだ。

「ありがとう」

　俺は礼を言った。

　エリスが許してくれたことだけじゃない。今の今まで、俺を支えてくれた三人に対して、言った。

　誰も欠けずに戦いを終えられたことに、感謝した。

　ギースとバーディガーディは言った。

　これで終わりだ、と。

　ヒトガミはもう、俺には手を出さない、と。

　もちろん、そんな言葉は信じちゃいない。

　ヒトガミは生きている以上、俺の敵であり続ける。

　だが、今日一日は休もう。明日の活力を得るため、また穏やかな一日を過ごすため。

　まだ笑えることを実感すべく──。

　なーんてな。単にエロいことしたいだけだ。

　さぁ、今日から俺は解禁のルーデウスだ。強いぞ。




　そう思いつつ、俺は寝室へと向かったのだった。
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第一話「最後の夢」




　気づけば、白い場所にいた。

　いつもの白い場所だ。

　この世界に転生してからせいぜい両手の指で数えられる程度しか来ていないが、それでも何度も来ている白くて何もない場所。

　そして、俺の姿はここに来ると、相変わらず前世のままだ。

　出っ張った腹に、ぶよぶよの指。

　重い体に、無力感。しかし、不思議と、もう、いやな感じはしない。胸の奥底から湧き上がってくるようないらだちは感じない。これはこれでいいかと、そう思えた。

　この場所に来るのが、久しぶりだからだろうか。

　それとも……。

「……あれ？」

　おかしい。久しぶりもなにも、俺は腕輪を外した記憶がない。外すはずもない。

　だというのに、なぜこんなところにいるのか。

　あれ？

　そもそも、俺は何をしているところだったっけか。今日、寝る前にしていたことが思い出せない。

　多分こう、子供を作ったりする系の行為だったようにも思うが……いや、でも長いことそういったことをしていなかった気もする。ここ十年ぐらいはご無沙汰だったような気もする。

　なんだか、記憶が曖昧だ。

「やあ」

　記憶は曖昧だが、視界は良好だ。この白い場所には、いつも通り、奴がいた。

　モザイクの塊。ヒトガミだ。

　でも、どうしたことだろうか。ヒトガミの調子が、何やらおかしい。

　体が、バラバラだ。その上、四肢それぞれが魔法陣のようなもので縫いとめられて、半透明の鎖で縛られているように見える。

　ＲＰＧのラスボスみたいだ。

　なんていうか、右足あたりから倒さないと復活の魔法を使われて厄介そうだな。

「……」

　どうしたんだ？　封印されしエ○ゾディアごっこか？

「やられたんだよ」

　誰に？

「君がそれを聞くのかい？」

　俺以外に誰が聞くんだよ。この場に、俺以外の誰かがいるってのか？

「……あっちを見てごらん」

　言われて、俺は振り返る。そこには、大勢の人間がいた。こちらに背を向けて立っていた。

　知らない奴ばかりだ。見知らぬ男に、見知らぬ女。見知らぬ魔族に、見知らぬ人族。

　全員で、八人ぐらいか。

　その中に一人、俺の知っている人物がいた。

　オルステッドだ。彼は変わらないが、変わっている点もある。

　黒いヘルメットがないのだ。その上、顔には大きな傷跡が残っている。

　傷のせいもあって、いつも以上に恐ろしい顔に見える。しかし、それなのに周囲にいる人間は彼に対して笑いかけていた。オルステッドは相変わらず怖い顔だが、やや柔らかい表情を見せているようにも見える。

　会話の内容は聞こえないが、それでも互いに信頼しあっているのが見てとれた。

　話をしているのは……少年だ。

　年齢的には十七か十八といったところだろうか。短髪で、スポーツができそうな顔をしたイケメンだ。

　リア充の顔だな。顔立ちは東洋系か。それにしても、いい笑顔だ。オルステッドの呪いは効いていないのだろうか。

　彼を見ていると、集団の中、一人の女性が立ち上がった。集団の中に隠れるように座っていたその子は、女性というより少女と言うべきか。

　青い髪の少女だ。すぐ近くには、白く巨大な狼おおかみが控えている。

　ああ、彼女もどこかで見たことがあるな。

　ロキシーに似ている。でも、ロキシーじゃない。ミグルド族なのは間違いないが、俺がロキシーを見間違えるはずがない。じゃあ、誰だろうか。

　もしかして……ララ、か？

　そう思っていると、彼女は俺に向かって、手を振った。

　いや、俺じゃあるまい。俺の後ろ、ヒトガミに向かって手を振ったのだろう。

　すると、近くにいた男性が、彼女に話しかけた。大方、なにをしているんだと聞いているのだろう。彼女が何かを答えると、男性は驚いた顔でこちらを向いた。

　彼もまた東洋系の顔だ。ああいうタイプの顔は、この世界には少ない。

　もしかすると、日本人だろうか。年齢は二十代……三十には行ってない気がする。

　彼はこちらに向かって、お辞儀をした。動作が日本人っぽいから、やはり日本人かもしれない。

　そうしていると、全員が一斉にこちらを向いた。

　若者もいたし、老人もいた。最初は八人だと思ったが、もっと大勢の人間がいるようだ。霞かすみがかかって見えにくい。知っている顔は、オルステッドぐらいだが……。

　ああ、でも、あれはエリスだろうか。赤い髪を三つ編みにした剣士も、こちらを見ている。

　でもエリスとはちょっと違うな……。

　彼らはこちらに向かって、思い思いに礼をした。

　ヒトガミに対してだろうか。いや、それにしては、少し具合が違う。

　なんだろう。

　そう思って見ていると、彼らはララの描いた魔法陣に乗って、どこかに消えた。

　全員、こつぜんと、姿を消した。魔法陣が残った、淡い青色に光る魔法陣。そして、しばらくして、魔法陣も光を失って、消え去った。

　何も、なくなった。

「彼らは、寄ってたかって僕をなぶり者にして、こうして、バラバラにして、封印した。僕が死んだら、最後に残った人界も滅ぶかもしれないから、ってね」

　滅ぶのか？

「知らないよ。死んだことなんてないんだから」

　そっか。そりゃそうだな。自分の死んだ後のことなんて、誰もわからんよな。

「満足かい？」

　何が？

「これが、君が望んだ結末だ。僕は全ての能力を封印されて、ここで一人、生き続ける。世界を存続させるためだけに、生かし続けられる。もう、世界を見ることもできない。誰かに話しかけることもできない。この先ずっと、この真っ白い、何もない、無界の光景を眺め続けるんだ」

　どうだろうな。満足かどうかって言われても、わからん。

　俺の目的は、お前をどうこうすることじゃなかった。ただ、シルフィとロキシーとエリスと、幸せに暮らしたかっただけだ。仕事に行って金を稼いで、帰ってきて家族みんなでご飯を食べて、夜になったら寝室でしっぽりと子作りをする。

　そういう普通の……いや、幸せな生活だな。

　俺の考えうる限り、最大限に幸せな、普通の生活だ。

「君の幸せは、僕の不幸せだ」

　そっか。じゃあ、満足だよ。

　お前は今、最高に不幸そうだしな。お前がそうなったってことは、きっと俺は幸せなんだろう。

「そうか……そうかい……憎らしいな」

　ヒトガミの表情はわからない。

　だが、声音は憎いというものではない。ただ悲しみに包まれていた。泣きそうな声で、ヒトガミは言った。

「僕は君が、嫌いだよ」

　そうか、俺はお前が──。




　意識が途切れた。





　　　　★　★　★






　目が覚めると、そこはベッドの中だった。

　大きな、大きなベッドだ。人が三人ぐらい横になっても大丈夫なぐらい大きくて、そしてふかふかのベッド。背中のあたりがちょっとじっとりしてるのが気になるが、それ以外は快適だ。

　隣には誰も寝ていない。首と目は動くが、体はあまり、動かない。

　なんだか、やけに毛布が重い。

　目線だけを動かして、ベッドの外を見ると、そこには、一人の赤毛の少女が座っていた。

　キッと吊り上がった目に、勝ち気そうな顎あごのライン。

　エリスにそっくりだ。でも、髪型はおとなしい三つ編みだし、エリスよりずっと小さい。背も、胸も。それもそうか。年齢は、五歳ぐらいだし。

　彼女は俺と目が合うと、手に持っていたものを取り落とし、飛び上がった。

　がたんと椅子が倒れ、転びそうになるのを、俺は咄とっ嗟さに支えてやった。

　体が動かないのに、どうやって支えたのか。自分でもよくわからなかった。

　ただ、少女は中空に手をつき、転ぶことなく体勢を立て直し、トンと床に足をつけた直後、部屋から出ていった。

「ママー！　ママー！　ひいじいちゃんが目を覚ましたよ！」

　ドタドタと走る音を聞きながら、俺は彼女が持っていたものを見る。

　龍神の文様が刻まれた腕輪だ。はずした覚えはなかったが、そうか、眠っている間に、彼女がはずしたのか。

　俺は腕をよろよろと動かして、腕輪を手にとった。

　やけに重い。違う、重いのではない、力が入らないのだ。腕輪一つ持ち上げることができないぐらい、俺の腕は細くなっていた。

　と、そこで、部屋の隅にある鏡が目に入った。そこには、ベッドに沈む、今にも死にそうな老人の姿が見えた。

　白いひげ、白い髪。深く刻まれた皺しわ。顔全体からは、死相が浮かんでいる。

　ああ、思い出した。俺は今年で、七十四歳だ。

　でも、あれ。それ以外のことは、あんまり、思い出せない。

　記憶に靄もやがかかったようだ。俺の家に、こんな部屋、あったっけか……。

「ルディ!?」

　部屋に飛び込んできたのは、白い髪の女性だ。

　年齢は四十代ぐらいだろう。もう、立派なおばさんだ。

　彼女は俺と目があうと、すぐに俺のそばに駆け寄ってきて、毛布の上に出した手を握ってくれた。

「シルフィ……かい？」

「うん……そう。そうだよ、ルディ。シルフィエットです」

　シルフィは優しく、教えるように言った。

「ボクのこと、わかる？」

「ああ……ああ、わかるよ」

「俺、どうしたんだ？」

「どうもしてないよ。ちょっと、長く眠ってただけ」

　眠ってただけか。そうか。確かに、なんか眠いもんな。

「でも、体が動かないんだ」

「うん、そうだね……うん……」

　シルフィは質問に答えてくれない。ただ、労いたわるように、俺の手を撫なでている。まるで物忘れの老人でも相手にするかのように……。

　あれ、もしかして、俺。

　ぼけてたとか？　記憶がないのは、そのせいか？　あれ？

　七十四歳って、そんな歳じゃないだろうに……でも、本当に七十四なのか？　実はもっと、歳を食ってたとか。もっと、長い期間、ボケてたとか……？

　俺はいったい、どれだけ長い時間、寝たきりになっていたんだ？

「怖いな……」

「大丈夫だよ、ボクがついてるから」

　ぎゅっと、俺の手を握るシルフィの力が強くなった。

　それだけで、少しだけ恐怖が薄れる。けど、まだ、怖い。

　そう思ったところで、部屋の中にぞろぞろと人が入ってくるのが見えた。

　赤い子、青い子、金髪の子。若者に、中年に、老人。彼らは、俺の眠るベッドをぐるりと囲むように、立った。どれも、どこかで見たことがあるような顔だ。

「ほら、ルディ。みんな、来てくれたよ」

「ああ……」

　でも、どうしてだろう。誰一人として、名前が思い出せない。

　あ、一人、わかるのがいた。一番後ろから、ゆっくりと入ってきて、扉を閉めた人物。

　小さい背をした青い髪の少女。髪型は、三つ編みだ。変わらないな。

「ロキシー」

「…………ルディ」

　彼女の名前を言うと、彼女は一瞬だけ泣きそうな表情になった。

　だが、すぐにシルフィの横に来てくれた。そして、俺の頭をゆっくりと撫でてくれた。

「ルディ、ご苦労様でした」

「ありがとう、ロキシー……師匠」

　ふと、師匠という単語が俺の口から漏れた。

　ロキシーの目から、ポロリと涙がこぼれ落ちた。慌てて拭ぬぐって笑みを浮かべたものの、口元のあたりは笑いきれず、歪ゆがんでいた。

　そこで、一つ疑問が浮かんだ。

「エリスは？　いないのかい？」

　いつもなら真っ先に駆けてくるであろう女性の姿が見えない。

「ルディ、エリスはね、もう、先に行ったんだ？」

「どこに？」

「ルディのことを、待ってるんだよ」

　ああ。なるほど。そうか。

「俺は、彼女を看み取とれたかい？」

「うん。大丈夫だよ。三日も泣き続けてたけど、ルディはちゃんと乗り越えたよ」

　ああ、おぼろげながら、思い出してきた。

　エリスは確か、七十歳を超えてからも元気にトレーニングをしてたんだ。

　けどある日、ランニングをして、素振りをして、帰ってきて、ベッドにバタンと倒れて、そのまま起きなかったんだ。

　俺が気づいた時には、もう死んでしまっていた。もしかして、もっと早くに気づいていて、治癒魔術をかけていれば治せたかもって、泣いたんだったなぁ……。

　でも、そっか。そんなことも、憶おぼえていないのか。

　てことは、俺も、もう、長くないんだなぁ……。

「ごめんな。集まってもらったのに、誰が誰だか、わかんないや」

「うん。大丈夫だよ。えっと……向こうから、ボクたちの孫で、ルーシーの子供のローランドでしょ、その隣が──」

　シルフィは、一人ひとり、指さして教えてくれた。

　ここにいるのは、ほとんどが孫か、曾ひ孫まごらしい。子供たちは、どこに行ったんだったか。

　ああ、みんな独り立ちしたんだったか。みんな、遠くに住むようになったんだ。

「それで、あの赤い髪の、エリスにそっくりな子が、アルスの孫で、ルディの曾孫のフェリス」

「ああ、俺を起こしてくれた子だね」

　赤い子は、ややバツが悪そうにしていた。俺から腕輪を取ろうとしたことを怒られやしないかと、ビクついているのだろうか。しかし、彼女はどこかで見たことがある気がする。

　ああ……そうだ、ヒトガミの夢だ。大勢いた中に、彼女もいたような気がする。

　うん、そうだ。いた、確かにいた。今よりずっと歳を食ってたけど、確かに。

「おいで」

　そう言うと、彼女は泣きそうな顔で前に出てきた。

「これ、君がはずしたのかい？」

　腕輪を指さすと、彼女は涙をぽろぽろと流した。

　怒られるのを不可避とみて、泣き落としに入ったか。

「ごめんなさい。だって、綺き麗れいだったんだもん」

「そうか、じゃあ、君にあげよう」

　そう言うと、彼女はきょとんとした顔で俺を見た。

「いいの？」

「その代わり、もう二度と、人のものを黙って取っちゃ、いけないよ」

「……うん。約束する」

「よし、いい子だ」

　ゆっくりと手を伸ばし、頭を撫でてやる。彼女はもしかすると、後で怒られるかもしれないが、まあいいだろう。別に、甘やかしたって、俺の責任にはならないし。

「みんな、元気そうだね」

「うん。元気だよ」

　それを聞いて、安心した。

　これだけ孫がいて、曾孫がいるなら、そりゃあ、みんな元気だろうとも。

「それはよかった。頑張ったかいが、あったなぁ……」

　力が抜けると、フェリスの頭から、手がずり落ちた。

　周囲がざわめく。大丈夫。いきなりぽっくりいったりはしないよ。もうちょっと、寝たきり老人を続けるよ。

　そう思っていると、誰かが部屋に入ってきた。

　背が高い。そして、銀髪で、怖い顔だ。

「ルーデウス」

「……オルステッド様」

　彼が部屋に入ってきた途端、部屋の空気が変わった。

　緊張？　警戒？　いいや、もっと緩い。

　安あん堵どと信頼だ。

「ヘルメット、かぶらなくていいんですか？」

「ああ。かぶると、お前の孫に泣かれるからな」

　オルステッドがそう言うと、周囲に笑いが起こった。もう泣きませんよ、とか、昔はギャン泣きだったね、とか、様々な声があふれる。

「もう素顔の方は怖がられないんですね」

「いや、呪いは変わらずだ。お前の子供や、孫だけは、関係ないがな」

　オルステッドの顔は、出会った当初より、ずっと穏やかに見える。怖い顔なのは相変わらずだが、リラックスしている、とでも言うべきか。

「そういえば、オルステッド様」

「どうした？」

「先ほど、腕輪を外した時に、ヒトガミの夢を見ました」

「……使徒に、なったのか？」

「さぁ、それはどうでしょうね。本当にただの夢だったのかもしれませんし……もし使徒になっていたら、どうします？　いつもみたいに、殺してしまいますか？」

「ああ、無論だ。俺は裏切り者には厳しいからな」

　オルステッドは真面目くさった顔で言ったが、しかし冗談だとすぐにわかった。

　周囲は笑っていたし、オルステッドも殺気を放っているわけではなかった。

　もうすぐ死にそうな寝たきり老人の前でやるものではない気がするが……もしかすると、鉄板ネタなのかもしれない。

「夢は、オルステッド様がヒトガミに勝利し、ヒトガミが封印される夢です」

「いい夢だな」

「ええ、とても、ね」

　もしかすると、あれは未来の出来事だったのだろうか。

　リアリティはあったが、しかし、夢なんてものはいつだってリアリティ満載だ。

「夢の通りになるように、頑張ってください」

　オルステッドは、真剣な顔で頷うなずいた。

　さすがに五十年近く顔を合わせていると、彼の表情もよくわかるようになった。

「今まで、ご苦労だった。お前は安らかに眠れ」

「はは……まだ、寝るには早い時間ですよ」

　もう少し、起きていたい。

　気分は悪くない。体はあまり動かないが、日差しが当たってぽかぽかと気持ちがいい。

「もう少し、起きていますよ。もう少し……ね」

　起きていても、別段、やりたいことがあるわけじゃない。ただもう少し、もう少し、ここにいる面々の顔を見ていたかった。

　それだけだ。

　言ってみれば、そう。ちょっとだけ、名残惜しいだけだ。

　もうあと一時間か二時間か、あるいはほんの十分でもいいから、彼らを見ていたい。

　話しておくべきことがあるわけではない。

　何の未練もなかった。何の後悔もなかった。

　ただちょっとだけ、今のこれが、心地いい。それだけなのだ。

「もう少し……」

　そう思いつつ、俺のまぶたは落ちていく。

　次第に、次第に、落ちていく。最後に、エリスによく似た顔の子が見えた。

　シルフィとロキシーの顔が見えた。

　目を閉じた。




　そのまま、意識が消失した。







第二話「三十四歳」




　目が覚めた。

　不思議な夢を見た気がする。

　なんかこう、幸せな夢だ。

　シルフィとロキシーがいた。エリスはいなかったけど、エリスによく似た子はいた。

　ふわふわした夢だが、しっかりと覚えている。

　俺が死ぬ夢だ。なんとなくだが、俺はあの後、二度と目を覚まさなかったとわかる。しかし、心地は悪くなかった。本当に死ぬのは二度目だが、一度目に比べると雲泥の差だ。

「ん？」

　ふと見ると、一人の少女が俺の手を取って、固まっていた。

　青い髪の少女。後ろ髪を一本のおさげでまとめている。彼女の右手には俺の手が、左手には、腕輪が握られている。その表情は、蛇に睨にらまれたカエルのようであった。

「……ごめんなさい」

　いきなり謝られた。悪いことをしたら謝る、教育の成果だろう。

「欲しくなっちゃったのか？」

「……違う。お姉ちゃんにお父さんの腕輪の下に、凄すごいカッコイイ隠された紋章があるって言ったの」

「ほう」

　無論、そんな隠された紋章など存在しない。俺は選ばれし民ではないのだから。

　しかし、よく見ると、腕輪を持つ彼女の脇。サイドテーブルの上に、筆が置かれているのが見えた。あんなもの、寝る前にはなかったはずだ。

「描こうとしたのか」

「…………ごめんなさい」

　嘘うそを真まことにしようとする行動力。褒めるべきか、怒るべきか。いや、ここは怒るべきだな。うん。

　親は娘に対しては、教育の責任があるのだ。うむ。

「ララ、嘘をついたらいけないよ。お姉ちゃんに謝ってきなさい」

「はい……」

　ぽんと頭を撫なでてやると、ララはしょぼくれた顔で部屋から出ていった。

　彼女が部屋を出る時、白く大きな毛玉が見えた。レオが部屋の外で見張りをしていたらしい。

　俺は腕輪をつけようと思い、ふと、筆に目が留まった。

　俺はそれで自分の腕にミグルド族の紋章を描いて、ベッドから出た。

「うー……頭いてぇ……飲みすぎた」

　昨日の宴会の影響か、はたまた先ほどの夢のせいか、やけに痛む頭を押さえながら。





　　　　★　★　★






　ビヘイリル王国の戦いから約十年の歳月が流れた。

　俺は今年で三十四歳になる。

　この十年は、とても平和だった。というのも、ヒトガミからの妨害がなかったのだ。本当に、あの戦い以来、ピタリと止まった。最近は、ヒトガミのヒの字も見ない年が続いている。

　無論、俺は警戒を解いてはいない。

　いつどこで、どういう形で攻撃があるのかと警戒しつつ、以前と同じように、対ラプラスに向けての準備を続けている。

　とはいえ、ヒトガミのちょっかいがないとなると、物事はスムーズに進む。

　最初の五年で世界各国に声をかけ終わった。

　ダメなところもあったが、概おおむね、全ての国がいずれ来るラプラスとの戦争への協力と備えに同意してくれた。

　なので、今は魔法大学やアスラ王国で無詠唱魔術の研究や指導に力を入れつつ、ラプラスが行うであろう戦略・戦術への対策を、各国の軍部に指導に行っている。

　それと並行して『ルーデウス』の名前を隠し、『サイレント・セブンスター』の名前で活動するようにしている。

　いつぞや語られたナナホシの仮説が合っているかどうかはわからないが、『もし元の世界から友人が来ていた時のことを考え、自分を捜す手がかりにしてほしい』という彼女の意見を受けて、彼女の名前を広めている。

　悪名も轟とどろかせてしまっているが、まぁ、いいだろう。

　ひとまずは知名度優先だし、異世界からの人間なら、俺が彼女の名前でやろうとしたことの意味というか、利便性をわかってくれるはずだ。

　最近はオルステッドの魔力の回復速度を上げるべく、魔力回復剤の研究をしている。一応、魔力を回復するポーションは出来たのだが、なぜかオルステッドの魔力は回復しない。人族と龍族で魔力の質が違うのか、それとも何か別の理由か。もう少し研究は進めてみるが、この方向ではダメな気がしてならない。

　ひとまず、ポーション自体は大ヒット商品になったから、まったく無駄ってわけでもなかったが。

　他にも、やるべきことは数多く残っている。まだまだ休む暇はない。




　子供たちは大きくなった。

　ルーシーは十七歳。

　ララは十五歳、アルスが十三歳。ジークが十一歳だったか？

　みんな、すくすくと成長している。

　あの後、さらに子供も二人生まれた。

　ロキシーとの子供の、リリ・グレイラット

　エリスとの子供の、クリスティーナ・グレイラット

　二人とも女の子だ。

　六人兄弟。子沢山だ。

　ルーシーが七歳になった時に家族会議を行い、教育の大まかな方針を決めた。

　といっても、七歳から魔法大学に入学させ、卒業後に成人祝いをしてから、アスラ王国の国立大学に三年間通わせる、といった程度のことだ。

　子供に何かを強要しないほうがいいというのが俺の持論であるが、教育の場や、進むべき方向への道みち標しるべは用意してやらなければいけないと思っている。

　アスラ王国の国立大学に俺の子供を入学させるというのは、アリエルたっての要望だった。

　俺はアリエルに大きな借りを作ってきた。

『血のつながりを作るから、一人を自分の婿に！』

　とか言い出されたらさすがに断るが、子供を入学させてほしい、程度のことだったらノーとは言えない。借りは少しずつ、返していきたい。

　ちなみに、アリエルはビヘイリル王国での戦いの後、子供を産んだ。

　相手が権力を持ちすぎるため、結婚はしていない。さらに後宮には大勢の男性を抱え込んでいるそうだ。現在アリエルには五人の子供がいるが、そのうち四人は誰の子供かわからない、とルークが青い顔で頭を抱えていた。

　そんな状態で一人は父親がわかるのかと疑問を持ったが……今思えば、もしかすると、その判明している父親というのは、ルークなのかもしれない。

　アリエルは次なる計画として、ウチの子供とその五人の誰かをくっつけようと画策しているらしい。個人的には政略に利用されるのは嫌だが、成人を迎えた本人同士が納得してのことなら許そう、と思っている。

　子供たちはまだ若く幼いが、一年経過するごとに大人になっていくのがわかる。

　特に、ルーシーあたりはもう立派に、判断力のある大人である。

　かといって、大人の方がより大人になったかというと、そういうわけでもない。

　俺は正直、自分では変化がわからない。悪い部分が改善したと思ったら、また別の悪い部分が出てくる。直した部分が再悪化したりもする。似たようなことを繰り返しつつ、歳だけ食っている感じだ。

　顔だけは、年々老けていってるのがわかる。最近はほうれい線なんかも出てきた。

　シルフィは「そんなところもいいんだよ」と言ってくれたが、シルフィの見た目が若いせいで、なんか申し訳ない気分だ。

　シルフィは順調に歳を重ねているように見える。

　だが、俺と同い年というわりに、姿の変化が遅い。

　俺と同い年だから今年で三十四歳になるはずだが、まだ二十歳前後に見える。肌もピチピチで、子供を二人産んだというのに、尻も小さい。相変わらず抱き心地もいい。

　ただ、中身は順調にもうすっかりおばさ……お母さんで、小言が多くなってきた。

　ロキシーは変わらない。

　見た目も変わらないし、言動もあまり変わらない……と、言うと怒るが、褒め言葉だ。

　変わらず、俺がダメなことをすると、師匠として指導をしてくれる。変わらずドジもするが、七転び八起きとも言う。人は失敗してナンボだ。

　エリスは、見た目からして一番変わったか。俺と同じく、順調に歳を重ねている感じだ。

　ただ、日頃から鍛錬を欠かさないせいか、俺よりずっと若々しく見える。肌年齢は、まだ二十代後半ぐらいだろう。

　二人目の子供を産んでから性欲の方は減衰したようだが、時折襲われることもある。

　シルフィとは逆で、中身の方はあまり変わっていないが、子供たちに剣術を教えるようになってから、前より凶暴性が弱まった気がする。

　我慢強くなったのだ。

　相変わらず、無断で尻や胸を触ると殴られるが、それは当然のことだろう。

　リーリャとゼニスは、見るからに老けてきた。二人ともまだまだ元気だが、リーリャなんかは元々足が悪かったせいか、腰痛や肩こりの症状が出るようになった。

　治癒魔術で治るには治るが、三ヶ月もしたら再発する。完治はなかなか難しいようだ。

　その他の連中も、順調に歳を重ねている。

　ザノバも、クリフも、もう立派なおっさんだ。それぞれ仕事と家庭を持ち、忙しく動きまわっている。もし、それぞれに問題が起こった時は、互いに助けあってもいる。

　ノルンとアイシャも、それぞれ結婚して家を出ていった。

　相手はそれぞれちょっと複雑な人物だが……まあ、その点についてはきちんと話し合って納得したから、今さら俺が言うべきことはない。

「……」

　それにしても、三十四歳か。

　思い入れのある年齢だ。





　　　　★　★　★






　その日の昼間、俺はある場所を訪れていた。

　郊外にある、小高い丘の上、丸っこい石がズラリと並ぶ場所。

　墓地だ。

「どうも、いつもありがとうございます」

　いつも通り、入り口にいる墓守に一言だけ礼を言って中へと入る。

　この墓地も、この十年で墓が増えた。人は死んだり生まれたりするが、墓石はあまり減らない。

　他の墓地だと、家族が全員いなくなったら、墓が取り壊されることもあるが、ここは貴族用の墓地だからか、家が潰つぶれない限り、墓がなくなることはない。

　そして、ラノア王国と魔法都市シャリーアは、ゆっくりと力をつけている。

　それに伴い、貴族の数も増え、墓も増えるというわけだ。

　俺は一つの石の前に立つ。

『パウロ・グレイラット』

　そう書かれた丸い墓標は、建てた当初に比べて、かなり古ぼけてきていた。

　持ってきた掃除道具で、その周辺を掃除し、墓石を磨いた。

　その後、墓前にお酒を供え、手を合わせた。

　ここに来るのも、久しぶりだ。

　昔は、事あるごとに来て、あれこれと報告していたものだが、最近は足が遠のいてしまった。

　それでも、年に一度、家族全員でお参りはしているのだが……。

　なんだろうな、気持ちの問題かな。

　年に一度のお参りは、パウロに会いに来ているというより、そういう行事だから来ている、という印象が強くなってしまっていた気がする。

　感謝の念が足りないのだ。

「父さん、みんな元気に過ごしています」

　最初にそう告げてから、ひと通りの近況報告。これも毎年していることだが、一応だな。

「俺は、今年で三十四歳になります」

　三十四歳。前世の俺が、死んだ年齢だ。

　あれよ、あれよという間に、こんな年齢になってしまった。

　だが、なぜだろうか。前世よりも、三十四歳になるまでに時間がかかった気がする。

　やることが多かったせいだろうか。それとも、前世に比べて、より多く動いてきたからだろうか。

「ただ、三十四歳になるというのに、七十四歳で死ぬ夢を見てしまいました」

　あの夢は、なんだったのだろうか。

　ただの夢だったのか。それとも、ヒトガミが見せた未来だったのか。

　ヒトガミは封印されて、俺は満足そうな死を迎えていた。

　ちょうど、ララが俺の腕輪を外した瞬間でもあったから、ヒトガミが介入することはできただろう。

「もし、あれが本当の未来なら……」

　もし、ヒトガミがあれを見せたというのなら、あれが、今まで頑張ってきたことの成果なのかもしれない。

　ビヘイリル王国の戦いで、俺たちは勝利した。あれが、本当に最後の戦いで、ヒトガミは俺とオルステッドに勝利する手段を失った。ゆえに、ヒトガミは諦めたのだ。

　なにせ、もう十年も、ヒトガミからの妨害がない。

　もう、なんにも、だ。

　もしかすると、陰でこそこそ動いているのかもしれないけど、ギースやバーディガーディの言っていた通り、本当に音沙汰がない。時折、何のために動いているのか、忘れてしまいそうになるほどに。

「俺はもう、頑張らなくてもいいってことなんですかね？」

　ヒトガミが本当に諦めたのなら。俺の仕事が終わったというのなら。俺は、今の仕事を半分ぐらいにして、もっと緩やかに生きてもいい気がする。

　三日に一度ぐらい、妻と一日中、子作りに励んだり、子供たちにいろんなことを教えたり……。

　そんな、隠居暮らしを送ってもいい気がする。

「なんてね」

　俺はフッと笑った。

　馬鹿なことだ。仮に、ヒトガミが諦めていたからって、なんだというのだ。

　別に今の仕事を嫌々やっているわけではない。今が辛つらいわけでもない。オルステッドを勝利に導くため、後の戦いのため、準備する。それは、結構楽しいのだ。

　そりゃ、苦しいことも、辛いこともあるけど、逃げ出したいほどじゃない。

　やるべきことはあるし、やりたいこと、やってみたいこともまだある。

　大体、俺にもう大丈夫だとそう思わせるのが、ヒトガミの策略かもしれない。

「父さん、俺はこれからも頑張ります」

　俺は今まで通り、やっていくだけだ。

　あれは夢。願望が生み出した、都合のいい、夢だ。そう思うことにしよう。

「見守っていてください」

　俺はいつも通りの言葉を言って、もう一度、手を合わせた。

「……」

　俺の存在がある限り、死後の世界ってやつはあるだろう。

　とはいえ、パウロがこの墓にいるとは限らない。きっと、別の場所で、楽しく過ごしているだろう。だから、ここに来るのは、さして意味のある行為ではないかもしれない。

　でも、それでいい。これは儀式だ。俺は、今日から、また頑張って生きていく。

　それをパウロの墓標の前で誓うことが大切なのだ。

「ついでに、ギースも……」

　俺はパウロの隣にある、ギースの墓にもお供えものを置いて、手を合わせておく。

　ギースがどう考えているかとかはわからないが、まぁ、アイツだって本気で俺の破滅を願っていたわけではないようだしな。

「恨み事は、四十年後に聞くよ……まぁ、もっと長生きするかもしれないし、もっと早く死んじゃうかもしれないけど」

　ギースの死を美化するつもりはないが、十年も経たてば、いろいろと薄れてくるものもある。

　そして、薄れてきた結果、思い出すのは笑顔だ。

　ギースはいつだってヘラヘラ笑いながら、ジンクスがどうのと言っていた。

　そんな笑顔を想い出すと、今となっては良い思い出だ、としか思えない。

　ギースのせいで誰か大切な人が死んだというわけでもなく、恨みに思うようなこともない。
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　死んだ後に、こうしてお参りをしてやるぐらいのことはできるってもんだ。

「じゃあ、また来ます。次は多分、家族で」

　俺はそう言って、立ち上がった。

　変な夢を見たからって、特に何かを変えることはない。俺はやるべきことをやりつつ、やりたいことをやるだけだ。

　そう思いつつ、俺は家族の待つ家へと、足を向けたのだった。







最終話「死後の世界」




　そして、俺は気づけば白い部屋にいた。

「やあ」

「よう」

　ここにいるモザイク野郎は、いつも通り健在だ。

　当然、封印されているわけでも、落ち込んでいるわけでもない。

　いつも通りのモザイクだ。

「ってことは、四十年前に見たあれは、未来視の力か」

「そうさ」

　ヒトガミはいつも通りだ。とはいえ、前に見てから四、五十年は経たっている。

　ヒトガミの『いつも』は、すでに記憶の彼方かなただ。ただ、最初に出会った頃は、確かにこんなふてぶてしい雰囲気だったのは覚えている。

「あれを見れば、君が少しでも手を緩めてくれるかもしれないと思ってね」

「そいつはアテが外れたな」

「いいのさ。別に、ダメ元だったしね」

　あんな夢一つで今までやってきたことをやめるほど、俺は意志薄弱ではない。

　まぁ、夢という形でなかったら、やめてしまっていた可能性はなきにしもあらずだが。

「それにしても、君、そんな顔をしていたんだね」

　言われ、俺は己の姿を見る。

　脂肪の塊のような身体…………ではなかった。

　いつしか、俺の姿は変わっていた。そこそこ鍛えられた体は筋肉の筋が浮かび上がり、腹まわりはスッキリとしていて、心なしか軽やかに動けそうな身体。この世界で慣れ親しんだ身体……。

　ルーデウス・グレイラットの身体だ。

　顔は見れないからよくわからないが、そう年老いてもいない気がする。

「知らなかったのか？」

「ああ、僕の目は、魂を直接見るからね。君の身体と魂に違いがあることぐらいは知っていたけど、実際に見たのは、これが初めてさ」

　今さら聞いた新事実。しかし、よくよく考えてみると、俺もヒトガミの顔を知らない。

　お互い様だ。

　しかし、なぜ、今さらになって俺の身体がこんな風になったのか。

　いや……説明はいるまい。

「何にせよ、これで君は終わりだよ」

「……ああ」

　俺は、死んだのだ。

　享年七十四歳。

　最期の瞬間は、ふわっとだが覚えている。子供だの孫だのに囲まれて、幸せな最期だったと思う。

　少なくとも、前の最期と比べれば、雲泥の差だ。あのひとりぼっちで、無力で、惨めで、泣きたくなるような最期と比べれば……。

「君がいなくなれば、僕も動きやすくなる」

「そうか」

「君が生きている間は何をしても無駄だ。だから僕も、少し考えたよ。君の真似をして、少しずつ、少しずつ、協力者を増やさせてもらった」

「まだ諦めてなかったんだな」

　そう言うと、ヒトガミの気配が変わった。

　怒りの気配だ。

「当たり前だろう。君は、あんな未来が来るのを知っていて、諦められるのか？　ずっと一人で、何もできない、何も見えない。そんな中で、一万年も、十万年も過ごさなきゃいけない。耐えられないとわかっているのに、どうして諦められるんだ？」

　まぁ、そうだろうな。

　そこまで壮大になると想像もできないが……。

　しかし、少しはわかる。今何かをやらなかった結果、自分がどうなるか。どういう未来が待っているのか。そこで後悔するのを知っているのなら、何もせずに過ごすことはできまい。

「まあ、諦められないだろうな……」

「…………なにすました顔をしてるんだ。もう勝ったつもりでいるのか？」

「策があるのか？」

「ああ、オルステッドがこの二百年をループしていることも知った。君は子孫を作りすぎたし、それを利用する方法も思いついた。その準備も、この五十年で整った……」

「そうか」

「僕が言ってる意味、わかるかい？　君が作ってきた構造を逆手にとって、ひっくり返すんだ。君がいない世界で、君が用意したものを使って、僕が勝つんだ。君はもう何もできない。何せ、死んだんだからね！　君は自分の子孫が互いにいがみ合い、殺しあうのを止めることはできない。僕に『もうやめてくれ！』と泣きつくこともできない。それどころか、見ることすらできないんだ！」

　嬉うれしそうに語るヒトガミに対し、俺は頬ほおをぽりぽりとかいた。

　ついでに頭の後ろもかく。べつに痒かゆいわけじゃない。

　ただ、どう反応すればいいのか、よくわからないだけだ。

「そっか」

　俺の反応に、ヒトガミはダンと足を踏み鳴らした。

「なんなんだ……！」

　ダンダンと足を踏み鳴らしながら、苛いら立だった声を上げる。

「なんで、そんな、すましていられるんだ!?」

「そりゃ……俺が、死んだからだろう」

　間髪いれずに答えると、ヒトガミは絶句した。

　俺は目を閉じて、今までのことを思い出す。

　俺は、この世界で、やりたいことをやった。

　結婚もしたし、友達も出来た。子供も作ったし、孫もたくさんいる。仕事だって頑張った。

　確かに、ヒトガミにこれから先のことを言われると不安ではあるし、もっとできることはあっただろうなと思う部分もある。

　でもなぜか、不思議と後悔はない。

　いや、思い残すことはないとでもいうべきか。不安と心配はあるはずだが、だからどうしようとか、そういうことは思わない。今のヒトガミの話を聞いて、なんとかして復活して子供たちを助けなきゃ……とか、そういう気持ちは湧いてこない。

　多分だが……子供にしろ、孫にしろ、後は自分でなんとかすると、そう思っているからだろう。

　俺が自分でそうだったように、子供たちだって、自分に直面した問題に対し真しん摯しに取り組んで、切り抜けようと頑張ると、そう信じているからだろう。

　俺はゆっくりとヒトガミの方へと歩み寄った。

　ヒトガミは思いのほか、小さかった。今まで、お互い必要以上に近寄らなかったせいか、大きさがよくわかっていなかったのだろう。

「俺はもう、満足だ」

　十分、生きた。

　全てが完璧だったとは思わない、やり残したことも、多分、少しは残ってる。目を閉じれば、思い出せるのはいい思い出ばかりってわけでもない。失敗の記憶、成功の記憶、両方残っている。

　けれども、やり直したいとは思わない。

　俺は死んだ。

　俺の仕事はここでおしまい。

　後のことは、生きている奴に任せればいい。

　今、目の前にいる相手が残してきた奴を害そうと言っているというのに、おかしな話だ。

　でも、仕方ない。不思議なぐらい、心が穏やかなのだから。

「なぁ、ヒトガミ」

「……」

「前にも一度、言おうとした気がするんだけど」

「……なんだい」




「俺はお前のこと、そんなに嫌いじゃなかったんだと思う」




　ヒトガミが嫌そうな顔をした気がした。

　もちろん、今のところ俺が勝ってるからそう思うだけかもしれない。

　シルフィもロキシーも生き残ったし、子供たちも今のところ、健在だ。

　エリスは先に死んだけど、でも、寿命だ。ヒトガミのせいじゃない。

　もちろん、何かが少し変わっただけで、俺はヒトガミを死ぬほど憎む結果になっていたと思う。

　未来から来た俺のように、ヒトガミを殺すためだけのマシーンになっていた可能性もある。

　彼が死ぬ時は、こんな穏やかな気持ちではいられなかっただろう。

　だから今の俺は、結果的にこうなった、というだけの話だ。

「何を言ってるんだ……？」

「俺もよくわからないけど、今、こうして穏やかな気持ちでいられるのは、お前のお陰という気もする。お前という明確な敵がいなければ、俺はここまで満足できなかったと思う」

　うん。そうだな。

　もしヒトガミがいなければ、俺は多分、二十歳ぐらいからダラけていっただろう。
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　シルフィと結婚して、それなりに働きながら、それなりに頑張って。

　それなりに人生を終えて、それなりに満足して、死んだ。

　きっと、そんな感じだったに違いない。

　それはそれでよかっただろうけど、今ほどの満足感は得られなかったのは間違いあるまい。

　死を前に、後悔というほどではないが、もう一度とか、やり直したいとか、あの頃に戻ってとか、思っていたかもしれない。

　明確な敵、明確な目標が出来たからこそ、死ぬまで動けた。

　その結果、今の俺があるのだ。

「……そんなことを言っても、手をゆるめたりはしないよ」

「ああ……いや、うん。そういうつもりで言ったのではないんだが……」

　なんだろうな。

　別にヒトガミに言いたいことがあるわけではないのだ。

　嫌っていないというだけで、特別に好きというわけでもないのだ。もちろん、お礼を言いたいわけでもない。

「……」

「……」

　だから、それっきり、会話が途絶えてしまう。いたたまれない空気が流れる。

　そんな中で、ふと思いついたことがあった。

「……なんで俺は、この世界に来たんだろうな」

　それをぽつりと言ってみる。

「知らないよ」

　ヒトガミもぽつりと呟つぶやくように答えた。

「本当に、何も知らないのか？」

「知ってたら、事前に阻止してる。君は、本当に、唐突に現れたんだ。あの転移事件が起きるまで、僕ですら気づかないぐらい、唐突に」

「ふぅん……」

　結局、俺が生きている間には転移事件の真相もわからなかった。

　ナナホシが変な仮説を立てていたし、これから先、何か起こるのかもしれないが……。

「もし、俺を転生させてくれた奴がいるというのなら、そいつにはお礼を言っといてくれ」

「……嫌だよ」

「だろうな」

　すげなく断られた。

　まぁ、ヒトガミとしては恨み事を言いたくて仕方がないか。

「ていうか、俺はこの後、どうなるんだ？　死んだのは確かだと思うんだが」

「さてね」

　ヒトガミは苛立ったまま、こちらを見ている。

「普通だったら、魂は魔力に還元され、他の魔力と混ざってから、他の何かに再構成される。けど、君は異世界の人間だから、どうなるかなんてわからない」

「そっか」

　死後、パウロやギースにでも会えるかと思ったが、そんなことはないか。

　当たり前とはいえ、残念だな……でもまぁ、骨は同じ場所に埋められただろうし、それで満足しておくか。

「……」

　見れば、身体が少しずつ薄れていっている。

　これが魔力に還元されているということだろうか。

　これが、この世界での死か。

　もしかすると、この世界の他の住人も、死ぬ直前にこの白い部屋に来るのかもしれない。

　もっとも、ヒトガミが会おうとしなければ、ただ白い部屋で消えるのを待つだけなのだろうけど。

　そう考えると、ヒトガミは閻えん魔ま大王に近いか。

　死に際にニヤニヤと笑って人の一生を小馬鹿にする……嫌な閻魔だ。

「ちっ……」

　しかし、ヒトガミにはいつものニヤニヤ笑いはない。

　それどころか、苛立ちを隠せないようで、貧乏ゆすりまでしている。

　消えながら悔しがる俺を前に、勝ち誇りたかった……それが肩透かしに終わったので、苛いらついているのだろう。

　本当に、嫌な奴だ。

「……」

　俺はそんなヒトガミの前に立った。

「まあ、俺が言うことじゃないかもしれないけど……」

　なんとなく、その肩に、手をぽんと置く。

「これから、頑張れよ」

　怒るかな……。

　と思ったが、ヒトガミはため息のようなものをついて、肩を落とした。

　そして、崩れるように座り込んでしまった。

「…………」

　それっきり、黙ってしまう。

　俺はそんなヒトガミを見下ろしながら、周囲を見渡した。相変わらず、真っ白だ。

　何もない。

　そして、俺の身体ももう消える寸前だ。

　意識も段々と薄れていく。

　元の世界に戻るのか。

　それとも、この世界で別の何かになるのか。

　記憶は残っているのか。ないのか。

　わからないが、どういう形であれ、構わない。

　もし意識や記憶が残っていたとしても、今より、前世よりもっともっとひどい環境に生まれても、俺はやっていけるだろう。




「じゃあな」




　最後に一言。

　段々と意識が薄れてゆく中、俺はヒトガミの横を通りすぎて歩き始めた。

　振り返ることなく、ただまっすぐに──。











『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』　 完








「アスラ王国人物録　『ルーデウス・グレイラット』」






　ルーデウス・グレイラット。

　その名前は非常に有名だ。

　現在、世界各地の至るところに、その名前が刻まれている。

　ふと何気なく目にした文字がルーデウス・グレイラットであった、という経験も多いだろう。

　各国に置かれた転移装置の隅に、世界中で販売されている新版魔術教本の奥付に、街道にある橋の隅に。実に様々なところに、彼の名前が存在している。

　現在、生きていて彼の名前を見かけないことは少ないだろう。

　しかし、実際に何をした人物なのか、と聞かれると首をかしげる者は多い。

　ある者は「甲龍歴四〇〇年代を代表する最強の魔術師」と認識している。

　ある者は「学校教育を一新させた学問の神」と認識している。

　ある者は「絵画や人形、玩がん具ぐなどの文化に革新的な影響を与えた知識人」と認識している。

　とはいえ、彼が一人で何かを始め、何かを残したという記録はあまりにも少ない。

　魔術であるならばサイレント・セブンスターが、教育であるならロキシー・Ｍ・グレイラットが、芸術であるならザノバ・シーローンが、それぞれルーデウス・グレイラットより先に名前が挙がる。

　そのため「強者へのゴマすりが上手いだけの腰こし巾ぎん着ちゃく」、「才能ある者にすり寄り、名誉だけをかすめ取った詐欺師」という意見もある。

　「ルーデウスというのは人物名ではなく、ルード傭よう兵へい団において偉業を為なした者に与えられる称号である。そのため複数人存在するのだ」と主張する者もいた。

　ルーデウス・グレイラット。

　諸説あるが、彼がこの世界で何かを為し、大きく影響を与えたのは間違いない。

　だがそれが今後、世に出ることはなく、人々の記憶の彼方かなたへと忘れられていくことだろう。

　それは歴史的価値のある情報の損失である。

　そのため、私はアスラ王国資料室にルーデウス・グレイラット個人の項目を追加作成することを決定した。




『甲龍歴四八五年　アスラ王国資料室　室長　ジェド・ブルーウルフ』




■　■　■　■　■




ルーデウス・グレイラット




●『概要』

　ルーデウス・グレイラット（甲龍歴四〇七年─四八一年）は、ラノア王国の魔術師である。四三〇年に七大列強『第七位』となる。

　ロキシー・Ｍ・グレイラット、サイレント・セブンスターと並んで、四〇〇年代を代表する魔術師の一人である。

　二つ名は『泥沼』『龍神の右腕』『魔導王』『大魔導師』『無詠唱』等。

　また、中央大陸全土の識字率を大幅に上げた『学問の神』。

　その一方、戦いにおける臆病さから『逃げ腰』『低頭』『弱虫』『脱兎だっと』などと呼ばれることもあったという。

　晩年では様々な名前を持つことから『七銘のルーデウス』とも呼ばれた。




●『生涯』




・幼少期

　甲龍歴四〇七年、アスラ王国フィットア領のブエナ村において、アスラ王国下級騎士の父パウロ（三八八年─四二三年）と元冒険者である治癒術師の母ゼニス（三九〇年─四五九年）の長男として生まれる。

　幼少のルーデウスは三歳の頃には中級魔術を操ったとされる。その才能を見込んだ父パウロによって家庭教師としてロキシー・ミグルディア（三七三年─）がつけられ、施されたスパルタ教育の結果、五歳にして聖級水魔術師となる。

　後にルーデウスは師を凌駕りょうがする才能を発揮することとなるが、死ぬまで師を尊敬し続けたという。

　七歳の時、その才能を見み出いだされ、当時のフィットア領の領主ボレアス・グレイラット家に家庭教師として招かれる。

　エリス・ボレアス・グレイラット（後の狂剣王エリス）に魔術を教える一方で、土魔術による人形の製作を開始した。

　子供らしからぬ才能を見せる一方、十歳の誕生日にすら姿を見せぬ父母に対し、寂しさから歳相応の涙を流したとされる。

　四一七年。転移事件が起こり、エリスと共に魔大陸ビエゴヤ地方へと転移する。

　そこで当時デッドエンドと呼ばれ恐れられていたルイジェルド・スペルディアを仲間とし、冒険者となって魔大陸から中央大陸のアスラ王国フィットア領へと旅する。

　この時、のちに生涯の友となるザノバ・シーローン、クリフ・グリモルらと出会ったとされる。

　十三歳の時、エリスをフィットア領へと送り届けた後、行方不明の家族を探すべく中央大陸北部へと旅立ち、冒険者『泥沼のルーデウス』として名を馳はせる。




・学生時代

　四二二年。ラノア王国魔法都市シャリーアへと移住し、ジーナス・ハルファスの推薦を受けて魔法大学に入学。

　リニア・デドルディア、プルセナ・アドルディア、サイレント・セブンスター、不死身の魔王バーディガーディらを下し、魔法大学最強の魔術師として名声を博した。

　翌年。十六歳の時に、アリエル・アネモイ・アスラの護衛であり、かねてより交際のあった魔術師シルフィエットと結婚。この時に、魔法都市シャリーアに根を張り、生涯を過ごすことを決めたとされる。

　同年、ベガリット大陸にいた父パウロより母ゼニス発見の連絡を受け、旅立つ。

　サイレント・セブンスターの協力で、偶然にも生き残っていた転移魔法陣を使用し、ベガリット大陸へ。パウロ、エリナリーゼ・ドラゴンロード、タルハンド、ギース、ロキシー・ミグルディアらと共に転移迷宮を攻略、制覇。

　迷宮主であるマナタイトヒュドラとの戦いにおいて父パウロが死亡。母ゼニスは助け出すも転移の影響で心神喪失の状態であり、ルーデウスは失意のどん底におちたとされる。

　彼を失意の底より救いだしたのは、師ロキシー・ミグルディアであり、このことから、ルーデウスは彼女を二人目の妻として迎えた。

　四二五年、シャリーア近郊の森にて、エリス・ボレアス・グレイラットと共に龍神オルステッドと戦う。

　森一つを消し飛ばすほどの戦いの末、敗北。オルステッドの配下となる。

　戦いの理由は不明とされているが、龍神オルステッドがアリエル・アネモイ・アスラを害しようとし、ルーデウスがそれを守ったという説がある。

　また、この戦いの後、エリス・ボレアス・グレイラットを三人目の妻とした。

　同年、アリエル・アネモイ・アスラの同盟者としてアスラ王国の内乱に参加。

　北帝オーベール・コルベット、北王ウィ・ター、水神レイダらと戦闘、これに勝利し、アリエル・アネモイ・アスラを国王にした立役者と呼ばれる。

　四二七年、魔法都市シャリーアにて『ルード傭兵団』を設立。

　会長として就任するも、全ての実務を妹アイシャに任せていたとされる。

　二十歳の時にザノバ・シーローンと共に、パックス・シーローンの同盟者としてシーローン王国の防衛戦に参加。

　カロン砦とりでにて北からの軍勢と交戦。この戦争においてルーデウスが殺害した人数は、一万を超えるとされる。

　四二九年、魔法大学卒業後、クリフ・グリモルと共にミリス神聖国へ。

　その時の詳細は記録されていないが、神子と交友を深め、クリフ・グリモルをミリス教団の要職につけるのに尽力したとされる。

　四三〇年、龍神オルステッドと共にビヘイリル王国の戦いに参戦。

　戦いの中で北神カールマン三世を下し、七大列強七位となる。




・七大列強時代

　七大列強になった後、ルーデウスは表舞台に出てこなくなる。

　現在、彼の知名度が同年代の偉人に比べて低いのは、そのためであるとされる。

（知名度なら、ルーデウスとほぼ入れ替わるように出てきた『七星魔女』サイレント・セブンスターや、後年に魔法大学の校長となったロキシー・Ｍ・グレイラットの方が高い）

　ゆえに、彼が七大列強七位であったことは、あまり知られていない。

　ルーデウスはビヘイリル王国の戦いにて死亡し、その後に出てきたのは影武者か、あるいは名前だけだとされる説もあったが、アリエル国立大学の創立に関わったという記録が残っていたため、すぐに否定された。

　ルーデウスが表舞台から姿を隠して何をしようとしていたのかは不明である。

　文献によると、龍神オルステッドの配下として、人形商会会長ザノバ・シーローン、ミリス教団教皇クリフ・グリモル、ミリス教団神子、アスラ王国国王アリエル・アネモイ・アスラ、王竜王国の死神ランドルフ、大森林のドルディア族、魔大陸の不死魔王アトーフェらと友好を持ち、八十年後に復活するラプラスに備え、世界を一つにしようとしていたとされる。

　その一方で、禁忌を破り転移魔法を世に蘇よみがえらせ、その利便性を利用して世界征服を企んでいた大罪人として記されている文献もある。




・死亡

　四八一年、彼の妻であるシルフィエット・グレイラットにより死亡が発表された。

　死因は老衰。自宅のベッドで眠るように七十四年の生涯を終えた。

　その葬儀には五〇〇〇人もの人々が駆けつけるという異例のものとなった。

　葬儀には、ルーデウス以上に表舞台に顔を出さなかった龍神オルステッドも参列している。




●『使用した装備』

　通常の魔術師は杖を装備し、遠距離からの制圧攻撃を得意とするが、ルーデウスは積極的に近接戦闘を行っていたとされる。




・傲慢なる水竜王アクア・ハーティア

　十歳の誕生日にボレアス家より与えられたとされる杖。

　杖素材はミリス大陸・大森林東部に生息するエルダートゥレントの腕。魔石は群青色の水魔石。ベガリット大陸北部のはぐれ海竜より出たＡランクの品。

　製作者はアスラ王国の[image: ]製作師ロッドディレクター、チェイン・プロキオン。

　非常に強力な杖であったが、下記の『魔導鎧』が完成した後はほとんど使わなかったとされる。




・魔導鎧マジックアーマー『一式』

　ザノバ・シーローン、クリフ・グリモルらの協力を受けて作られた魔導鎧のプロトタイプ。

　大きさは三メートル弱。

　右手に岩砲弾ストーンキャノンガトリング、左手に盾と吸魔石を持つ。

　多量の魔力を消費するものの、当時の七大列強並の攻撃力・防御力を得られるとされる。

　龍神オルステッドと戦うために製作され、その後も使い続けられたが、ビヘイリル王国の戦いにて闘神に破壊される。







・魔導鎧マジックアーマー『二式』

　腕パーツ、脚パーツ、胴パーツに分かれた、漆黒の甲冑。『一式』のデチューン版。

　身につけることで聖級剣士程度の身体能力を得る。




・魔導鎧マジックアーマー『零式』

　ビヘイリル王国の戦いにて使われたとされるルーデウスの決戦兵器。

　詳細は不明。




・魔導鎧マジックアーマー『三式』

　ルーデウスが晩年に使っていたとされる魔導鎧マジックアーマー。

　大きさは二メートル強で、性能は『一式』と同程度。

　この魔導鎧マジックアーマーが、後の汎はん用よう魔導鎧マジックアーマーシリーズのもととなったとされる。




・岩砲弾ストーンキャノンガトリング

　消費魔力を度外視した岩砲弾ストーンキャノンを放つ杖状の魔道具を束ねたもの。

　作動すると、凄すさまじい速度で岩砲弾ストーンキャノンが連射され、常人なら一瞬で魔力枯渇に陥るほどの魔力が消費される。

　製作者はラノア王国の魔道具製作師ジャクリン。

・岩砲弾ストーンキャノンショットガン

　上記ガトリングを、一度に十二発撃つように設定したもの。

　製作者はラノア王国の魔道具製作師ジャクリン。




・パウロの剣

　硬ければ硬いものほど簡単に切れる、という能力を持つ魔力付与品マジックアイテム。

　パウロの剣はこちらの方が有名だが、パウロが冒険者時代に使っていた剣とは別物であるとされる。







●『使用した魔術』

　ルーデウスは全ての属性の魔術に精通していたが、『泥沼』の名の通り、特に得意だったのは土と水とされる。




　戦いに応じて様々な魔術を使い分けていたと言われているが、主に使っていたのは後記の魔術とされる。




・岩砲弾ストーンキャノン

　一般的に知られた中級魔術。

　こぶし大の岩の塊を高速で飛ばし、相手にぶつける魔術。

　だが、ルーデウスが無詠唱にて放つその一撃は、不死魔王を爆散させる威力を持つ。

　また、爆裂岩砲弾ブラストキャノン、岩散弾ストーンショットといったバリエーションがある。




・泥沼

　ルーデウスの代名詞と言われる混合魔術。

　ルーデウスは町一つを覆い尽くすほどの泥沼を出現させたとされる。







・濃霧

　前記同様、ルーデウスの代名詞と言われる混合魔術。

　森全体を覆い尽くすほどの霧を出現させたと言われる。




・電撃エレクトリック

　王級水魔術『雷光ライトニング』を縮小化した、ルーデウスの独自魔術。

　ルーデウスは接近戦においてこの魔術を駆使し、不死魔族を一撃で戦闘不能にしたとされる。




・衝撃波

　空気を振動させて相手を吹き飛ばす風魔術。

　ルーデウスは接近戦においてこの魔術を使い、空を飛ぶかのような挙動で戦ったと言われている。




●『研究』

　ルーデウスは、その生涯において、様々な魔術や魔道具を研究・開発した。

　また、様々な研究分野に資金を提供したとされる。




・無詠唱魔術の学習法

　ルーデウス・グレイラットは幼少期より無詠唱魔術を扱っていたとされる。師であるロキシー・Ｍ・グレイラットは彼の無詠唱魔術の方式を論文化し、学習法を確立した。この学習法は魔法三大国とアスラ王国において積極的に魔法教育に取り入れられ、数多くの優秀な魔術師の誕生を助けた。




・魔力回復薬（マジックポーション）

　サイレント・セブンスターはルーデウスに資金提供を受け、魔力を回復させる飲み物を開発した。

　この魔力回復薬の開発は、魔力の有無に左右される魔術師の常識を打ち破り、上記の学習法と合わせ「剣士一強の時代が終わった」とされるほどに、魔術師の地位向上に役立った。




・魔導義手

　魔導義手は聖・王級以上の治癒魔術を受けられない貧民層や冒険者を数多く助けた。

　魔導義手はルーデウスの資金提供を受けたザノバ・シーローンとクリフ・グリモルの研究と言われている。それを魔道具ではなく治療器具として世界に広めたのはサイレント・セブンスターである。







・魔導鎧マジックアーマー

　魔導鎧マジックアーマーはルーデウスしか扱えないと言われていたが、グレイラット家の三女リリ・グレイラットが研究を引き継ぎ、四八三年に汎用魔導鎧を完成させ、大型の魔物を討伐する際のリスクの軽減に役立っている。




・魔導人形

　ザノバ・シーローンはルーデウスの資金提供を受け、魔導人形の開発に成功した。

　人間そっくりの人形は、愛玩に、雑用に、毒味役に、偵察役にと、様々な任務につけることができる。もっとも非常に高価で数が少ないため、現在はルーデウスと交友のある国の王城で使われるのみである。




・転移魔法陣

　サイレント・セブンスターはルーデウスに資金提供を受け、禁忌とされる転移魔法陣を研究し、復活させた。

　転移魔法陣を各国の目立つ場所に置いたことで長く危険な旅をする必要がなくなり、遠方の国へ簡単に足を運べるようになった。

　ルーデウスが禁忌に触れたのは、転移迷宮での父パウロの死を省みてのことと言われている。

　実際に研究をしたのはサイレント・セブンスターであり、ルーデウスはそのスポンサーとなっただけとも言われているが、古来からの商人や貴族、ミリス教団の関係者は、なぜかルーデウスを『禁忌を破った者』として非難している。

・手記と暗号

　前記の研究の記録は『ルーデウスの書』と言われる全五十二巻の書籍に書かれているとされるが、全てサイレントとの間のみで使ったとされる暗号で書かれており、解読も終わっていないため、信しん憑ぴょう性せいは薄い。




●『人物』

・身長は百七十五センチ前後で、魔術師にしては筋肉質でがっしりとした体格をしていた。肌は白く、目は右目が予見眼、左目が千里眼のオッドアイであったとされる。容貌は美男子であったという記述はないが、妻シルフィエットは彼と魔法大学で出会った時「数秒顔を見つめるだけで腰が砕けそうになった」という感想を抱いたと言われる。他の妻であるエリス・グレイラット、ロキシー・Ｍ・グレイラットは彼の顔についてコメントしてはいないが、さほど悪くなかったのではないかと思われる。




・服装は鼠色のローブに無帽のスタイルを好んでいたとされる。若い頃は服装に無頓着であり、魔法大学には「裾が擦り切れたローブを着用していた」、アスラ王国には「謁えっ見けんの間におかしな格好で現れて貴族の何人かが顔をしかめた」という記録が残っている。二十歳を過ぎる頃には身なりに気を使うようになったとされ、四三〇年頃に甲龍王ペルギウスが「最近はまともな格好をするようになった」とコメントしている。身なりに無頓着な一方で綺き麗れい好きであり、自宅の一室を巨大な浴室に改造し、毎日のように入浴していたと言われる。

・当時のシャリーアではルーデウスは恐れられていたが、それでも他のどんな魔術師より敬愛されており、それは盛大な葬式と多数の参列者の存在、魔法大学の片隅に建てられたルーデウスの言葉が刻まれた石碑からも窺うかがえる。




・性格は温厚かつ親切で社交的であったとされるが、非常に好色であったとも言われている。人目をはばからず妻の身体を無遠慮に撫なで回していたという記述が残っているが、実際は愛妻家であり、三人の妻以外には決して手を出さなかったため、好色はデマであるとする見解もある。また、悪口や暴力を受けても笑みを絶やさないほどに穏やかな性格であったが、家族や友人を害されると烈火のように怒り、暴力的な行動に出ることもあったという。

　ルーデウスの性格に関しては、以下の逸話がある。

『アスラ王国のパーティにおいて、ある貴族がルーデウスの妻を馬鹿にした時、ルーデウスは彼の首根っこを掴つかんでパーティから引きずり出し、目の前で森一つを燃やし尽くして謝罪を要求した』

『盟友であるリニアとプルセナがルーデウスの妻を模した人形を破壊した時、ルーデウスはリニアとプルセナを獣族が最も屈辱とする方法で罰した』

『ペルギウスがルーデウスの子供を名付けるべく空中城じょう塞さいへと招いたところ、子供を害されると勘違いしたルーデウスが完全武装で現れ、子供を害するなら戦争も辞さないとペルギウスを恫どう喝かつしたとされる』

　※ただし、これらの逸話はほとんど信憑性が認められていない。




・一般的にあまり知られていない人物であるが、世界的に有名な人物の大半はルーデウスのことを知っており、敬愛あるいは畏い怖ふしている。




・死後、彼のポケットから白い布が発見され、妻ロキシーがそれを慌てて隠したことから、何か重大な秘密が隠されていたのかもしれないと噂うわさされたが、真偽は不明である。




・幼少期における魔力総量強化の法則を世界で初めて発見し、教育に取り入れた人物と言われている。




・米、卵、ビヘイリル王国の鬼水が大好物であった。また、卵を生で食べるという悪癖があったとも言われている。




・宗教は正体不明の邪神を信仰していたとされる。しかし彼が信仰していた紋章と合致する神は存在せず、太古に滅んだ神か、あるいはルーデウス自身が作り上げた神であるとも言われている。

　無信徒であるとする説や、龍神を信仰していたとする説もある。










●『家族・親族』

・グレイラット家

　アスラ王国の上級貴族の家系。

　ノトス、ボレアス、ゼピュロス、エウロスの四家があり、それぞれ四つの大きな領土を治めるため、四大貴族とも呼ばれる。

　ルーデウスはノトス・グレイラットの直系だが、父パウロが出奔したため、ノトス・グレイラットの家系図からは抹消されている。




・パウロ・グレイラット：父。アスラ王国上級貴族ノトス・グレイラット家の長男。若い頃に出奔し冒険者となった。後にゼニスと出会い、旧友であるフィリップ・ボレアス・グレイラットに頼み込み、フィットア領の下級騎士となった。

・ゼニス・グレイラット：母。ミリス神聖国ラトレイア家の次女。

・リーリャ・グレイラット：侍女。パウロの愛人。

・ノルン・グレイラット：実妹。小説家。

・アイシャ・グレイラット：義母妹。ルード傭兵団顧問。

・シルフィエット・グレイラット：妻。長耳族エルフのクォーター。

・ロキシー・Ｍ・グレイラット：妻。魔族（ミグルド族）。魔法大学校長。

・エリス・グレイラット：妻。人族。剣王。

・ルーシー・グレイラット：長女

・ララ・グレイラット：次女

・アルス・グレイラット：長男

・ジークハルト・サラディン・グレイラット：次男

・リリ・グレイラット：三女

・クリスティーナ・グレイラット：四女




●『関連人物』

・ザノバ・シーローン：魔法大学の先輩。元シーローン王国の王子。人形商会の会長。怪力の神子。

　絵本『スペルド族の冒険』を刊行するにあたっては、ザノバとノルンの尽力が大きかった。

　ザノバはルーデウスを師とあがめたが、ルーデウスはザノバに対し「人形の知識については敵かなわない」と語っている。




・クリフ・グリモル

　魔法大学の先輩。後にミリス教団教皇となる。

　ミリス教団において何かと問題にされやすいルーデウスを守った人物と言われている。

　また、ルーデウスも何かと彼のことを頼りにしていたようで「クリフ先輩がいなければ俺はこの場にいない」としみじみ語っていたとされる。




・サイレント・セブンスター

　魔法大学の先輩。『七星魔女』。転移魔法陣を各国に設置、その他数々の画期的な発明品をルーデウスと共同開発し、世に出している。




・アリエル・アネモイ・アスラ

　アスラ王国国王。アスラ王国記によると、死ぬ直前、腹心ルークに対し「今、アスラ王国が平和であるのはルーデウスの尽力によるものが大きい、私の死後も彼と敵対することはないように」と言い残している。




・アレクサンダー・Ｃ・ライバック

　北神カールマン三世。元七大列強七位。『龍神の左腕』。

　表舞台に立たなくなったルーデウスに代わり、龍神の名代として各国を巡ったとされる。







・リニアーナ・デドルディア

　ルード傭兵団団長。獣族の長の一族として、ルーデウスと獣族との間を取り持っていたとされる。




・プルセナ・アドルディア

　ルード傭兵団副団長。リニア同様、獣族の長の一族として、ルーデウスと獣族の間を取り持っていたとされる。




・ペルギウス・ドーラ

　『魔神殺しの三英雄』の一人『甲龍王』。アスラ王国重鎮。サイレント・セブンスターの師匠。

　アスラ王国記には、度々ルーデウスに言及する言葉が書かれているが、ルーデウスとの関係は不明である。




・オルステッド

　七大列強二位『龍神』。

　ルーデウスが暗躍していたのは、彼の目的のためであったとされているが、詳細は不明。

　滅多に表舞台に立たない人物であるが、ルーデウスの葬儀には参列し、家族と共に最後までルーデウスの死を見届けたという。




●『参考文献』

・アスラ王国史料編纂室『アスラ王国記』アスラ王国　四八〇年

・ノルン・グレイラット著『スペルド族の冒険』ザノバ人形商会　四二七年

・ノルン・グレイラット著『天才の苦悩　アイシャ・グレイラット』ルード傭兵団　四五五年

・ノルン・グレイラット著『大魔術師ルーデウスの冒険』ザノバ人形商会　四七〇年

・ノルン・グレイラット著『自伝　天才に囲まれた凡人』ザノバ人形商会　四八二年

・ミリス教団書庫管理部『ミリス教団議事録』ミリス教団　四六〇年

・ビヘイリル王国歴史編纂室『ビヘイリル王国の歴史　四二〇─四三〇』ビヘイリル王国　四三二年

・リニアーナ・デドルディア『ルード傭兵団活動記』ルード傭兵団　四五六年

・ジュリエット著『ザノバ人形商店幹部会議　議事録』　四七七年

・サイレント・セブンスター著『新版・魔術教本』　四四二年

・ブラッディーカント著『世界の偉人・英雄』出版元不明　四八〇年




■　■　■　■　■




　記録者：アスラ王国資料室　副室長　クルール・エルロンド





『あとがき』（ルーデウスの書・二十六巻より抜粋）




　さて、今まで適当に日記を書いてきたわけだが、書き残した日記が二十五冊を超え、それなりに名前も売れてくると、変なことを考えるようになった。

『もしかして、これ誰かに読まれたりするんだろうか？』

　ってことだ。

　一応、日記は全て日本語で書いているから、基本的にこの世界の人間には読めないと思う。

　だが、暇な奴が解読するかもしれないし、俺の死後に俺と同じ世界からやってきた奴が読むかもしれない。

　……誰かが一生懸命解読したのだとすると、大したことが書いてなくて申し訳ないな。

　いやでも、日記なんてそんなもんだろう？

　どんな目的で解読したのかは知らないが、この日記が出回るのは俺が死んだ後だろう。

　龍神オルステッドが悪い人間ではなかったと、後世に残してほしいと思う。

　あとは、そうだな……。

　まぁ、日記にも何度か書いてあるが、俺は元々、この世界の人間じゃない。

　別の世界で死んで、転生してきた。

　前世での名前は書かないことにする。もしこれを読んでいるのが、元の世界の俺を知っている人間だったら、変な印象を与えてしまうかもしれないからな。

　とはいえ、前世があるからといって、特別なことはあまりない。

　日記を解読して読んだのならわかるだろうが、俺はこの世界で普通に生きただけだ。

　転生は自分の意思じゃないし、何の因果で転生したのかも結局わからなかった。

　でもそれは、大したことじゃない。

　俺は、ただ精一杯生きた。明日死ぬことになっても、後悔はないぐらいに。

　それが大事だ。

　そう書くと、この日記を読んでいる君は嘲ちょう笑しょうするかもしれない。

　生まれた環境が良かっただけだろうとか、才能に恵まれていた奴はいいよなとか、もしかするとどこかで俺の肖像画を見たことがあって、顔がいいとも言うかもしれない……。

　というのもな、先日の日記でも書いたけど、クリスが同級生に、自分は生まれた環境が悪い、お前は環境がいいからズルい、なんて言われて、モヤモヤした気持ちを抱えてしまったんだそうだ。

　それを聞いて、俺自身はどうだったか、なんて考えたわけだ。

　正直、俺の環境は、決して悪くはなかった。

　父であるパウロは、そりゃ女関係はクズだったけど、人間としては決して悪人じゃなかった。

　本当のクズってのは、浮気がバレて、完璧な証拠もあるのに嘘うそついたり、しらばっくれたり、逆ギレしたりとかするからな……。ウチだったら、俺が浮気してそんなことしたら、エリスに殴られシルフィに嫌われロキシーに軽蔑されるだろう。その結果、俺は全てを失うことになるってわけだ。おぉ、怖い怖い。

　ゼニスも母親としては完璧だった。若くして心神喪失みたいになってしまったけど、寝たきりになった親の世話と考えれば、別に悪くはない。ほとんどリーリャやシルフィに任せっきりになってしまったけど、前世では、親に対してまるで何もできなかったから、それに比べれば上出来だと思う。

　とにかく、俺は俺を愛してくれる両親の間に生まれた。

　何不自由ないとまでは言わないが、少なくとも借金もなく、両親が金のことで毎日喧嘩けんかしてるってこともなかった。

　幸運なことだ。

　魔術の才能もあった。

　前世の知識という下げ駄たと、ラプラスの因子とやらによる膨大な魔力。

　その二つのお陰で、無詠唱魔術を操ることに長たけた人間になれた。

　世界中探しても、俺よりも速く強い岩砲弾ストーンキャノンを撃ち出せる奴なんて、そうそういないだろう。自分なりに努力した結果だと言いたい部分はあるが、まぁ、間違いなく恵まれた才能を持っていたからだろう。

　幸運なことだ。

　顔に関しても、まぁ今の方がマシだとは思うけど、少なくとも顔だけで女が寄ってきた記憶はあまりない。けど、逆に顔が悪いからって理由で不当な扱いを受けたことはある。ゾルダートとか、俺の顔が気に食わねぇとか言ってたしな……。

　あれは表情のせいかな？　まぁでも表情は大事さ。

　少なくとも、大半から忌避されるような顔じゃなかった。

　幸運なことだ。

　そうした幸運が俺に、頑張ろうと思えるきっかけを与えてくれたのは間違いない。

　でもこうも思うんだ。逆に、もっと裕福だったら、どうだろうか、ってね。

　例えばアスラ王国の王侯貴族の息子として生まれ、金も女も何一つ不自由ない生活を送っていたら、どうなっていただろうか。

　俺は自分がスケベな人間であると自覚しているし、時にそれを目的に頑張ったりもする。

　長年そうしたものが手に入らなかったからこそ、価値を感じているわけだ。

　そんな俺でも、あまりに簡単に女を抱ける、なんなら女の方から抱いてと迫ってくるような生活を、何の苦労もなく手に入れていたら、そこに価値を見み出いだせただろうか。早い段階で飽きて、女性に好かれようとする努力をしなかったんじゃなかろうか。

　魔術にしてもそうだ。俺は魔術に関しては、毎日欠かさず頑張ってきたつもりだ。傍はたから見ると地味な訓練を続けたお陰で、かなり精密に魔術を操れるようになった。

　でも初めて読んだ魔術教本で初級どころか上級、いやさ神級の魔術すらなんなく使えてしまったら……俺はその後、魔術の訓練を頑張っただろうか？

　つまりな、人は手に入らないからこそ、うまくいかないからこそ、そこに価値を見出し、努力するものだと思うんだ。

　結局のところ、人は与えられたカードで勝負するしかないが、与えられたカードには常に何かしらの不満が出てくるものだからね。

　他人が羨うらやむようなカードを持っていても、自分ではその価値に気づけないものなのさ。

　なんて偉そうに言うけど、俺には前世があるからな。

　前世の俺の家はパウロの家よりもっと裕福だったし、才能に関しても途中でやめていなければ、モノになるものはあっただろう。外見に関しては今の方がいいだろうが、運動してもう少し痩せたり、髪や眉に気を配っていれば、それなりに見られるものにはなっていたはずだ。

　思い返せば今世より、ずっといい環境だったんだ。

　にもかかわらず、そんな恵まれた環境にいたにもかかわらず、俺はクズのままだった。

　死ぬ時にはそのことを、後悔していたから。

　だから生まれがのどかなブエナ村ではなく、紛争地帯にあるスラムでも、親に虐待されて育っても、あるいは初めて魔術教本を読んだ時、水弾を生み出せなくても……俺は、なんだかんだ頑張ったんじゃないかと思うんだ。

　それは、今ほど幸せな人生じゃないとは思う。

　もっと世の中を呪う人生だったかもしれない。

　けど少なくとも、前世の俺よりは行動したと思うんだ。死にものぐるいで生きようとしたと思うんだ。その人生はきっと、前世のそれより、ずっと価値があったと思うんだ。

　なんだったら、もし前世でトラックに轢ひかれて転生せず、あのまま元の世界で生きていたとしても、何かしらの幸運を拾えれば頑張れたかもしれない。

　まぁ、難しかったとは思うけどな。当時の俺は不ふ貞て腐くされていたし、転生なんて特大の幸運があってようやく動き出したぐらいなんだから。

　何が言いたいかというと、環境なんてものは相対的なものだし、少しぐらいのマイナスだと思えるものがあったほうが『良い環境』と言える場合もあるってことだ。

　だから君も、環境のせいなんかにしないで……なんてことを言うつもりはないよ。

　俺は恵まれていたと自覚しているし、本当に『悪い環境』があるってことも知ってるつもりだからね。知った風な口をきくつもりはない。

　ただ、環境が良かろうが悪かろうが、満足いく人生を送りたければ結局、精一杯、懸命に生きなきゃいけないと思うってだけの話さ。

　クリスの同級生だって、言うほど悪い環境ってわけでもないしね。親には恵まれなかったみたいだけど、独力で学校に入るぐらいには行動力があったり、目標に向かって努力できたりする人間みたいだし。

　とにかく、俺は自分なりに、この世界では精一杯生きた。

　もちろん、これからも精一杯生きていく。

　その精一杯は、もしかすると他人から見ると本気には見えないかもしれない。

　でも他人から見る人生なんてそんなもんだろう？

　それに、誰かに何か言われたところで俺の人生が変わるわけじゃないし、どうでもいい。だろ？

　だからこれを読んでいる人も自分の人生を精一杯……っと、油断するとすぐ説教臭くなってしまうな、俺も歳を取ったのかな。いや、普段から自分の子供にこういうことを言ってるからかもしれないな。

　うん、環境の話はこれぐらいにしておこう。長くなってしまった。

　さて、この言語を解読できた人はどんな人なんだろうな。

　学者か何かかな？　あるいは俺の日記に何か凄すごい魔術の秘密が隠されているんじゃないかと考えた魔術師か……。

　どっちにしろ、凄い秘密がなくて申し訳なく思う。

　魔術に関して俺が知ってることは、大体ロキシーに話したつもりだから、ラノア魔法大学か、アスラ王国の魔術学校で学べるはずだ。

　先せん達だつとして一言アドバイスをするのであれば、詠唱魔術であれ、無詠唱魔術であれ、魔法陣を用いた魔術であれ……あるいは、この日記を読んだ君の時代に流行している何であれ、練習あるのみだ。

　同じ魔術を気が遠くなるぐらい何度も使って、休憩してる時にもそいつのうまい使い方を考えるんだ。研けん鑽さんってやつだな。

　そうすれば、百年に一度の天才でなくとも、周囲に尊敬されるような相応の使い手になれる。

　そうだ。もしこの日記の内容を翻訳し、どこかの国の王様に献上しようとか考えているのなら、やめておいたほうがいいかもしれないぞ。

　異世界の言語を解読したんだから、凄いことだし、成果を褒めてもらいたい気持ちはわかるし、努力には、相応の報いがあってほしいとも思う。

　でも内容的に、特にアスラ王国の王族にとって都合が悪いことも書いてあるからな。「アスラ王国の国王が龍神オルステッドの傀儡かいらいだった！」なんて、王族的には許せるわけないだろ？　威信に関わるしね。

　アリエルだったら監禁ぐらいで許してくれるかもしれないが、代替わりしていれば、命の保証はできない。

　もちろん、この日記に名前が出てくる国が、全てこの世から綺き麗れいさっぱり消えているなら、自由にするといい。

　ん？　それぐらい時間が経過してるってことは、歴史学者ってパターンもあるのか。

　それだったら、この時代の一般的な家庭の生活として、大いに参考にしてほしい。

　でも前世の知識を用いていろいろ作ったりもしたから、参考にしすぎないでくれよ。




　ああ、そうだ。

　最後に、もしこれを読んでいるのが、俺と同じ世界からやってきた奴だった場合。

　君が、俺と違って元の世界に帰りたいと思っているなら……。

　一つ、助言をやろう。




『元の世界に帰る方法はある。サイレント・セブンスターの足跡を追え』




　ちなみに、もし夢で白い空間でモザイク野郎に助言をやろうと言われても、それは信じるなよ。騙だまされるぞ。

　以上だ。





エピローグ「プロローグ・ゼロ」







　甲龍歴五〇〇年。

　再生の神み子こ、と呼ばれる少女がいた。

　その少女の目は死んでいた。生まれた時から虚うつろで、絶望だけを映す瞳をしていた。

　周囲の大人はそんな彼女を不気味に思い、遠巻きにしていた。

　少女は知っていた。自分がどんな運命をたどるかを。生まれる前から知っていた。

　否いな、生まれる前からというのには語弊があった。

　本当に最初に生まれた時は知らなかったのだ。

　そう、彼女は何度も生まれ変わっていた。

　否、生まれ変わるというのには語弊があった。

　彼女は、何度も同じ人生を繰り返していた。

　否、同じ人生というのには語弊があった。

　彼女は、ほんのわずかに違う人生を繰り返していた。

　ほんのわずかとはいえ違う人生……その結末は常に一緒だった。

　人生は常に一定だ。大きく変わることはなく、いつだって同じ結末を迎えた。

　結末とは、死だ。

　少女は死ぬ。死は誰もが避けられぬことではあるが、少女の死は無残なものだ。

　彼女は国に道具として扱われた挙げ句、敵国に捕まり、殺される。

　さながら、子供同士が取り合う玩具おもちゃのように。時には無残に犯され、時には生きたまま魔物に食われ、時には自由を奪われた上で水の中に沈められて……。

　苦しみと絶望の中、少女は死ぬ。

　少女にとって人生とは、絶望に至る道だ。処刑台までの道のりを一歩、また一歩と歩くだけの毎日だ。

　希望はない。

　少女は力があった。

　物体の時間を、最大で一日だけ巻き戻す能力。

　それは壊れたものを再生させた。

　死者すらをも、蘇よみがえらせるのだ。

　一日。たった一日だが、死んだ人間をも生きかえらせるその能力は、神子として国に徴用されるに十分だった。

　国の王は彼女を抱え込み、独占した。

　一日だけ戻すその能力は、王から怪我と病気を無くした。不思議と老化は止められなかったが、それは王にとって些さ細さいなことであったという。

　少女の知る限り、王は三種類いた。名前も容姿も変わらないが、性格と言動が少しだけ違った。

　仕える王は少女が死に、新しい悪夢を始める度に少しずつ変化した。

　あるいは人によっては、そのほんの些細な変化で、その王を賢王と讃たたえたり、愚王と断じたりしただろう。

　だが、少女にとってはどうでもいいことだ。どの王も少女に対する行動は誰も変わらなかった。

　少女にとって、王はどれも一緒だったのだ。

　神子としての力は、少女にとって何の幸運ももたらさない。己の時間を巻き戻せるわけでもなく、自分のために使えるわけでもない。ただ王宮という牢ろう獄ごくに囚とらわれるための足かせでしかない。

　そして、死ぬ。

　王宮の片隅で飼われ、毎回少しずつ違う人間と出会いながら、最後には死ぬ。

　時には能力が及ばず、王の逆げき鱗りんに触れて。時には王国が他国に攻め入られ、捕虜として。

　時には王国が魔族に攻め入られ、皆殺しにされて。

　少女は無残に、その生命を散らす。

　そして、また最初から。

　王国の片隅、辺境の田舎に生まれたところから、始まる。

　そこで大人たちに気味悪がられた幼少期を過ごした後、王宮に連れていかれ、死ぬ。

　無論、最初の頃は、少女も運命から逃げようとした。

　能力を隠し、父と母と一生一緒にいようとした。

　だが、無駄だった。

　五歳の誕生日を迎える頃には、なぜか王宮から兵士が来て、少女を連行した。

　兵士が来る前に、村の外へ走って逃げようとした。

　だが、無駄だった。

　魔物に殺されるか、山賊か人さらいに捕まった。捕まり、売られる先は様々だったが、最終的には王宮にたどり着く。

　運命は蟻あり地じ獄ごくのように少女を王宮につなぎ止め、絶望のまま殺害する。

　地獄である。いつまでもいつまでも続く、無限地獄である。

　地獄は少女の心を完膚なきまでに破壊した。

　少女は感情を失い、虚ろな表情で機械のように王の指示に従った。

　百年も、二百年も。いいや千年か、二千年か。あるいは一万年か、二万年か。

　もはや自分がどれだけ死んだのか、どれだけ生きたのかわからない。

　記憶は常におぼろげで、楽しかった記憶は一切思い出せない。

　ただ殺される瞬間だけは、いつも鮮明だった。

　本能なのだろう。死にたくないと思う本能が、避けるべき事象として、殺される瞬間を記憶するのだろう。

　その結果、少女の一生は殺される瞬間に塗り潰つぶされた。

　思い出はもはや何もない。殺される瞬間だけが連続する記憶となった。

　絶え間なく続く死の中、少女は思った。

　強く、強く、思った。

（もう、嫌だ……誰か、助けて……）

　その時、世界の法則が変わった。





　　　　★　★　★






　次の人生で、変化があった。

　名前も知らぬ地方の村で生まれ、五歳の時に王宮へ。王の言いなりになって、毎日のように力を使う日々は変わらない。

　だが、十歳の時に違うことが起こったのだ、今まで一度も起こらなかった事件が。

　十歳になった日。少女は誕生日を祝うかのように、ある場所へと連れていかれた。

　王宮の地下。巨大な魔法陣のある区画へと連れていかれたのだ。

　少女は王宮にこんな魔法陣があることを知らなかった。王宮の中を自由に歩けたわけではなかったからだ。

　魔法陣の周囲には、何十人もの大人がいた。

　杖つえを持ち、真っ黒なローブを身につけ、フードで顔を隠した大人たち。

　彼らが魔術師と呼ばれる人々であることは、それまでの無限地獄での知識から知り得ていた。

　だが、これから自分が何をされるのかは、わからなかった。

　魔術にも魔法陣にも詳しくないからである。少女の地獄の中で、魔術や魔法陣を学ぶ機会など、一切なかった。

　少女は魔法陣につながれた。

　少女の目はうつろなままだった。新しいことが起こったが、それは少女の心に、さざなみすら起こさなかったのだ。

　どうせ最後には死ぬ。途中で何が起きても、何も変わらない。

　そんな諦念が、少女の心を占めていた。

　儀式は始まった。

　魔法陣は、容赦なく、少女の体から魔力を吸い上げた。

　神子と呼ばれる人間の体内には、とてつもない魔力が内包されている。

　それは通常の魔術や剣術に用いるものとは毛色の違うものであり、本来なら魔術や、こうした魔法陣に使えるものではなかった。

　ならば、魔法陣が少女の体から魔力を吸い上げたのは偶然か？

　否。その魔法陣は意図して作られたものであった。『再生の神子』の魔力を使い、発動できるものであった。誰が作ったのか。少女の視界には入らなかったが、儀式の隅に製作者はいた。

　王国史上最高の天才と呼ばれた、一人の魔法騎士である。

　彼女も少女ほどではないが、つまらなさそうな顔で魔法陣を見ていた。

　そして儀式は成功した。

　魔法陣はまばゆい光を放った。

　七色の光。召喚の光である。

　そして、その光が収まった時、魔法陣の中心には、一人の少年の姿があった。

「成功だ」

「成功した！」

「これで国は救われる！」

　と、魔術師たちが喜ぶ中、少年はきょとんとした顔で、周囲を見渡していた。そして、己の正面、ぺたんと座り、虚ろな目をする少女に目を向けた。

「あの……ここはどこかな？　俺は確かナナとクロと一緒に……あれ？」

　それは、その場にいた誰もが知らぬ言語だった。

　だが、なぜか少女に理解できた。少女自身の魔力を使ったせいか、あるいは彼がこの場にいるのに、少女が関係しているせいか。

「あ、俺の名前は篠しの原はら秋あき人と。……君は？」

「私は『再生の神子』」

「……み？　……えっと、名前を聞いているんだけど？」

　思えば、少女は地獄の中で、特に王宮に来た後は、名前を聞かれることはなかった。

　神子に名前はない。

　神子が王族であったなら、あるいは例外はあろうが、基本的に神子は名前を取り上げられる。

　以後、神子と呼ばれ、名前を呼ばれることはない。少女も例外ではなかった。

　だが、本来の神子が己の名前を覚える前に名前を取り上げるのに対し、少女は己の名前を覚えていた。

　何度も、何度も死を繰り返したからこそ、覚えていた。

　父と母に付けられた名前を。

「──リリア」

「そっか、いい名前だね」

　少年は笑った。

　その笑顔で、少女の胸が高鳴った。





　　　　★　★　★






　少女は変化を感じていた。

　少女は、王より神子としての任務を解かれ、少年の通訳の立ち位置に収まった。

　一人の魔法騎士を護衛につけて、少年と三人で王宮の中を闊かっ歩ぽするようになったのだ。

「リリア、あれは何？」

　別の世界から来たという少年は、少女に対してあらゆることを聞いた。

　世界のこと、生活のこと、人々のこと。

　少女は何度も死んではいたが、何も知らなかった。

「あれは何だ……って、聞いています」

「あれ？　あれは、魔道具だよ。魔力を込めると、先端から火がでるやつ。これから森まで魔物退治にでも行くんじゃないかな」

　ものを知らぬ少女は騎士に聞き、騎士が答える。

　天才と呼ばれたその魔法騎士は、ダルそうにしながらも全てを答えてくれた。

　少女と違い、彼女は何でも知っていた。

「へぇ、火炎放射器みたいなものか……そういえば、この世界には木の魔物が多いんだったね……リリアは見たことある？」

「……何度か。わさわさ動いてました」

「わさわさか……ははっ、想像もつかないや。あ、でも映画で見たことがあったな」

「映画……？」

「映画っていうのは──」

　通訳のような日々。

　それは、今までと全く違う生活だった。

　新鮮だった。

　少年はこの世界のことを知るたびに屈託なく笑い、その度に少女は胸が高鳴るのを感じた。

　最初こそ、何も変わらないと思っていた。

　もう自分は終わっているのだと思っていた。

　だが、時折話してくれる少年の世界の話に、夢のような思いを馳はせることができた。

　少年の質問に答える騎士の言葉を聞いて、この世界に広がりを感じた。

　この世界はどこまでも広く、そして自分の知らない様々な人や物があふれているのだと知った。

　少年が来てしばらくして、食べるものに味がついていることに気づいた。朝起きた時に聞こえる小鳥のさえずりに、耳を傾けることができるようになった。日差しの暖かさが心地いいと感じることができた。

　生きていることを実感した。

　地獄は終わったのだと思った。

　少年は、少女を救いに来てくれたのだ。長い長い地獄から助け出しに来てくれたのだ。

　そして自分はこの少年と出会うために生まれてきた。

　これから、本当の自分の人生が始まるのだ。

『これは運命だ』

　そう思えるほどに少年は力強く、優しく、少女の心の支えになったのだ。




　しかし、運命は裏切った。





　　　　★　★　★






　王国は戦火に巻き込まれた。

　少女は知っていた。自分が毎回、その戦火に巻き込まれて死ぬことを。

　誰よりもよく知っていた。

　だが、少女は知らなかった。

　少年が、その戦争に勝利するために呼び出されたことを。

　王国の抱える預言者が、そのまま戦えば必ず敗北するため、異世界から勇者を呼び出して戦わせろと助言したことを。そして、預言者の言葉通り、王国は十年かけて少年を呼び出し、もう後には引けないことを。

　少女は何も知らなかった。

　そして、少年は戦った。

　だが、少年は戦いを知らなかった。王国の人間は、少年が戦えぬことを知っていたが、戦場に送り込んだ。鎧よろいを着せ、剣を持たせ、軍の最前列に立たせた。

　そのために呼んだからだ。

　そして少年は、死んだ。

　戦争の中、無残に殺されて、死んだ。

　震える足で戦場に立ち、敵将に一撃で首を刎はね落とされて、死んだ。

　首は敵将に奪われ、少女の元には少年の身体だけが戻ってきた。

　王国の人間は、死んだ少年を見て、ため息をつくのみだった。

　異世界の勇者は、やはり役に立たなかった。預言者の戯ざれ言ごとを信じたのは愚かな行為だった。

　そう吐き捨てるだけだった。

　少女は少年の亡なき骸がらに縋すがりつき、再生しようと必死に力を使った。

　無駄だった。すでに少年の死から一日以上が経過し、腐り始めていた。

　少女の力では、どうすることもできなかった。

　少女は泣いた。

　なぜだと叫んだ。どうして自分ばかりがこんな目に遭うのだと叫んだ。

　泣いた。

　悲しいという気持ちだけではなかった。

　運命に弄もてあそばれる感覚。お前は何をやっても無駄なのだと、あざ笑われているかのような無力感が少女の心を支配した。

　そして、また王国は滅んだ。

　少女は捕らえられ、いつものように失意の中、命を落とした。




　だが、いつもと違い少女は思った。




　生まれて初めて、強く、強く、強く、思った。

（生きたい……！）

　死にたくないでも、助けてでもなかった。

（彼と共に生きたい……！）

　少年と共に暮らした時間は、そう長くはなかった。

　だが、その短い時間は、確かに少女の心を支配した。死の記憶で塗り潰された少女の心を、いとも簡単に塗り替えたのだ。

　少年は希望だったのだ。少女にとって初めての希望だったのだ。

　希望は少女に顔を上げさせ、前を向かせた。生まれて初めて、少女は己の力に目を向けた。

　少女は死ぬ瞬間、血が出るほど唇を噛かんで、己の力を使った。

　一日だけ時間を巻き戻す。

　そう思われている能力を。

　誰もが薄々違和感を感じつつも、しかし便利だからと詳しく調べなかった能力を。

　脳が焼き切れんばかりの力を振り絞って、彼女は使った。

　『過去を改変する能力』を、彼女は使ったのだ。

　世界は、少女の存在を中心にループした。





　　　　★　★　★






　少女の力は過去へと及んだ。

　甲龍歴四〇〇年。

　フィットア領・ロアの町。

　少女の愛する少年が命を落とした場所。

　その上空に時空の裂け目が出現した。時空の裂け目の奥には、少年と関連性の高い存在があった。

　その存在は、少年と共に生きたいという少女の魂と酷似していた。

　ゆえに、おのずと少年が助かる未来を作るために世界を改変し、少年が生きる道を作る。

　その結果、甲龍歴五〇〇年、少年は助かる。

　……はずだった。

　本来いないはずの人間を過去に存在させるという所業は、いかに少女の力が強大でも不可能であった。

　怪我をなかったことにするのや、病気をかからなかったことにするのとはわけが違った。

　時空の裂け目は存在すれど、存在が世界に降り立つことはなかった。

　少女の力と、世界の力が拮きっ抗こうしていた。

　四〇〇年、四〇一年、四〇二年、四〇三年……。

　何事もなく世界は進行した。

　だが、そんな中。

　時空の裂け目を通って、一つの魂が迷い込んだ。

　その魂は少年とはなんら関係性を持たなかった。

　少年が転移する際に、少女の力が存在を呼び出す前に、ただ近くで死んだというだけだった。

　しかし、魂という状態であるがゆえ、世界が押しとどめている時空の裂け目の隙すき間まを通って、世界へと入ることができたのだ。

　そしてふらふらと彷徨さまよい、今まさに死のうとしている赤子の中へと、入り込んだ。

　その魂の持ち主はルーデウス・グレイラットと名付けられた。

　ルーデウス・グレイラットの存在は、ほんのわずかだが世界を改変した。

　ロキシー・ミグルディアの思想を変え、シルフィエットの歴史を狂わせ、エリス・ボレアス・グレイラットに知恵を与えた。

　その行動が、世界の抵抗力を弱めた。

　時空の裂け目が、押し広げられた。

　そして甲龍歴四一七年。




　ナナホシ・シズカが召喚された。




　しかし、ルーデウス・グレイラットの存在は、少女が望んだ以上の改変を世界へと与えた。

　本来であれば、少年を助けるためだけに起こるはずだった変化が、それだけでは済まなくなった。

　歴史は誰もが知らぬ方向へと歩み始めたのだ。

　世界は変わった。その変化が、少女の望むものであったかはわからない。なぜなら、まだ少女は生まれていないからだ。

　だが、ルーデウスの死から数年後。

　少女は生まれる。

　ループの代償に、能力のほぼ全てを失った抜け殻の神子が生まれる。

　己の願いを叶かなえるために。最後の世界に、生まれ落ちる。




　彼女が最後まで生き延びるかどうかは、まだ、誰にもわからない。
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